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    プロローグ　男の子


    



    　これは、偽物の恋の物語だ。


    



    　人が、誰かに恋をするのはどんな瞬間だろう。


    　ひと目見たとき。意外な一面に気づいたとき。優しく手を差し伸べられたとき。あるいは、自分を置いてずっと遠くまで走っていってしまったとき。


    　どれも恋するきっかけではあるかもしれないけれど、恋に落ちた瞬間ではない。


    　──きっとそれは、自分のなかをぐるぐる渦巻く感情に「恋」という名前を与えたときだ。


    　俺は、私は、恋してる。そう言葉で理解した瞬間から、どうしようもなく始まってしまう。


    　人は誰だって誰かに憧あこがれを重ねて生きている。こうなりたいという理想かもしれないし、相手が誰よりも自分を理解してくれているという幻想かもしれない。小さいころから夢に見ていた王子様やお姫様といった妄想に近い憧しよう憬けいだってあるだろう。


    　たとえばそういう憧れを、憧れのままに恋と名づけてしまったら？


    　甘い響きに誘われて、最初のうちはなにもかもが華やいで見える。いいところばかりが目につき、この人こそが運命の相手なのだと惹ひかれ焦がれていく。


    　そのままに永遠を生きられるのなら、完全無欠のハッピーエンドだ。


    　けれど、おおよそほとんどの場合、いつかは限界が訪れる。


    　──恋は無責任に相手を傷つけるための免罪符だ。


    　甘酸っぱい理想と現実のギャップに傷ついた悲劇のヒロインは、まるで裏切られたとでもいうように大切だったはずの人に刃を向ける。身勝手な憧れを押しつけたのが誰だったのかも忘れたままに。


    　そんなふうであってほしくはないと思う。


    　気づけば目で追いかけていたあの人をもっと知りたくなって、知ったらがっかりして、それでも心から離れない感情に悩み、苦しみ、そんな自分も自分をそうさせる相手も嫌いになりかけて、だけど、やっぱり、どうしても……そうして最後に両手でそっとすくいあげるのが、その言葉であってほしいと思う。


    



    　だから本当は、恋なんて名前をつけるのは最後の最後でいい。


    



    　──そこから始まってしまったこれは、きっと偽物の恋の物語だ。

  


  
    一章　かりそめのスタートライン


    



    　十六歳。人生で十七回目となる、少しだけ特別な五月の入り口に、俺は立っていた。


    　二週目の土曜日。見上げた空は、四月と比べると少しばかり青が深く、記憶にある夏よりはまだ淡い、ちょうどいいとも中途半端ともいえる曖あい昧まいな色で穏やかに微ほほ笑えんでいる。


    　子どもの小さな手でちぎった綿菓子みたいな雲が、ぷかぷかといい加減に漂う。まわりなんか気にせずひとりを自由に満喫している雲らしいやつもいれば、ときどきくっついて、また離れて、まるで人間みたいなやつも、それなりにいるんだろう。


    　あれはドラゴン、あっちはクジラ、向こうのは人魚みたいに見えない？


    　近くで遊ぶ小学生たちの声が聞こえる。


    　少年少女の心を浮き立たせる緑色の風は、すりすりとそよぎ、からからと走り去っていく。それにつられるように、散歩中のわんこも心持ち歩調が速い。


    　──女の子とデートをするなら、きっとこんな日がいい。


    　うまくいっても、いかなくても、家を出たときから大げさに浮かれたり沈んだりせずに、呑のん気きな顔で帰ってこられそうだから。


    　俺はマウンテンバイクにまたがり、ことさらゆっくりとペダルを漕こぎ始めた。休日だからとみんな二度寝の幸せを噛かみしめているのか、ここぞとばかりに田舎を飛び出して遊びに行っているのか、午前十一時過ぎの大通りに車は少ない。どこからか、ぺしん、ぺしんと布団を叩たたく小気味のいい音が聞こえてきた。小さな町は、今日もささやかな幸せに包まれている。


    　大きくあくびをひとつしてから、ギアをふたつ上げた。


    　──面倒ごとを片付けるなら、きっとこんな日がいい。


    



    　　　　　＊


    



    　十分ほどマウンテンバイクを走らせて、俺は福井駅前に着いた。県庁所在地にほど近い、仮にも県内でいちばん乗降客数の多い駅だというのに、あたりはいつも通り閑散としている。


    　休日に歩行者が数えるほどしか目につかないというのは、立派な街の人たちから見たらちょっと異常なんだろう。多くの田舎がそうであるように、福井は車社会だ。人気のチェーン店や大型のショッピングモールは、基本的に無料の駐車場スペースがたっぷりとれる国道やバイパス沿いに位置しており、有料のコインパーキングを利用してまで駅前に来る人は少ない。


    　わざわざ来たとしても、目の前に広がるのはシャッター、シャッター、シャッターストリート。県も駅前を再開発しようと奮闘しているらしいが、ここ十年ほどで建てられた商業施設はあまり高校生のたまり場って感じでもない。結局は郊外にある大型のファストフード店なんかを利用するから、電車通学でもなければわざわざ駅前まで来なくても事足りる。


    　そんなわけで、俺にとっては意外と縁遠い場所だ。通り過ぎることはあっても、今日のように目的地となることはほとんどない。


    　俺は手ごろな場所でマウンテンバイクを降り、手で押しながらガレリア元町に入った。アーケードの両脇に小さな店が軒を連ねる、昔ながらの商店街だ。一時はアーティストが解体されるビルの壁に天使の羽などを描き、インスタ映えスポットとして少し話題になったが、根本的な疲弊感は隠しきれていない。


    　しばらく歩いたところで、寂れた通りには不釣り合いな外観の店が目に入った。


    　深い群青を基調とした外壁や看板、ワンポイントとなる明るい色の木製ドア。前面の右半分はガラス張りになっており、店内に設置された格子状のディスプレイラック越しに、洒しや落れた内装が目に入る。店の前には、今日の空みたいなチェレステブルーのビアンキがとめられていた。


    　地図で正確な場所をチェックしたわけではないが、ひと目でここが目的のカフェだとわかる。なんで駅前なんかに呼び出されたのかと思っていたが、こういうことか。みんなが知らない穴場で、気が利いているのに気取りすぎていない。


    　俺はビアンキの隣にマウンテンバイクをとめ、店名も確認せずドアの取っ手を握った。


    　あの七なな瀬せ悠ゆ月づきが待ち合わせ場所に指定するなら、こういう店に違いないからだ。


    



    　　　　　＊


    



    　店内に足を踏み入れると、コンクリートが剥むきだしになった粗い部分と、木の温かい表情が絶妙なバランスで調和した空間が奥へと長く伸びていた。一瞬、自分が福井駅前にいるのだということを忘れそうになる。


    　店員の女性に声をかけられるよりも早く、俺の視線は最奥にある窓際の席に座った女の子へと吸い寄せられ、こちらに気づいた向こうもまた、軽く手を上げてちょいちょいと俺を招く。


    「待ち合わせです」と告げ、七瀬の向かいに腰かけた。他に客はいないようだ。


    　頬ほおづえをつきながら微ほほ笑えむ彼女は、ただそれだけでどんなインスタ映えスポットよりもインスタ映えする魅力をまとっていた。上質なシルクのように揺れるセミロングの黒髪、アプリで加工なんかしなくても嘘うそみたいに滑らかで透明感のある肌、どこか潤んだように揺れる甘い瞳ひとみ。


    　福井県は駅前に箱物を作るより前に、七瀬を雇ってあちこちの店頭に立ってもらったほうがよっぽど活性化につながるだろう。


    「やあ」


    　七瀬はリラックスした様子でそう言った。


    　座る前にさりげなくチェックした服装は、ややゆったりとした青いボーダーのＴシャツに、同じく太ももまわりにゆとりのある明るいデニム地のショートパンツという、意外とボーイッシュなものだった。


    「やあ」


    　俺がおうむ返しをすると、七なな瀬せはくすぐったそうにくすくすと笑って足を組んだ。やわらかなショートパンツの裾すそがちらりと上がり、太ももと呼ぶべきかお尻しりと呼ぶべきか判断に迷うあたりまでのたおやかな曲線美があらわになる。
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    　俺はテーブルから少し離していた椅い子すをさりげなく近づけ、視界をさえぎった。


    「せっかくいい男とのデートだっていうのに、もっとおめかししなくてよかったのか？」


    　ちょっとからかうような口調で言ったが、実際のところ、そのシンプルな出で立ちは七瀬にとてもよく似合っていた。本当に美お味いしい素材の味つけは塩だけでいい的なあれだろう。余計な飾り気がない分、それでもなお圧倒的にかわいく、美しく、セクシーな本人の魅力が際立つ。


    　適当に並べた褒ほめ言葉が、そっくり当てはまってしまうような女の子なのだ。


    「あれ、千ち歳とせはいい男とのデートでここぞとばかりに気合い入れて着飾ってくるような女の子は趣味じゃないと思ったんだけどな」


    　七瀬は少し椅子を引き、わざとらしく脚を組み替える。


    「それに、意外とこういうほうがドキっとしない？　ボーイッシュな格好なのにふとした仕草で浮かぶ身体のラインとか、足を組んだときにちらりと見える太ももとか、ね？」


    　うん、バレてた。


    「勘違いしてもらっちゃ困るな。俺は太ももを見ていたんじゃない。どうして人は知りたくもないことばかりを知り、見たくもないものばかりを見てしまうのに、本当に大切なことからは目を背そむけてしまうのか考えていたんだ」


    「つまり？」


    「もう一度じっくりと拝見してもよろしいか？」


    　七なな瀬せは首を傾けていたずらっぽく笑う。


    「だーめ。人生に同じチャンスが何回もあるとは限らないのだよ」


    「小学校の先生は、『何度失敗してもいい。諦あきらめなければ夢は叶う』と教えてくれた」


    「素敵な先生ね。いつかまた出会う日がきても、あなたの夢が女の子の太ももを凝視することだっていう事実は伏せておいたほうがいいよ、きっと」


    　店員さんがグラスの水を持ってきてくれた。俺はそれをひと口飲んで、もう一度口を開く。


    「七瀬、聞いてもいいか？」


    「公の場で答えられることなら」


    「なんでこんなに早い？」


    　約束していた集合時間は十二時。いまはまだ十一時半を少し回ったところだった。


    「きっと同じ理由だよ。人を待たせるのがあんまり好きじゃないの。その時点でひとつ貸しをつくっちゃうみたいで。千ち歳とせは余裕をもって来るタイプだと思ったから、私も普段よりもう少し余裕を見た。誘ったのはこっちだしね」


    「まったく、隙すきのない女はモテないらしいぞ」


    「それは一般論。私は七瀬悠ゆ月づきです」


    「僕は千歳朔さくです。どうぞよろしく」


    



    　　　　　＊


    



    　俺たちはカフェの看板メニューだというエッグベネディクトのランチメニューを注文した。俺はベーコン、七瀬はスモークサーモン＆アボカド。


    　しばらく待って出てきたのは、マットな質感の皿に黄色いソースの映えるエッグベネディクトと、食用の花らしきものが添えられた上品なサラダだ。


    　ステーキとかハンバーグの要領でエッグベネディクトを端から切って食べようとすると、七瀬が「ちょい待ち」と手のひらをこちらに向けてきた。そのまま自分のフォークとナイフを使って、具材やマフィンごと真ん中で真っぷたつにしてみせる。ポーチドエッグのとろんとした黄身が皿の上に広がり、ちょっとした芸術作品のようだ。


    　俺が見よう見まねでエッグベネディクトを切ってひと口食べてると、七瀬が尋ねてきた。


    「どう？」


    「うむ、上品なエッグマックマフィンだ」


    「あなたね、もうちょっと言いようってものがあるでしょう」


    　実際、女の子好みの小こ洒じや落れた料理はあまり得意じゃないが、厚めのベーコンと卵、ほのかな酸味のあるソースが絡まり、男の俺でも素直にうまいと思える味だ。


    「いいとこ知ってるな」


    　俺はアイスコーヒーを片手に言った。


    「でしょう？　休日の駅前は意外と知り合いに見つかりにくいし、最近はちゃんとオシャレなお店も増えてきたから、なにげに穴場なの」


    「まるで誰かに見られたら困るような言い草じゃないか」


    「あら、男の子に告白するところを覗のぞかれたい人なんていないでしょ？」


    　──ようやく、本題らしい。


    　先月、七なな瀬せから「彼氏にならないか」と冗談まじりに持ちかけられたことを思い出す。いっときのお遊びみたいにも聞こえたが、なんとなく、そうじゃない気がしていたのだ。休日に呼び出された瞬間には、「ああ、やっぱりあの話か」という確信めいた予感が走った。


    　それがまっとうな意味での告白じゃないことは明らかだ。


    　しかし、どうにも意図が読めない。


    　そもそも七瀬とは、一年生のときから顔を見れば雑談する程度の関係ではあったが、夕ゆう湖こや優ゆ空あたちのようにプライベートでも遊ぶ間柄じゃなかった。同じクラスになってから多少距離は近づいたものの、それにしたってたかが知れている。


    　特殊な相手だとは思われていても、特別な相手ではないだろう。


    　七瀬は紙ナプキンで口元を拭ふいてから、わざとらしくはにかんだ表情をつくり、ほんのり上目遣いで口を開く。


    「あの、さ。千ち歳とせって……好きな人いるの？」


    「いまのところ、その質問に答える義理がないことだけは確かだな」


    　俺がぶっきらぼうに言うと、七瀬がくすりと笑う。


    「その返答から察するに、千歳は私に対して少なからず好意を持ってるわけですね。友達としてじゃなく、女の子として」


    「あのな、七瀬。人の心が読めるとか、そういう異能力設定があるなら先に言えよ。途中からの路線変更は、人気がないからテコ入れされたと思われかねない」


    「ばかだな、そんなのなくてもわかるよ。だって、私たちみたいな人種は線の引き方がうまい」


    　なんでもない世間話のような口調で続ける。


    「好きになられても困る相手には、それとなく望みがないことを伝えるでしょ？　もし私に興味がないなら、千歳は『まあ、それなりに』とか答えてたはず。好きな人がいるって噂うわさを流されるのも面倒だから明言しないけど、気になる相手はいるんだろうなって悟らせるために」


    　七なな瀬せは確認するようにこちらを見たが、俺は黙って先をうながす。


    「『いないよ』とか、『七瀬かな』って茶化す返事じゃなかったのはちょっと残念。一定以上の好意はあるけど、積極的にせよ消極的にせよ関係を進めたいほどでもないってとこか。ただ、これからどっちに転んでもいいように逃げ道は残した」


    　どう？　とでも言わんばかりの視線をよこしてくる。


    　俺は真まっ直すぐその目を見つめ返し、


    「……身体より先に心を丸裸にするのはやめてぇ」


    　へなへなとまぬけな声で言った。


    　その情けなさをごまかすようにアイスコーヒーをちゅるちゅるとすする。


    　──最初から最後までご高説の通り。まったく、なんてやりづらい女だ。


    　七瀬はもともと答え合わせなんて必要としてなかったとでも言うように話題を変える。


    「ねえ、千ち歳とせ。私たちって似てると思わない？」


    「ふん、いつだって悪いやつの甘い罠わなはそんなふうに始まるんだ。俺は騙だまされないぞ」


    「今日はせっかく千歳に会えると思って、新しいの着けてきたのになぁ……」


    「なにをもたもたしているんですか！　早く話を終わらせて場所を変えますよ！　保険に入ればいいですか？　それとも幸運になれる壺つぼですか！？」


    「あなた、意外とちょろいって言われない？」


    



    　　　　　＊


    



    　ランチセットについていた七瀬のデザートが届く。


    　俺の前には、七瀬のおすすめで追加したエルダーフラワーのコーディアルなる飲み物が置かれた。なんでも天然ハーブを煮詰めたシロップの水割りらしい。まーた小こ洒じや落れたものを、と思わないでもなかったが、飲むとさわやかな香りが口いっぱいに広がりめちゃくちゃうまかった。


    　デザートを食べ終わり、店員さんが皿を下げると、七瀬はこほんとわざとらしく咳せき払ばらいをしてから、さらにわざとらしい感じでその潤んだ瞳ひとみを俺に向けてくる。


    「ねぇ、千歳。このあいだ私の気持ちは伝えたと思うけど……その……」


    「まずはその徹頭徹尾うさんくさい間の取り方と表情をやめろ。だいたい、『私の彼氏になってみませんか？』とは言われたが、気持ちを伝えられた覚えはないぞ」


    「そんな……彼氏になってほしい女の子の気持ちなんてひとつでしょ？　言わせないで」


    　七瀬はいかにも哀しそうな表情で少しうつむく。


    「一応聞くだけ聞くが、どうしてそんなに彼氏がほしい？　そして、なぜ相手が俺なんだ？」


    「どうしてって、私だって青春真っ盛りの女子高生だよ。友達とは恋バナで盛り上がるし、彼氏ができた子にのろけ話を聞いたら、いいな、素敵だなって感じる……」


    　そう言って、まるで夢見る乙女みたいに目を閉じ、胸の前で手を組んだ。


    「学年一のイケメンで、運動神経抜群で、いっつもみんなの中心にいて、学校中の女の子の憧あこがれで、ちょっとナルシストみたいに見えるけど、本当は誰にでも平等に優しくて……」


    　七なな瀬せは恥ずかしそうにこちらを見た。


    



    「そんな男の子と同じクラスになれたら、私だって思わず舞い上がっちゃって、彼氏になってほしいなって思うよ」


    



    　俺はその瞳ひとみを見つめ返しながら、小さくため息をつく。


    「それは一般論。お前は七瀬悠ゆ月づきだ。だいたいなんだよ、その暗記したプロフィールを並べたような俺の人物像は」


    　七瀬は声を押し殺して、さも可お笑かしそうに肩を揺らす。


    「この内容をプロフィールと言い切れるのが千ち歳とせ朔さくだよね」


    　それはきっと、拭ぬぐいきれないいかがわしさがなければ、身も心もめろめろにとろけてしまうような笑みに違いない。


    「だけど、嘘うそついてるわけじゃないよ？」


    「嘘はついてないけど、真実も語ってないだろ」


    　七瀬は「へぇ？」という表情を浮かべた。


    「前半は高校生だったら誰でも一度は抱くごく一般的な感情について語ってるだけで、直接的に彼氏がほしい理由にはなっていない。素敵だから自分も彼氏がほしいと思う人もいれば、素敵だけど自分はまだいいかなと思う人もいる」


    　これはつまり、小説でいうところの叙述トリックみたいなものだ。


    「後半は彼氏になってほしい理由かもしれないが、好きになる理由ではないよな。彼氏として都合のいい相手と、好きだから彼氏になってほしい相手は違う。うまく誤ご魔ま化かしてるけど、七瀬はなにも言っていないのと同じだ。俺の経験上、告白はまず好きと伝えるところから始まる」


    　興味深そうに耳を傾ける七瀬を真まっ直すぐ見つめた。


    



    「七瀬は好きだから彼氏になってほしいんじゃなくて、彼氏になってほしいから彼氏になってほしいんじゃないのか？」


    



    　それは実際、俺自身がよく使う手だった。あからさまな嘘をつくのは後々しこりが残るから避けたいが、隅々まで細やかに説明はしたくない。だから、解釈の余地が残る本当の欠片かけらだけを伝えて煙に巻くのだ。


    「私が普通の女の子みたいに、かっこいいっていう理由で千歳を好きになっちゃ駄目？」


    「駄目なわけないさ。俺だってかっこいい自分が好きだし、かわいくて美人な七なな瀬せのことも大好きだ。誰から見たって素敵なふたりが、いつか恋に落ちる日だってくるかもしれないな」


    　俺は確信をもって断言する。


    「──だけど、それは今日じゃない」


    　運命的で素敵な恋ってやつは、きっとこんなふうには始まらない。終わったころにそうだったと気づくぐらいでちょうどいいのだ。


    　七瀬はほんの少しだけ、どこかうれしそうに口くち許もとをほころばせた。


    「ひどいなあ。同じクラスになってからこの一か月、千ち歳とせをずっと目で追いかけてたんだよ？」


    「俺も七瀬の胸をずっと目で追いかけてたさ。今日からは太ももにも注意を払う」


    「千歳といっしょにいたいの。学校へ行くときも、帰るときも、休日に出かけるときでさえ」


    「残念だ。俺を口説きたいならベッドのなかが抜けているな」


    「どうしたら、私の気持ちを信じてくれる？」


    「夏の通り雨みたいに唐突で儚はかないキスでもしてくれたら、あるいは」


    　七瀬の返事を待たず、今度こそ大げさにため息をついた。


    「なあ、いい加減にしとこうぜ。この腹の探り合いというか、精神的マウントの取り合いというか、腹黒神座争いみたいなの。……認めるよ、確かに俺と七瀬はよく似ている」


    　少しばかり大仰な身振り手振りで続けた。


    「だけど俺たちのお芝居には遊び心が足りないと、そう思わないか？　ひたすら台本通りの予定調和じゃ、ドラマは生まれない」


    　七瀬はこれもまた台本通りというように、すらすらと言葉を紡ぐ。


    「いつもと違う舞台が見たいなら、私は台詞せりふをとちらなければならない。完璧な役者ではなくなるために、まるで仮面を外すように」


    「たとえその下に醜い素顔があったとしても、真まっ直すぐ見つめて二回キスでもしてやるさ」


    「私がオペラ座の怪人であなたがクリスティーヌなのね。それじゃあ結局、千歳が他の誰かと幸せになるのを見送ることになるじゃない」


    　七瀬は心底おかしそうに、腹を抱えてけらけらと大きな声で笑った。


    「やーよ、そんな役回り」


    　やっと、七瀬悠ゆ月づきに触れた気がした。


    　俺はようやくひと息ついて、口調を変える。


    「つーか、こういう掛け合いをやめようって言ってるの！！　疲れない？　疲れるよね！？　疲れるんですよ！！　おまけにさっきから、こっぱずかしい台詞のオンパレードで俺ぞわぞわしてるんですけど？　今日の夜思い出したら、ごろごろもだえながら枕にごっちんこして百回は死にたいって叫ぶよ？　絶対に笑ってはいけないチキンレースやめよ？　普通に話ししよ？」


    「ですよねー！　私もこのままノーブレーキで走り続けたら確実に事故るって思ってたとこ」


    　七なな瀬せの口調が屈託のないものに変わる。


    「だけど、そう言ってくれる相手だからこそ、千ち歳とせがいいの。仮面をつけてると気づいていない相手の前で、いきなり素顔をさらすことはできないでしょ？　すっぴん見て悲鳴でもあげられたらショックだもん」


    　これでようやくスタートラインに立てたってところか。


    　互いに牽けん制せいしあっているような状況では、相互理解どころじゃない。


    　あらためて最初の一歩を踏み出すように質問を投げかける。


    「一応、確認しておくぞ。七瀬は夕ゆう湖こみたいなナチュラルボーン姫じゃなくて、すべき努力をし、立ち振る舞いや言動、ともすると自分のキャラクターまで、徹底的に調律した上でいまのポジションにいるということだよな？」


    　七瀬が最初から言っていたように、そして俺も薄々と感じていたように、ここにいるふたりは生き方やその根底にある思想がとてもよく似ている。


    「だからって、昔は地味ないじめられっ子だったみたいな設定はないよ？　定義や相手の捉え方にもよるけど、じつはめちゃくちゃ性格が悪い女だってことも、多分ない」


    　だろうな。少なくとも、想像はできない。


    「そもそもこの容姿だし、運動も勉強も小さいころからそれなりになんでもできた。だけど、そういうのって妬ねたみや僻ひがみを受けやすいでしょ？　学年で人気のある男の子って、たいてい一度は私のこと好きになるものだし」


    「俺は理解できるからいいが、最後のひと言はたいていの人間から反感を買うぞ」


    「もちろんわかってるよ。こんな話をした相手はあなたが初めて」


    　七瀬はふうと色っぽいため息をつく。


    「……けど、仕方ないじゃん。誘惑したわけでもないのに、勝手に向こうが好きになるんだもん。だから、自衛の手段としていまの生き方を身につけたわけ。『あの人なら仕方ない』って、比較対象から外してもらうために。芸能人に本気で嫉しつ妬とする人って、ゼロではないだろうけどとても少ないと思わない？」


    　ようするに七瀬は、俺とまったく同じような経験を経て、同じような結論にたどり着いたというわけか。似ているどころか、まるで鏡を見ている気分だ。


    「少しずつ話が見えてきた」


    　俺は目の前にいる自分自身みたいな相手に話しかける。


    「彼氏になってほしいぐらいだから、色恋絡みのトラブルでも抱えてるんだろ？　だけど『モテすぎて困る』っていう前提を自然に共有できる相手じゃないと、どうしたって本音の話はできない。自慢だとか厭いやみだとかって解釈されて、余計な火種をひとつ増やすのがおちだ」


    「千歳はそれを理解してくれると思った。それに、山やま崎ざきの一件を見ていて、頼んだらきっと断らないんだろうなって思ったことも事実だよ」


    　少しだけ、七なな瀬せの声が誠実なトーンになる。


    「素敵な女の子が困っていて、それを見て見ぬふりするのは、築き上げてきた千ち歳とせ朔さくの沽こ券けんに関わるもんね。隠してたってそんな浅い思惑は見透かされるだろうから、最初に伝えておく」


    　七瀬が俺なら、俺が七瀬なら、それはとても正しい理解であり、まっとうな伝え方だった。


    　細かな相談の内容はまだわからないが、自分同様のスペックと心根をもっている人間。そいつが俺を相談相手に選んだ理由なのだろう。


    　──それからもうひとつ。


    



    「ありがとうな、七瀬」


    



    　七瀬は出会ってから初めて、本気できょとんとした顔になった。普段は笑い方ひとつまで計算している彼女のこんな表情を見られただけで、出て来てよかったと思える。


    「今日の会話、いや、頼みごとをしようと決めたときからずっと、メッセージを送ってくれてたんだろ？　『私は面倒くさい女じゃないよ』、『勘違いして好きになったりしないよ』って。言葉だけじゃ届かないから、とても迂う遠えんなやり方で。きっと、俺にしか受信できない周波数で」


    　ようやく、それに気づいた。


    　もしも立場が逆ならば、同じことをしているだろうから。


    



    「裏を返せば、勘違いして自分を好きになったりしない相手だから、七瀬は俺を選んだ」


    



    　和かず希きはともかく、どうして同じバスケ部の海かい人とじゃないのか。バカでアホでマヌケなのはさておき、ルックスで言えば充分に合格点だし、間違っても七瀬の言葉を自慢や厭いやみと受け取るようなことはない。付き合いが長い分、俺なんかよりよっぽど頼みごとだってしやすいだろう。


    　──だけど、真まっ直すぐなあいつは、真っ直ぐ七瀬に惚ほれてしまうかもしれない。


    　七瀬は俺の顔をしげしげと眺めるように両肘ひじをついて身を乗り出し、心底うれしそうにくしゃっと笑った。


    「まいったな、そこまでばれちゃうのか。不覚にもいまのは、きゅんときたぞ」


    「だから、そういうのをやめろっつーの」


    　冗談半分でその頭にチョップをしようとすると、驚いたのかちょっと大げさにびくっとして、またくすぐったそうにくすくすと笑った。


    



    　　　　　＊


    



    　カフェで会計を済ませた俺たちは、自転車を押しながら駅からほど近い河川敷を歩いていた。これからどんな相談が飛び出してくるのかわからないが、いくら店員とはいっても、まわりに人がいる場所ではあまり落ち着かないだろう。


    　駅からほんの数分離れただけなのに、青々とした空はぐんと広く、澄んだ空気の向こうにはこぢんまりした山の稜りよう線せんがうねうねと伸びている。前を見ても後ろを見ても、歩いているのは俺たちだけだった。


    「それで、どうして急に彼氏なんてほしくなったんだ？」


    　仕切り直し。そういう意図を込めて言った。


    　隣の七なな瀬せはいくぶんか神妙な面持ちになって話を始める。


    「引かないで聞いてほしいんだけど、最近、さ……なんかつけられてる気がするの」


    　ずいぶんと突拍子のない話だが、こちらをからかっている様子はない。


    「おいおい、いきなり不穏になったな。七瀬、どこかの大富豪の一人娘だったりしないか？　財産を全部相続することになって、旦那だんなを秘密裏に毒殺した奥さんや、自分たちにも分け前があると期待していた兄弟たちが真っ赤になって刺客を送り込んできたりしてないよな？」


    　俺のおちゃらけた反応を見て、七瀬はほっとしたように肩の力を抜いた。表情にも少し、いつもの余裕が戻ってくる。


    「それならまだわかりやすいかもね。財産なんかそっくりそのまま渡しちゃって、千ち歳とせといっしょに誰もいない北の大地に逃避行。そこで小さな家を買って、庭の畑で野菜を育てながら幸せに暮らすの。子どもはふたり」


    「なにが哀しくて北陸よりも雪深い土地に移り住まなきゃならん。逃げるなら南にしよーや」


    「えー、それじゃあ悲壮感が出ないじゃん。まあ、あいにくうちはごく普通の一般家庭だよ」


    　七瀬は一度言葉を切り、再び真ま面じ目めな口調で言った。


    「そうじゃなくて、ストーカーがいるかもしれないってこと」


    　どうやら、思っていたよりもヘビーな話になりそうだ。場所を移して正解だった。青空の下なら、多少は嫌な気分も和らぐ。


    「かもしれないってことは、まだ確信してるわけじゃないんだな？」


    「うん、もしかしたら私の考えすぎかもしれないし、現状ではその可能性のほうが高い。けど、こうやって千歳に相談する程度には警戒してる」


    　ひと口にストーカーといっても、そのパターンは多種多様だろう。ベーシックなつきまとい、別れた元彼からの執しつ拗ようなメールや電話、怪文書みたいなものもあると聞く。


    「具体的には？」


    「それが、具体的に話して納得してもらえるほどの根拠はないんだよね。だからとても感覚的な話になっちゃうんだけど、なんていうか……日常にときどきノイズが走る気がするの」


    　七瀬にしては珍しく、うつむきがちに話す。


    「いつも通りの生活を送っているのに、『あれ？』って思う瞬間がある。靴箱や鞄かばんを開けたときだったり、帰り道に振り返ったときだったり。だけど、靴の並べ方がおかしいとか、持ち物がなくなってるとか、誰かと視線が合ったとか、そんなにはっきりした違和感じゃないの……」


    　俺はからから鳴る車輪の音をＢＧＭに、思案しながら耳を傾ける。


    「ただ、なんとなくぴたっと止まってしまうときがあって、どうしてそうなったのかもわからないまま通り過ぎちゃう。……ごめん、全然論理的じゃないね。証拠でもあればいいんだけど」


    「いや、信じる信じないの押し問答は必要ない」


    　話を遮さえぎるように言った。


    「七なな瀬せが普段は隠してる内面さらしてまでこんなまどろっこしい相談をしてきたというだけで、信じる根拠としては充分だよ。嘘うそつくメリットがひとつもないからな」


    　七瀬は言葉の真意を探るように俺を見る。


    「相談事に見せかけて距離を縮めようって子はよくいるけど、七瀬ならストレートに誘惑したほうがよっぽど早いし効果的、だろ？　だから俺はもう信じてる。その前提で話をしよう」


    　そもそも、明確な証拠があるのなら、俺なんかに頼らず学校にでも警察にでも相談すればすむ話だ。七瀬がその選択肢を考えないはずがない。


    　検討した結果、まだその段階ではないと判断したから、こうして別の手段をとっている。


    　俺はとりあえずの疑問をぶつけてみることにした。


    「そういう感覚は、いつごろからだ？」


    　七瀬はあっさり俺が信じたことに驚いたような、納得したような、曖あい昧まいな表情で応える。


    「正確には覚えてないけど、冬休みぐらいに始まってここ一か月ちょっとのこと、だと思う。最初は私も意識してなかったから、なんかおかしいなって感じるようになって、振り返ってみたらだいたいそのころからだなって」


    「なるほど……」


    　少し思考を巡らせてから、口を開く。


    「七瀬は自分事だから判断が難しいかもしれないけど、案外そういう感覚はバカにできないものだと思う。人間の脳って、見慣れたものや景色は効率よく処理するらしいから、なにかが引っかかったってことは、そこにいつもとは違うなにかがあったのかもしれない」


    「いつもとは違うなにか……か」


    「それに、俺はけっこう第六感てやつを信じてる。たとえば野球をやってたとき、ピッチャーがボールを投げる直前に、次にくる球種とコースが映像みたいにはっきり見えることがあった。他にも、初めて会った人間がどうにも自分と合わなそうだと感じて、実際に後々もめたりとかな。それは経験からくる勘かもしれないし、無意識のうちに細かな情報を拾って予測しているのかもしれない。もちろんただの偶然だって可能性もある」


    　だけど、と俺は思う。


    　人がなにかを感じるとき、必ずそこには理由が存在している。直感というのは、これまでの人生が自分に送ってくれるメッセージみたいなものだ。


    「そういうのを全部ひっくるめて、第六感はあまりないがしろにしないほうがいい」


    「……そっか。なんだか、千ち歳とせにそう言ってもらえるととても安心する。もしかしてただの自意識過剰なんじゃないかって、心のどっかでは思ってたから」


    「そんじょそこらの女子ならともかく、七なな瀬せだったら勘違いだとしても自意識平常だろ」


    「ありがとう。うっかり惚ほれそうになるのを止めてくれて」


    「気にするなよ、お互いさまだ」


    　俺の皮肉を七瀬は上手に打ち返してくる。


    「それで、相手に心当たりはないのか？」


    「ないと言えばないし、あると言えば星の数ほど」


    　七瀬はオーバーなアクションで片方の手のひらを上に向けた。


    「そうなりますよねー」


    「恨みを買うほどひどい振り方をした相手はいないと思う、多分。そのへんはかなり気を遣ってるし。だけど、向こうから勝手に私を好きになって、それこそ話したこともないのにつけ回しているのだとしたら、もう検討もつかないよ」


    　その声にはどこか諦あきらめの響きが混じっていた。「ただ……」と七瀬は続ける。


    「これはさっきの以上に根拠がない話。ただの勘違いも大いにあり得るんだけど、最近、ヤン高の男の子を見る機会が多かった気がする」


    「ヤン高、か……」


    　都会なんかだと、頭のいいやつは私立高校へ行くというイメージだが、福井では基本的に公立の人気が高い。県内一偏差値の高い俺たちの藤ふ志じ高校、それに継ぐ高たか島しま高校はどちらも公立。


    　もちろん、私立にも進学クラスが設けられており、有名大学の合格者も輩出しているが、それらは公立を受けるときの滑り止めという認識が一般的だ。


    　また、これはあくまでも偏差値上位層の話。


    　そもそも上位の高校を受けるほどの学力はなく、かといって農業高校や商業高校には行きたくないという層は、一か八かで公立を受けつつ、本命は私立の普通科というケースも多い。私立普通科のなかでも当然に学力の格差があり、こう言っちゃなんだが谷や近こん高校、通称ヤン高はその最底辺に位置する。


    「ほら、あそこの制服の着こなしって独特で目立つでしょ？　だから少ない回数で印象に残ってるだけなのかもしれないけど……」


    　まあ、俗にＤＱＮと言われているような連中が、少しばかり目につきやすい高校だ。これは俺の主観で少しレトロな言い方になるが、ヤン高のそういう生徒に関しては限りなくヤンキーという表現が近いと思う。


    　七瀬はマイルドに「独特な」と濁したけれど、ようは極端に基準から外れた制服の着こなし、ド派手な髪型や世間のマナーから逸脱した振る舞いなど、ひと目であまりお近づきになりたくないオーラがダダ漏れになってるやつらだ。


    　たいがい、どこの中学校にでもまわりからＤＱＮ扱いされるやんちゃなやつのひとりやふたりぐらいはいるだろう。さすがに高校になるとほとんどがまっとうな生き方を始めるものの、終生ＤＱＮコースに乗って引き戻せなくなるやつらも事実として存在する。


    　レッテルを貼はるのは主義じゃないが、普通科の合格ラインが極端に低いヤン高は、そんな人間が集まってくる可能性の高い場所ということは否定できない。


    　思わず俺は来た道を振り返る。人っ子ひとり見えないのどかな一本道だ。


    「もしそれが本当なら、あまり気持ちのいい状況じゃないな」


    　高校になってまで無茶をやってるようなやつらは、基本的に倫理観が薄く、社会から外れることに躊ちゆう躇ちよがない。俺たちのように深く広く思考し、己の振る舞いや相手との会話を通じてまわりの環境を周到に整えているタイプにとって、短絡的で直情的な相手は天敵だ。


    　前提とするルールが違う相手とは戦えない。


    　例えば相撲なら、「蹴けっちゃ駄目」だとか「土俵から出たら負け」という前提をまず共有できなければ試合が成立しないのだ。ただ相手を倒すだけなら、はっけよいのこったで金属バットでも振り回せばいいのだから。


    「これで七なな瀬せが俺を頼ってきた理由がおおよそ理解できたよ。つまりは……」


    「待った！　頼み事をする側の礼儀として、そこから先は私の口で語らせて」


    　七瀬は道の脇に自転車をとめた。


    　真まっ直すぐこちらを見つめ、きりりとした表情で続ける。


    「すでに出た前提条件を除けば、私が千ち歳とせに求める役割はふたつ。第一に、どこの誰が見ても納得せざるを得ない私の彼氏であること」


    　七瀬が人差し指をすらりと立てた。


    「つまり、本当にストーカーがいるという前提で、『千歳が相手じゃどうしようもない。やっぱりああいう子は完璧な男しか選ばないんだ』と、自分から身を引いてほしいの。どうせあなたより外面の条件が優れた男の子なんていないんだから、ここは現時点でクリア」


    「頼み事をする側の礼儀として、内面の魅力に触れておいてもいいんだぞ？」


    　俺の軽口を無視して七瀬が続ける。


    「第二に、万が一ヤン高のネジが緩んだ生徒が相手だった場合、対応できる能力を持っていること。口論はもちろん、その……言いにくいけど、実力行使に出てきたときも」


    「あいにくだが、俺は生まれてこの方、喧けん嘩かなんてしたことない。平和主義者なんだ」


    「でも、しないとできないは違うと思わない？」


    「言葉の上では、違うな」


    　七瀬はすっと、とても自然な様子で頭を下げた。


    



    「千ち歳とせしかいないの。どうかお願いします、私と付き合ってください」


    



    　まったく。


    　そういうのに、俺はとても弱い。


    　たとえその台詞せりふの頭に「条件に合うのは」という本音が隠れていたとしても、だ。


    「七なな瀬せはなにか勘違いしている。健けん太たの件は、弱くて哀れなあいつを助けてあげることが、自分の格を上げることにつながると思ったからそうしたまでだ」


    　けれど、簡単に頷うなずけるかどうかは別問題。


    　美しく生きられないのなら、死んでいるのとたいした違いはない。


    　その美学に従うのなら、なるほど七瀬みたいな女の子がこうやって頭を下げているのならば、四の五の言わずに手を差し伸べるべきなんだろう。


    　だけど、俺には俺の、ややこしい生き方がある。


    　どんな物事にだって、お膳ぜん立だては必要だ。


    「現状、七瀬の彼氏認定されることはデメリットでしかないな。俺は浮き雲のようにふわふわと漂って、誰にも縛られない男になりたいんだ」


    「──好きにしていい」


    　あの七瀬悠ゆ月づきが、真まっ直すぐ俺を見つめ、とても真しん摯しにそう言った。


    「私のこと、好きにしていいよ。千歳が望む限り、何度でも、どんな願いでも受け入れる」


    　俺は呆あきれた笑みを浮かべる。


    「今度は自分の価値を低く見積もりすぎだ」


    「そんなことないよ。あの千歳朔さくを一方的な都合で私的に利用するんだから、私もそれに見合う対価を用意しなきゃいけない。いまのところ、七瀬悠月に何度でも命令できる権利というのは、あなたが抱えなきゃいけないデメリットに釣り合うと思ってる」


    　とても七瀬らしくない透明な声が言葉を綴つづっていく。


    「これは七瀬悠月と千歳朔の持つ価値、そしてどちらが弱い立場にあるのかを冷静に考慮した末の結論……納得できない？」


    　まったく、どこまでも俺みたいなやつだ。


    「いや、お釣りがくるぐらいだな。いいのか、そんな約束。なにをお願いするかわからないぞ」


    「言ったでしょう？　他人の時間や労力を奪うことに無自覚でありたくないのよ、私は」


    「……わかったよ、細かい条件を確認しよう」


    　こちらも自転車を道の脇にとめ、七瀬と正面から向き合った。


    「千歳には、彼氏のふりをしてもらう。期間は、ストーカーが勘違いだったとわかるか、万が一本当にいた場合はその問題が解決するまで」


    　あっさり終わるかそれなりに長引くか、蓋ふたを開けてみないとわからない、か。


    「対外的には本当に付き合ってると誤解させたいけど、千ち歳とせが信頼できる近しい人間だったら、核心に触れない範囲で本当のことを伝えてもいい。期間中は登下校に加えて、場合によっては休日もいっしょに行動してほしいな」


    「オーケー。いまのところ、引っかかる点はとくにない」


    「まあ、平たく言えば虫よけスプレーと殺虫剤ってところ」


    「あのな、もう少し平たい言い方がいくらでもあるだろう」


    　七なな瀬せはその軽口に反応せず、なんだかこの世の魅力をすべて詰め込んだような色彩の瞳ひとみで俺を見た。ぶありと涼やかな風が吹き抜け、艶つややかな黒髪がぱらぱらとなびく。頬ほおにかかった束を指先で耳にかけ直しながら、甘く微ほほ笑えんだ。


    



    「どう？　朔」


    「それでいいさ、悠月」


    



    「契約成立だね」


    　俺は、七瀬が差し出してきた手をぎゅっと握ろうとして、やっぱりぱちんとタッチするだけにした。そういうのは、なんだかうさんくさいからだ。


    「確か、何度でも、どんな願いでも受け入れるんだったよな？」


    「うん、彼氏相手に嘘うそはつかない」


    「ちょうどいい。ここ最近、ずっと溜まっててもやもやしてたんだ。悠ゆ月づきを見てたら我慢できなくなった。ちょっと付き合えよ、抜かせてもらう。食後の運動にしては、すこし激しくなるかもしれないけどな」


    　ルールが違う相手とは戦えないが、ルールに則った上でならなにをしても構わない。


    　どんな勘違いをしているのか知らないけれど、俺はそういう人間だ。
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    「んぅ、はっ、あんっ……」


    　悠月のなまめかしい声が耳を撫なで、それがまた俺の動きを加速させる。


    「ねぇ、ちょっと、ちょっと待ってってば。お願い、少し休憩させて」


    「なに言ってんだ。一回や二回で終わると思ってたのか？　こちとら体力を持てあましてる男子高校生だぞ。今日はとことん付き合ってもらう、そういう約束だろう？　ほら、もっと積極的に自分からも攻めてみろよ」


    　規則正しいリズムに合わせて、悠月の身体が上下に揺れる。その滑らかな動きとは対照的に、呼吸はどんどん浅く、早くなっていく。


    「だって……ノンストップでこんなにしたら、頭真っ白になっちゃう……駄目、んっ」
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    　──僕たちは東公園でバスケットボールをしていた。


    　先月、陽はるにドリブル勝負で負けたことを根にもっていた俺が、悠ゆ月づきに練習相手を頼んだのだ。


    「あー、だからもう無理だって。ちょっと休憩」


    　悠月はそう言って、芝生の上にごろんと転がった。


    　たっぷり汗をかいたＴシャツが張りつき、身体のラインどころか下着の線までくっきりと浮かび上がる。うむ、眼福眼福。


    「なんだよ、だらしないな。本職だろ？」


    「私は体力お化けの陽と違って技巧派なの。ていうか、帰宅部のくせにこんだけ連戦して息切れしない朔さくのほうが普通じゃないんだよ。陽に負けたこと、そんなに悔しかったの？」


    「ふん、それが些さ細さいなお遊びだとしても、負けっぱなしは絶対に許さん。天は俺の上に人をつくってはいかんのだ」


    「そういう子どもっぽさが、千ち歳とせ朔を千歳朔たらしめてるんだね、実感した」


    　俺はグレゴリーのリュックから、あらかじめ買っておいたポカリを取り出して悠月の額に当ててやる。悠月はそれを受け取って、気持ちよさそうに目を閉じた。


    　俺も、隣に寝転がって同じようにポカリを額に当て、目を閉じる。


    「いい休日だな」と言うと、「ほやのぉ（注：そうだね）」と間の抜けた福井弁が返ってきた。


    　さらさらと流れる五月の風が、汗ばんだ身体に心地いい。芝生がなびいて触れ合うさわさわという音がする。幸せそうな親子連れが、少し離れた場所できゃっきゃとはしゃいでいた。


    「朔ってさ……」


    　悠月が独り言のように口を開く。


    「ひとりで耐えててつらかったんだなとか、俺を頼っていいんだぞとか、言わないんだね」


    「べつに俺はお恵みを与えてるわけじゃないからな。これは契約なんだろう？　メリットがあると判断したから引き受けたまでだ。悠月は悠月の役割を、俺は俺の役割を果たせばいい」


    「そういうことに、してくれたんだよね？」


    「だいたい、俺たちみたいなタイプは、『弱みを見せてもいいんだよ』なんて言われることが死ぬほど嫌いだろう。あまりに完璧すぎるのも余計な敵をつくるから、あえて隙すきを見せたとたん、我が意を得たりとばかりに『助けてあげる』なんて踏み込んでくるやつが多すぎる」


    　俺もひとり言のように続ける。


    「仮に俺が本気で悩んでいることがあったとして、それを他人がどうこうできるわけなんかないんだ。自分で抱えた問題は、自分で処理するしかない」


    「それは私たちの強さであり、業でもあるのかもしれないね」


    「かもしれない。けど、いまさらやり方を変えられもしないだろう」


    　寝返りをうって、隣の悠ゆ月づきを見た。


    「だから頼ろうなんて思わなくていい。弱さを他人に預けようなんて考えるな。自分で行き着いた問題解決の過程で、俺の力を借りるのが合理的だと思ったときだけ好きに使えばいいさ」


    「……必要だと思ったとき、朔さくがそばにいなかったら？」


    「ヒーローを呼ぶときは、大きな声で名前を呼ぶと相場が決まってる。ここぞってタイミングで駆けつけて、かっちょいい必殺技で敵を蹴け散らすんだ」


    　悠月もごろんと転がってこっちを見た。


    　はらりと、髪の毛が唇にかかる。


    「ねぇ、絶対に負けない？」


    「さあな。もしかしたら負けるかもしれないけど、最後には勝つさ。言ったろう？　負けっぱなしは許さない」


    「ときに朔さん、山と聞いて連想するものは？」


    「谷間」


    「見てたな」


    「げふんげふん」


    　だってそのＴシャツ、胸元ゆるいんだもんよ。


    



    　　　　　＊


    



    　ちく、ちく、ちく、ちく。


    　さく、さく、さく、さく。


    　周囲の視線がくすぐったいやら痛いやら、温かいやら冷たいやら、とにもかくにもまとわりついてきてわずらわしい。


    　週明けの月曜日、俺はさっそく悠月を迎えに行き、いっしょに登校していた。普段はビアンキで学校に通っているらしいが、俺の提案で、自転車である必要がないときはなるべく徒歩通学をしようと決めている。


    　いるかいないかわからないストーカーをいつまでも警戒していたって、らちが明かない。問題を解決するためには、まず存在の有無を確認する必要があるだろう。差し当たっては、本当につけられているのかどうかだ。


    　とはいえ、ひと口にストーカーといっても、都会と福井では前提条件が違う。


    　右を見ても左を見ても雑踏と喧けん噪そうに呑のみ込まれてしまいそうな大都市なら、素人であっても誰かのあとをつけることぐらい造作もないはずだ。だけど福井の田舎っぷり、人の少なさを舐なめちゃいけない。ばれないように自転車でずっとひとりの人間をつけるなんて、ほぼ不可能だと言っていいだろう。それは当然、ストーカー側だってわかっているはずだ。


    　だから俺は、少しでもストーキングしやすい環境を整えてやるために、徒歩で、なるべく人通りの多い場所を歩く機会を増やそうと決めた。ようはおとり捜査みたいなもんだ。


    　そんなこんなで、いつもの河川敷を仲よく登校しているのだが、俺たちはどう控えめに解釈したって注目の的だった。


    　悠ゆ月づきは肩を密着させるようにして隣を歩き、楽しそうに笑って、俺のことを突っついたり、ときどき顔を覗のぞき込んでみたり、ブレザーの裾すそを引っ張ってみたりと、誰が見ても素敵な彼氏ができて浮かれた女の子を演じている。


    　俺はそんな悠月に対して照れたような微ほほ笑えみを返し、自転車が後ろから追い越そうとしているときは、その腰に軽く手を添えて自分のほうへと引き寄せた。


    　まわりを歩く同級生、先輩、後輩みんなが、こちらを見ながらひそひそと話している。「超お似合い！！」とか「柊ひいらぎじゃなくてそっちか～」みたいな声もあれば、「七なな瀬せちょっと浮かれすぎじゃね？」「とうとうヤリチン糞くそ野郎の毒牙にかかったか」みたいな反応までさまざまだ。


    　どれもこれも想定の範囲内ではあるが、後々うまく落としどころを見つけなければいけないことを考えると少しおっくうになる。


    　まあ、放っておいても俺がヤリ捨てたって解釈に落ち着きそうな気はするが。


    「朔さく……くん？」


    　あれこれ考えていたら、後ろから声をかけられた。


    　振り返ると、内うち田だ優ゆ空あが首をかしげ、どこかきょとんとした表情でこちらを見ている。サイドテールの毛先がちょうどブレザーの膨らみのあたりを撫なで、優しげな垂れ目とのギャップが今日も変わらずに魅力的だ。


    「おはよう、うっちー！」


    　俺が反応するよりも早く、悠月があいさつをした。


    「……と、悠月ちゃん？　どういう組み合わせかな？」


    　ふと、その反応に違和感を覚える。


    　不意の遭遇で気づくのが遅れたが、どちらかというと普段は淡々とマイペースな優空の口調が、今日はなんだか無駄に優しく、甘い。


    　よくよく見れば、いつもは朝から俺を癒やしてくれるたんぽぽみたいな笑顔の代わりに、アネモネのような薄い笑いが咲いている。ちなみにアネモネは有毒で、花言葉は「見捨てられた」、「見放された」などなど。


    　率直に言って、こういうときの優空はコワイ。絶対に、声をかけるまでのやりとりも見られている。思わず一歩下がりそうになるが、悠月ががしっと腕に絡みついてきた。


    　──わかってるよね？


    　目がそう言ってる。あとからちゃんと説明するにしても、大勢から注目されているここではまずいということだろう。


    「あ、あのな、優ゆ空あ。じつは俺たち、その、なんていうか、付き合うことに……」


    「──ほう？」


    　まだ話している途中なのに、優空が間髪入れずに切り返してくる。


    　……たちゅけて。


    　俺はそういう意図を込めて悠ゆ月づきを見た。


    「ほ、ほうなんやってのぉ。前からいいなーとは思ってたんやけど、同じクラスんなったらひっでもんに気になってもてさ。まだ彼女えんて聞いてたで、こないだの休み遊んでたときに『うちと付き合おっさ』ってしなっと告っつんたんやって。ほしたら付き合ってもいいって言ってくれたんやよ（注：そ、そうなんだよね。前からいいなとは思ってたんだけど、同じクラスになったらすごく気になっちゃってさ。まだ彼女いないって聞いてたから、このあいだの休み遊んだときに『私と付き合おうよ』ってさらっと告っちゃったんだ。そしたら付き合ってもいいって言ってくれたんだよ）」


    「ごめんね、いま悠月ちゃんに聞いてるんじゃないの。朔さくくんに聞いてるの」


    　これまではだいたい優空も乗っかってきてた唐突な方言トーク無視！！


    　……どうちよう。


    　悠月が視線で俺にパスを返してきた。


    　こっち見んじゃねーよ、高校生にもなってばくだんゲームさせんな。


    　仕方なく俺はもう一度口を開く。


    「聞いてくれ、優空。俺はお前を裏切ったことはない」


    「えっと、ふたりが付き合うと私が裏切られたことになるような関係だっけ？」


    「そんなわけないですよねー！　僕ちんったらなにを勘違いしちゃってやがるんでしょう！！」


    　──戦死者一名。


    　悠月はなんとかこの場だけでもやり過ごそうと優空に語りかける。


    「あのね、うっちー。べつに出し抜こうとしたわけじゃないんだよ？　本当はちゃんとみんなに伝えてから行動しようと思ったんだけど、自分の気持ちが抑えきれなくなっちゃって。説明するから、聞いてくれる？」


    「はよしね（注：福井弁だと『早くしなさい』という意味なので悠月に説明を促している可能性もあるが、この場合は『さっさと死ね』の意味かもしれないまじコワイ）」


    　──戦死者二名。


    　この状況下でどないせっちゅーねん。


    　悠月のほうに目をやると、向こうも俺と同じ結論に至ったようだ。互いの意思を確認するように、こくりと頷うなずき合う。


    「優ゆ空あ……」


    「うっちー……」


    　俺が優空の右腕を、悠ゆ月づきが左腕をがっしと抱え込んだ。


    「「とりあえず学校行こっ！！」」


    「えっ、ちょっと、うひぇあっ──」


    　ごりごりの体育会系ふたりに引きずられて、吹奏楽部の優空が変な声をあげる。


    　ちなみにこのあとめちゃくちゃ怒られた。
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    　教室に入る前、人目につかないところで優空に事情を説明すると、「まあ、そんなとこだと思ってたよ」と呆あきれたような反応が返ってきた。


    　悠月の内面については言及を避け、ざっくり大枠だけを伝えたが、そういう部分も含めてなんとなく察してくれたのだろう。


    「まずは悠月ちゃんの心配をしてあげたいとこなんだけど……」


    　隣を歩く優空が口を開く。


    「このあと絶対に同じやりとりすることになるよ。おもに夕ゆう湖こちゃんとか海かい人とくんと」


    「それなぁ……」


    　俺と悠月はその場面を想像して、思わず顔を見合わせる。


    　柊ひいらぎ夕湖は俺たちと同じ二年五組チーム千ち歳とせの一員で、一年生のころから学年ナンバーワン美少女の座を悠月と争っている。


    　とはいっても、実際には無責任な連中が勝手に騒いでいるだけで本人たちはどこ吹く風なのだが、悠月がいろんな表情を使い分ける女優タイプだとしたら、夕湖は誰がどう見てもアイドルオーラばりばりの天然姫タイプ。まわりからは俺の〝正妻〟扱いされていて、本人もまんざらではない様子だから、俺と悠月が付き合い始めたなんて聞いたらさぞかし荒れることだろう。


    　一応補足しておくと、浅あさ野の海人は悠月と同じバスケ部で、身長のやたらでかい体育会系単純バカだ。まあ、わりかしどうでもいい。


    　優空は、しゅたっと俺たちの前に抜け出して、くるりとこちらを振り返る。


    「と、いうわけだから私は先に行くね。巻き込まれたくないし」


    　俺は慌てて声をかける。


    「お願いちょっと待って優空ちゃん！　俺たちがふたり仲よく登校したら、それこそ待ったなしのフルスロットルで紛糾するんじゃ！？」


    「んー、遅かれ早かれじゃない？　だってふたりは付き合ってるんだし、ね？」


    　顔を少し傾け、けらっと満面の乾いた笑みを残してたかたかと走り去っていった。


    　正面から見たらきっと美しい釣り鐘型のＤカップがたゆたゆ揺れているところを拝めただろうあれ俺現実逃避してる。


    　悠ゆ月づきがおずおずと顔を寄せてきた。


    「ねえ朔さく。うっちーってもしかしてこわい人？」


    「そうなんですあの人コワイんです。優ゆ空あだけは怒らせたくないんだよ、俺」


    　まあ、あれこれと考えていても仕方がない。


    　俺と悠月が付き合っていると広い範囲に誤認させなければいけない以上、大なり小なりの面倒は最初から覚悟していた。


    「とりあえず、行くしかないな」


    　悠月は神妙な面持ちでこくりと頷うなずいて歩き始める。


    　優空への説明に時間を食っていたせいで、時刻は八時十分。蔵くらセンが来る三十五分にはまだ早いが、部活の朝練がある連中を含め、仲間たちがそろそろ集まっている時間帯。


    　ようするに、ここから二十五分で、とびっきり面白い話題を背負って登校してきた俺たちを、煮るなり焼くなりいかようにでもできるってわけだ。


    　まったく、再登校初日の健けん太たじゃあるまいし、なんだってこんなことに……。


    　悠月がちょいちょいと俺の袖を引っ張る。


    「わかってると思うけど、とりあえずクラスのみんながいるところでは……」


    「まあ、うまく演じてみるさ。そっちこそ、夕ゆう湖こはああ見えてなかなか鋭いところがあるから気をつけろよ」


    　教室の前に到着すると、俺と悠月は腰の横で拳こぶしを軽くこつんとぶつけ合ってから中に入る。


    「おはよーっす」


    「おはよー」


    　案の定、真っ先に反応したのは夕湖だ。


    「朔ーっ、おはよー！！！　あれ、悠月も？　珍しい組み合わせだね。たまたま？」


    　なるべくしれっと仲間たちの輪に入りたかったのに、教室中によく響く美しいソプラノでみんなの注目を集めてくれてありがとうこのやろう！


    　夕湖の隣に座っている優空はにこにこ微ほほ笑えみながら知らん顔をしている。


    　俺の口角がひくひくしているのを察したのか、隣の悠月が逃げ道を塞ふさぐように女優モードのスイッチを入れた。


    「たまたまじゃないよ、今日はいっしょに来たんだ。ねえ、朔？」


    　そう言って、はにかんだような笑顔でこちらを見る。


    　俺が反応するよりも早く、夕湖が人差し指をあごに当てながら首をかしげた。


    「ん？　朔？」


    　悠ゆ月づきがみんなからは見えない角度で、俺の背中をちょいちょいとつつく。


    　……わかってるよ、やりゃいいんだろ。


    「あ、ああ。悠月の家まで迎えに行って、いっしょに登校したんだ」


    「ん？　悠月？」


    　夕ゆう湖この首の角度が深くなり、顔中に「？」が広がる。


    　その反応を見ながら、悠月が照れくさそうな声を出す。


    「その……夕湖にはちゃんと言っておかなきゃね。あの、私たち、付き合うことになったんだ」


    　…………。


    



    「「「「「ええええええぇっ──!!!!!!!!」」」」」


    



    　一拍置いてから、夕湖だけでなく、ちゃっかり耳を澄ましていたのであろうクラスみんなの絶叫が教室内に木こ霊だました。


    「なにそれ！　私そんなの聞いてなーいっ！！」


    　夕湖が立ち上がって、ずいずいと俺たちのほうへ近づいてくる。


    「ちょっと朔さく、どーゆーこと！？　私聞いてないからねっ！　聞いてないもんっ！！」


    　ぷっくり頬ほおを膨らませてぷりぷり俺を見上げてくるその顔は、思わず抱きしめて「心配しなくていいぞ」って頭をなでなでしてやりたいぐらいにかわいい。


    　……自分の置かれている状況を忘れられたら、の話だが。


    　悠月がさも申し訳なさそうに、視線を斜め下へとそらしながら口を開く。


    「あのね、夕湖。隠してたわけじゃないんだよ？　本当はもっと早くに相談するべきだと思ってた。だけど……だけどね、どうしてもいまこの気持ちを伝えたいっていう衝動を抑えきれなかったの。私も、こんな形でみんなに伝えることになるなんて……」


    　悠月の、「大切な友人の好きな人を自分も好きになってしまって、だけどその想いはもう止められなくて……夏」的な完璧演技なんて、まるっと無視して夕湖が遮さえぎる。


    「あーあーあー聞こえないもーん。だいたいそんなのおかしいよ！　朔はそんなふうに、勢いに流されて誰かを選んだりしないの。どうせ悠月がやっかいごと持ち込んだに決まってる！　健けん太たっちーじゃあるまいし！」


    　地味に流れ弾を食らった健太っちーこと山やま崎ざき健太は、「そんなオソロシイ争いに巻き込まないでもらえます？」って感じで口をぱくぱくしている。


    　ついこのあいだまで引きこもりのこじらせ非リアだったとは思えないほど自然に、かつ当たり前のように海かい人とと話しているから、一瞬、どこにいるのかわからなかった。


    　つーかおい、俺から目をそらして全力で逃げの一手とかいい度胸してんなこんちくしょう。


    　そんなことを考えていると、悠月が「勢いに流されてって……ひどいなぁ」と、受け流すようにやんわり微ほほ笑えんでから、うるんだ瞳ひとみで俺のほうを見る。


    「そんなんじゃ……ないよね？」


    　クラス中の視線が俺に突き刺さっていた。


    　ここで適当な返答をしたりしたら、まーた学校裏サイトが「ヤリチン糞くそ野郎」のキーワードで大炎上するんだろうな。


    　俺は意を決して前を向き、腹を決め、それからちょっと控えめのボリュームで答える。


    「流されたわけじゃない……ょ」


    　夕ゆう湖こはそんな俺の言葉を聞き、両手を腰に当てて悠ゆ月づきに正面から向き合った。


    「ほら！　朔さく困ってる。優しいから、断れないの。悠月もあんまり無茶言ったら駄目だからね」


    「えっと、夕湖。私と朔が付き合い始めるってそんなにおかしいこと？」


    「うん！　おかしい！　変だよ！　少なくとも、いまの悠月と朔じゃ絶対にありえなーい！」


    　歯に衣着せぬその言葉に、おそらく俺にしか判別できないレベルで、一瞬だけ悠月の口角がひくっとつり上がった。


    　こりゃ珍しいな。


    　普段の立ち位置的には絶対に受けることのないド直球ストレートを正面から投げ込まれて、少しいらっとしたのだろうか。


    　その気持ちはちょっとわかるぞ。夕湖の言動や反応はどうやっても読み切れないから、俺たちみたいなタイプじゃうまく自分のペースに持ち込めないのだ。


    　悠月はなにを思ったのか、ほとんど身体を預けるように俺の左腕に寄り添ってくる。


    　おいよせ、胸当たってるんだよ胸。


    「だけどさ、ありえないのはいまの夕湖も同じじゃないかな？」


    　わざときょとんとした顔をつくる悠月に対して、夕湖はわかりやすいくらいに感情を出す。


    「むっかちーん。はいそのけんか買いましたー！」


    　夕湖が俺の右腕にむぎゅっとしがみついてくる、つーか押しつけてくる。


    　左腕にお椀わん型のＤカップ、右腕に半球型のＥカップでラッキーアメージングヘブン。
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    　──そして全身には、教室にいる男連中からの熱い（殺意）視線。


    　うむ、どうちよう。


    　なにやら小競り合いを始めているふたりを見ないふりして、助けを求めるように仲間のほうへと視線をやった。


    　水みず篠しの和かず希きと目が合う。二年生ですでにサッカー部の司令塔として活躍しており、いっつもすかしたにこにこ笑いを浮かべているくせにじつは計算高くて腹黒いという腹立つイケメンだが、俺や悠月と似たタイプなのでこういうときは役に立つはずだ。


    　そんな和希は、いつも通り夏の清涼飲料みたいな微笑みを浮かべて、片手でしゅっしゅと首ちょんぱのジェスチャーをしていた。


    　──よし、お前あとで覚えておけよ。俺、こういうの根にもつからな。


    　仕方ない、ここはアホでマヌケで脳天気なボケが必要だ。


    　期待を込めて海かい人とを見ると、椅い子すに片足を上げ、ヤンキー漫画の雑魚キャラみたいな感じで眉間にしわを寄せながら舌を出し、あらん限りの怒りを込めて「ゴートゥーヘェル」的ハンドサインを出している。


    　──なんかすいません。


    　ああ知ってたさ。


    　本当に相互理解できた大切な友人はお前だけだってことを……なあ健けん太た！


    　当の本人は無心で国語の教科書を読んでいた。


    　──一時間目数学だぞこら。あと教科書逆さまだ古典的なボケやめろ。


    　くそっ、やっぱり君しかいないよ優ゆ空あちゃ……ごめんなさいごめんなさい。


    「おっはよー！　って、あんたらなにやってんの？」


    　板挟み、いや、谷挟みで逡しゆん巡じゆんしていた俺に、教室の入り口から救いの声が聞こえてきた。


    　鮮やかなオーシャンブルーのスポーツタオルを首に引っかけて入ってきた青あお海み陽はるが、呆あきれたような顔で俺たちを見ている。


    　小柄ながらも悠ゆ月づきと並んでバスケ部の中心選手として活躍しているその手足はすらりと引き締まり、朝練終わりでほのかに火ほ照てっていた。首筋をつつと流れる汗からは、あっけらかんとした性格とは裏腹になんとも言えない色気が漂う。


    　陽はるはばさりとスポーツタオルを首からはずし、そのままぱさりと悠ゆ月づきの頭にかけた。


    「ったく悠月まで。なんか知らないけど朝っぱらから暑苦しいのやめてよね」


    　相棒の言葉で我に返ったのか、悠月はそろりさっさと俺から離れて陽の言葉に応じる。


    「ええと、陽。その、じつは私たち付き合うことに……」


    「あーはいはい。あとで聞いたげるからおにぎり食べさせて」


    　陽はさっさと自分の席に座り、エナメルバッグから取り出した特大のおにぎりを食べ始めた。


    　なんとなく毒気を抜かれた俺たちは、それぞれに曖あい昧まいな笑みを浮かべて離れる。


    　自分の席に戻ろうとする悠月に、俺は小声でささやいた。


    「なんだ、悠月でも取り乱したりするんだな」


    「日和って役に立たなかったヤリティンさんがなにか？」


    　はい、ごもっともで。


    



    　　　　　＊


    



    「──と、いうわけだ」


    　昼休み、俺は担任の蔵センこと岩いわ波なみ蔵くら之の介すけから借り受けている鍵を使って、夕ゆう湖こ、優ゆ空あ、悠月、陽、和かず希き、海かい人と、健けん太たのおなじみチーム千ち歳とせメンバーを屋上に集めていた。


    　基本的に生徒の立ち入りは禁じられている場所だが、俺は蔵センが適当にでっちあげた屋上掃除係に任命されているので、ときどきこうやって私的に利用させてもらっている。


    　理由はもちろん、悠月とのあれこれについて説明するためだ。


    　和希、海人、健太のなかにストーカーがいるとはみじんも思わないし、俺ひとりではどうしたって注意の行き届かないこともあるだろう。目を光らせてくれる頭数は多いほうがいい。


    　週末に喫茶店で語った内面的な部分さえ伏せるのであれば、悠月もみんなの協力を仰ぎたいということだった。そもそもこの件に関しては被害者でしかないのだから、信頼できる連中にまで隠す必要はどこにもない。


    　俺と悠月の説明を聞き終えて、呆あきれたように口を開いたのは海人だ。


    「そんなやつ、まじでいるのかよ。そりゃ悠月は他校の男バスからもしょっちゅう声かけられてるけど、にしてもストーカーってこじらせすぎだろ。こそこそつけるぐらいなら、思いっきり当たって砕けりゃいいのに」


    　海人の隣に座っていた健太が思わずといった感じでくすっと微ほほ笑えむ。


    「浅あさ野のみたいに真まっ直すぐな人ばっかりじゃないんだよ。俺は……ちょっとだけわかるかも」


    　みんなの「お前……まさか……」という視線に気づいたのか、健太は「いや、違うちがう」と慌てて手を振る。


    「ほら、俺はアニメラノベオタだけど、アイドルオタとか声優オタっているじゃん？　そういうやつのなかには、けっこうやばいのもいるって聞くから。それこそ恋人が発覚したら本気で裏切られたと感じるようなタイプとかさ」


    　和かず希きが缶コーヒーを片手に苦笑いを浮かべた。


    「そこまでガチってわけじゃないけど、俺も心当たりあるよ。中学のころとか、家の前で待ち伏せされてプレゼント渡されることとかけっこうあったし」


    　似たような経験は俺にもある。男の俺であっても、あれはけっこうびびるもんだ。女の子の悠ゆ月づきが本当につけ回されているのだとしたら、いや、その可能性を感じているというだけでも、内心に抱えている不安は相当なものだろう。


    　健けん太たが「だからってわけじゃないけど……」と続ける。


    「七なな瀬せさんは本当に気をつけたほうがいいと思う。神といっしょなら大丈夫だろうけど、ほら、男の嫉しつ妬とは女の人に向かうって言うし。恋人のふりするって、一歩間違えたらけっこう相手を刺激しちゃうと思うんだよね」


    　それはもっともな意見だし、正直なところかなり警戒している。


    　偽の恋人を演じることで怒りの矛先が俺に向いてくれれば話は早いのだが、世のなかで起きている事件なんかを見ても、確かに健太の口にした傾向が強い。


    　胸の内に抱える一抹の不安が皆に伝わらないよう、努めて軽い口調で応える。


    「まあ、なんとかしてみるさ。他人の恨みを買うことに関しては一家言ある」


    　すると、珍しく優ゆ空あが口を挟んできた。


    「そういうの、よくないと思うなー。朔さくくん、自分が狙われる分にはかまわないって思ってるでしょ。山やま崎ざきくんの言うことはもっともだけど、だからって朔くんが絶対に安全だってわけでもないんだから……」


    　悠月の顔がかすかに歪ゆがむ。


    　それは言い換えれば、悠月の身を守るために俺の身を危険にさらしているということだ。どれだけギブアンドテイクのお膳ぜん立だてを整えてみたところで、本質は変わらない。


    　そして、事の本質を悠月が理解していないはずもない。


    　優空は自分の言葉が、誰に、どう伝わってしまうかをすぐに自覚したのだろう。「ほやけどさ（注：だけどね）」と口調を明るく変える。


    「私たちも注意するようにするし、きっと大丈夫だよ。悠月ちゃん、なるべくいっしょに行動しようね。そんなのくてえ人、みんなで退治してやろっさ！（注：そんな馬鹿な人、みんなで退治しちゃおうよ！）」


    　優空の心遣いをくみ取ったのだろう。悠月もそれに合わせてさっと表情をやわらげる。


    「ほやの！　朔だけじゃひっでもんに頼りにならんくておとろしいで、うっちーのフォローに期待させてもらうでの！（注：そうだね！　朔だけじゃすっごく頼りにならなくて怖いから、うっちーのフォローに期待させてもらうからね！）」


    「だんねだんね（注：いいよいいよ）」


    　場が和んだのはいいが福井弁にのせてさらっと俺のことこきおろしてない？


    「て、ゆーか！」


    　珍しくここまで沈黙していた夕ゆう湖こが声を上げた。


    「悠ゆ月づきのためにも、いるならいるでさっさと見つけてお説教しなきゃだね！」


    　正直、それは少し意外な言葉だった。


    　朝のやりとりから想像するに、仮とはいえ付き合ってることに関して蒸し返されると思っていたが……。


    　ちらりと悠月を見ると、やはりきょとんとした表情を浮かべていた。


    　夕湖が言葉を続ける。


    「だってそんなの怖いよ、私だったらひとりで外歩けない。もし本当にいるんだったら、すっごくずるいと思う。朔さく、ちゃんと悠月のこと守ってあげてね！」


    　胸の前で両手の拳こぶしを握りしめながら真まっ直すぐ俺を見つめてくる。


    　やっぱり、夕湖は夕湖だな。


    「任された以上は、なんとかするよ。少なくとも彼氏でいるあいだ、悠月は守るべき俺の大切な彼女だからな」


    　悠月もそれに続く。


    「夕湖……ごめん。ちゃんと、返すつもりでいるからね？」


    　俺の感情をそっちのけにした上では、精一杯の誠意を見せたであろうその言葉に対して、夕湖が一ミリセコンドも置かずに反応した。


    「むかむかっちーん！　はいそのけんかリピ買いしまーす！」


    　……あれぇ？


    「言っておくけど、朔と〝偽物の〟恋人になること納得したわけじゃないからね！　単に彼氏役が必要なら海かい人とにでも任せておけばいいじゃん！　同じバスケ部だし、どうせ相手いなくて暇なんだし、筋肉ぐらいしか役に立たないんだし！」


    　おい、言われてるぞ海人。当の本人に目をやると、「し、しどい……」とうなだれ、隣の健けん太たにぽんぽんと肩を叩たたかれている。


    　悠月は夕湖の言葉にまた変なスイッチが入ったようだ。


    「そっかぁ、夕湖のなかだと朔は海人で代わりがきくんだね。だけどごめん。私はどうしても朔じゃなきゃ駄目だって思ったから。夕湖が海人で我慢してくれる？」


    「そんなこと言ってなーい！　私だって朔じゃなきゃ駄目だもん。海人じゃ嫌だもん！」


    　結局朝の繰り返しになりそうで、俺は思わず口を挟む。


    「ふたりともいいかげんにしとけ。海人がぺらぺらの海草みたいになってんぞ。なんか恨みでもあるのか」


    「「朔さくは黙ってて！！」」


    「ハイヨロコンデっ！」


    　すまん海かい人と。俺、この件に関しては役に立たないわ。安らかに眠れ。


    　心のなかで海人に合掌していると、夢中でどでかい弁当を食べていた陽はるが、「はーうまかった」と声をあげた。


    「ま、そこで千ち歳とせを選ぶってあたりが悠ゆ月づきらしいよ」


    　陽が意味ありげににやりと笑う。


    「あんたたち、よく似てるもんね」


    　悠月はなにかを言い返そうとして、ぐっと言葉に詰まった。


    　さすがは県内で広く知られるバスケ部の名コンビ。相方の扱いはお手のものらしい。


    　陽はそんな悠月をおかしそうに眺めながら言葉を続ける。


    「千歳、しばらくは悠月といっしょでしょ？　なら週末の練習試合観に来なよ。せっかくだから、陽ちゃんのスーパープレー拝ませてあげる」


    「それはべつにかまわんが、余裕があれば終わったあと少し付き合ってくれるか？」


    「旦那だんな、浮気早くない？」


    「ばかもの。１ ｏｎ １でこの前のリベンジじゃ！」


    「どっちがばか？　じゃあ、私が勝ったら恋人のふりでもしてもらおっかな」


    「お願いだからこれ以上火種増やすのやめてぇっ！」


    　陽がからからと笑い、みんなもけらけらと笑い合った。
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    「──もういいっすよ、吸っても」


    　戸締まりをして行くからとみんなを送り出したあと、俺はひとり言みたいにそうつぶやいた。しゅぼっと、小さな音が聞こえ、貯水槽の置かれている塔屋のてっぺんからゆらゆらと煙が漂い始める。


    「生徒の話を盗み聞きなんて、あんまりいい趣味とは言えないっすね」


    「冗談よせ。俺が気持ちよく昼寝してたところに、お前たちがずかずか踏み込んできて宴会をおっ始めたんだ。ったく、色ぼけしたガキどもから解放される貴重な時間だってのに」


    　よっこらせと、おっさんくさいかけ声とともに蔵くらセンが立ち上がり、塔屋のへりに腰かけた。いつもの雪せつ駄たはそのへんに脱ぎ捨てているのか、小汚い裸足はだしがぶらんと垂れ下がっている。


    　俺もはしごを登り、蔵センの隣に座った。


    「それで、蔵センはどう思う？」


    「前世でどんな徳を積んだらＤカップとＥカップの美少女ＪＫに言い寄られる青春を謳おう歌かできるんだ？」


    「んなこと言ってるかぎりは、どうせ来世も蔵くらセンだよ」


    　蔵センは「なんてこった……」とつぶやきながら、紫煙をすぱあと吐き出した。


    「千ち歳とせ、あんまり無茶な真ま似ねはするんじゃねえぞ」


    　蔵センが珍しく真ま面じ目めな声を出す。


    「ストーカーってのは、法律で定められている犯罪だ」


    「警察に頼れってこと？」


    「そう言い切れたら話は早いんだが、いまのままじゃまず相手にされないだろう。法律で禁じられているからといって、いつでも法律で裁けるわけじゃない、残念ながらな」


    　それは俺も悠ゆ月づきも理解していた。だからこそ、こうして次善の策を講じているわけだ。


    　蔵センは話を続ける。


    「それどころか、先手を打とうとして下手に問題を起こそうもんなら、こっちの立場が悪くなっちまう可能性だってあるぞ」


    「つまり？」


    「うまくやれってことさ。何事にも順序ってもんがある。ヒーローが悪者をやっつけるためには、誰もが納得する正義の旗を掲げて免罪符にする必要があるんだ」


    　言いたいことはわかる。


    　具体的な被害が出ていない現状ではどうしたって「多感な子どもの勘違い」という域を出ないし、逆に言えば法律で対処できるようになったら、それはすでに抜き差しならない事態が起こってしまったということだ。


    「さじ加減が難しいな」


    「その見極めを誤るなよ。子どものいざこざの範囲を超えたらすぐに俺を頼れ……とは言わんが、まあ話すだけ話せ。どうせ教師なんて、こういうときぐらいしか役に立たん」


    　こんなことを言っているが、相談してきた相手が相手なら、蔵センはすぐ具体的な手を打っていたはずだ。多分、慎重に目を光らせながら、自分たちで対処できそうなところまでは任せてくれるという腹づもりなのだろう。それが教師の対応として正解なのかどうかはわからないが、少なくとも俺たちにとってはありがたい。


    　高校生活で教師や、ましてや警察まで巻き込んだトラブルを起こすなんて、正当な理由があったとしてもごめん被りたいところだ。俺はともかく、当事者である悠月は部活や大学進学にどんな影響が出るかわかったものではない。


    　制服の尻しりをぱぱんとはたいて立ち上がる。


    「まあ、やるだけやってみるよ。最後の砦とりでが蔵センじゃ、おちおち駆け込むこともできない」


    「千歳よ、さてはお前、片町の風俗『ブレザーを脱がさないで』における俺の二つ名を知らんと見える」


    「知るはずもないし、これから知りたくもない」


    「次から次へと担当の嬢を変えられる、人呼んで『更こう迭てつの城しろ』」


    「なんだただのＮＧ客か」
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    　その日の放課後、もうすぐ十九時になろうかという時間帯。


    　俺はぼんやりと昇降口の近くで座っていた。


    　薄く雲のたなびく空は半分以上が夜に染まり、名残惜しそうなみかん色が校舎の端にかかっている。早めに部活を終えた生徒たちは、楽しげな笑顔を浮かべながらどこか足早に校門へと向かっていき、グラウンドのほうからは野球部やサッカー部がクールダウンのランニングをする軽快なかけ声が聞こえてきた。


    　こんな時間まで学校に残っているのは久しぶりだな。


    　一年前のいまごろは、あそこのグラウンドで泥だらけになっている連中といっしょに、やたらでかい声を張り上げていたものだ。


    　ふと、懐かしい土つち埃ぼこりの香りが鼻をかすめた。


    　──これは、部活が終わった放課後の香りだ。


    　学校の放課後はそれだけで特別な空気が漂うが、授業が終わったあとの放課後と部活が終わったあとの放課後では、それぞれに流れている気配が違う。


    　前者は「よーし遊ぶぞー」とか、「部活行くかー」みたいな活気があふれているのに対して、後者はどこかしっとりとセンチメンタル。


    　ちょうど日没が重なるこのぐらいの季節はとくに、学校の仲間と夜を共有していることになんとなく心が高鳴り、つい大それた夢を語ってみたり、うっかり気になるあの子の名前を漏らしてしまったりするものだ。


    　なんとなくそんなことを考えていると、「ちーとせくんっ」という声とともに目の前に華きや奢しやなシルエットがしゃがみ込んだ。


    　中が見えてしまいそうなぐらい短いスカートをしっかり拝んでから顔を上げると、そこにいたのは意外な相手だった。


    「なずなちゃん。ひとりなんて珍しいな」


    　綾あや瀬せなずなは同じ二年五組のクラスメイトではあるが、俺たちとは異なる、もうひとつの目立つやつらが集まったグループに属している女の子だ。


    　このなずなちゃんや、彼女たちのグループの中心的な男である上うえ村むら亜あ十と夢むとは、先月、健けん太たに絡んだちょっとしたいざこざがあった。


    　こちらとしてはそれを根にもっているわけでも、敵対意識を抱えているわけでもないが、べつに無理して仲よくする必要もないだろうと基本的には不干渉を保っている。


    　だから、こうして一対一で話す機会というのは、おそらく初めてのことだ。


    　なずなちゃんは、綺麗に巻かれた髪の毛先を指でいじりながらにかっと笑う。


    「なずなでいいよ、千ち歳とせくん。今日はみんな用事があるみたいでさー。なんかやることなくてだらだらスマホいじってたらこんな時間になっちゃった」


    「じゃあ、なずな。いったい何時間だらだらしてたんだよ。ある意味才能だぞそれ」


    「そう？」


    　無邪気にくしゃりと表情を緩める。


    　夕ゆう湖こや悠ゆ月づきと比べると少し化粧は派手めだが、その表情には年相応の無む垢くなかわいらしさがあった。健けん太たや優ゆ空あに絡んでいたときの印象はまだ残っているものの、こうして話してみるとそれほど悪いやつだという気もしない。


    　人間なんてそんなもんだ。


    　良きにつけ悪あしきにつけ、上っ面つらの第一印象だけで人格を断定してしまうほど馬鹿ばかしいことはない。これは悠月に語った第六感と、相反するようでじつは同じ線上にある話だ。


    　どうせある人に見せた顔が他の誰かにも見せる顔だとはかぎらないし、そもそもそうやって表面に出ている顔が本質だともかぎらないのだから。


    「千歳くんは、もしかして七なな瀬せ待ち？」


    　なずなが顔を覗のぞきこんでくる。


    「まあ、そんなとこ」


    　やはりというかなんというか、あれだけ大声でやりとりをしていたのだから、教室にいたやつ全員に知れ渡っていると思ったほうがいいだろう。


    　計算通りではあるが、少しむずがゆい。


    「え、まじ！？　てゆーか千歳くんて、ほんとに七瀬と付き合い始めたの？」


    「多分、なずなたちが朝聞いていた通りだ。お似合いだろ？」


    　俺が冗談めかしてそう言うと、なずなはわかりやすく顔をしかめた。


    「えー、ぜんぜん似合わない。だって、七瀬性格悪そうじゃん。腹のなかではなに考えてるかわからないっていうか。なーんか気に入らないんだよねー」


    　呆あきれるほどにあっけらかんとそんなことを口にする。


    「あのな、仮にも彼氏に向かってそんなこと言うか？　人によっては、『そういうお前は』って思われちゃうぞ」


    「え、裏でこそこそ陰口叩たたくほうが感じ悪くない？　私、本人にでも普通に同じこと言うし」


    　なるほどな、と俺は思った。


    　なずなにとっては、それが筋の通し方なのだろう。


    「だったら俺に対しても言いたいことあるんじゃないか？　ご存じヤリチン糞くそ野郎ですが」


    　俺の言葉に、なずなはにぱっと笑う。


    「千ち歳とせくんはいいんだよ。イケメンだし、男子だし、だいたいのことは大目に見るって。七なな瀬せは女子で私よりも目立ってるから気に食わないだけ」


    「清すが々すがしいまでに正直だな」


    　俺は言葉通りの感想を抱き、くすっと笑う。


    「ねぇ、千歳くんLINE教えてよ」


    「それもまた、彼氏ほやほやの男に聞くかね」


    　苦笑しながらも、なずなが自分のスマホに表示したＱＲコードを読み取る。


    　そうこうしているうちに、わらわらと部活終わりの生徒たちが昇降口から吐き出されてきた。


    　なずなはその気配を感じたのか、すっくと立ち上がる。


    「じゃ、行くね。せっかく帰り際に目の保養できたのに、七瀬と鉢合わせとかしたくないし」


    　ばいばーいと手を振りながらなずなが去っていく。


    　面と向かっても文句を言えると息巻いてたわりには、やけにあっさりと引くもんだ。


    　さっきまでの口ぶりなら、悠ゆ月づきに嫌みのひとつでもぶつけてから帰るのかと思っていたが、まあ、そんなもんだろう。わざわざ本人を捕まえてまで文句を言いそうだなんて、俺の心証のほうがよっぽど捻ひねくれている。


    　いつのまにか十九時を回っていることに気づき、俺は、長いこと座り込んで硬くなった身体をぐいと伸ばした。
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    　それから約十分後、悠月と陽はるが昇降口から出てきた。


    　陽のほうが先に俺を見つけてたかたかと駆け寄ってくる。


    「おっす千歳、待った？」


    「あいにくだが、陽を待ってた覚えはないな」


    「またまた旦那だんな。一日の終わりに陽ちゃんの元気な笑顔を見れてうれしいくせに～」


    　うりうりと、小さな肩で俺の胸を小突いてきた。


    　その細い首筋から、さらさらと制汗剤の香りが流れる。


    「本気でそう思わせたいなら、待ってた時間がふっ飛ぶぐらい愛いとおしく思える台詞せりふのひとつでも用意しておくといいぞ」


    　そう言うと、陽はあごの下で手首の内側をくっつけ、両頬ほおを手のひらで包んだポーズで唇をとがらせてから、わざとらしくしなをつくる。


    「ねぇ朔さくぅ～、とってもとっても会いたかったゾ～♪」


    「──ぶふうぅッッッッ」


    　死ぬほど吹いた。


    「おいこら千ち歳とせ、なんだそのリアクションは」


    「ばかたれ、助走なしで笑いのツボ殴りにくるのやめろ。こっちにも心の準備ってもんがある」


    「さ♪く♪の、いけずゥ～。そんなこと言われると陽はるちゃん悲しいゾ♪」


    　もう一回吹いた。


    「や、やめてお願いギブギブ。笑いすぎておなかと背中がくっつく」


    「朔さくはおなかぺっこりんっ♪なのかな？」


    　そんなふうに俺と陽がふざけ合っていると、呆あきれた顔で悠ゆ月づきが近づいてくる。


    「なーに人の彼氏とじゃれてるのよ」


    　ぽむりと陽の頭に手を置く。


    「あ～、ゆづゆづだぁ♪」


    「もういいっての」


    　悠月はそのままわしゃわしゃ陽の頭をなでた。


    「お待たせ、朔。ちょっと帰り支度に時間かかっちゃった」


    　陽がにやにや笑ってその言葉に反応する。


    「まったくだよ。悠月ね、『デオドラントシートもスプレーもないー！　陽貸してーっ！』ってうるさかったんだから」


    「ちょ、陽っ」


    「それでね、私が『いいじゃん千歳でしょ？』って言ったら、『だからよ！』だって。なーに乙女しちゃってんだか」


    　悠月は慌てて陽のショートポニーを引っ張る。


    「ちょ・う・し・に・の・る・な」


    　陽は頭をかくかく揺らされて「ヘイヘイホーイ」と壊れかけのロボットみたいな声を出す。


    「ま、冗談はさておき、うちの姫さまを頼むよ、千歳。ちゃんと家まで送り届けてあげてね」


    　ようやく悠月から解放された陽が、ぺんと俺の尻しりを叩たたく。


    「おう、このかっちょいいナイトに任せとけ」


    「悠月はこの狼に気をつけナイト！」


    「なにうまいこと落としてんだよ」
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    　台風みたいな陽が去って、俺たちはようやく帰路についた。


    　隣を歩く悠月から陽と同じ匂いが漂い、そのくすぐったさに思わずくすりと笑う。


    「思い出し笑いだったら怒るよ？」


    　悠ゆ月づきが不満そうにこちらを見る。


    「いや、すまん。悠月らしくない隙すきの見せ方だと思ってな、つい。練習後の汗ケアグッズとか、そういうとこ抜かりなさそうなのに」


    「抜かりないはずなんだよ、普段は。今日だって、出かける前に鞄かばんの中身チェックしたし、そのときにはシートもスプレーも間違いなく入ってた」


    　どうやら、冗談めかして意地を張ってるというわけでもないらしい。先ほどは陽はるに余計な心配をさせないよう、この件は口にしなかったのだろう。


    「それは……あんまり愉快じゃない話だな。当然、よくあることってわけでもないんだろ？」


    　悠月はこくっと頷うなずいた。


    「だけど、女バスの子っておおざっぱなところもあるから、誰かが勝手に借りてってそのまま持って帰っちゃったみたいな可能性も、まあ普通にあるかな」


    「部活中に鞄を置いてるのは女バスの部室か？」


    「だね。知ってると思うけど、場所は第二体育館の外。鍵は基本的にかけてないけど、男バスとか他の部室も並んでるから、それなりに人の目はあるよ。裏を返せば、誰かが女バスの部室に平然と入っていっても部員以外はたいして気にとめないだろうね」


    　悠月は淡々と状況を分析していく。


    　あのへんの部室は、外の道路とさほど高くない塀ひとつで隔てられているだけだ。うちの制服なり体操服なりを調達すれば、他校の生徒でも比較的容易に侵入できるだろう。女バスが使用しているのは隣の第一体育館だから、扉を開けたらすぐに見える場所というわけでもない。


    　それにしたって、ただの偶然かもしれないとはいえ、ストーカーの存在を疑っている状況では、普通なら軽いパニックに陥ってもおかしくない出来事だ。


    　ちょっと強すぎるな、と思う。


    　だけど当人がそう在ろうとするかぎり、俺はその在りように寄り添うだけだ。


    「ま、誰かの仕業だとも、部活中の犯行だと決まったわけでもないからな。念のため、放課後はそれとなく下駄箱を見張ってたけど、不審な行動をしてたやつはいなかったぞ」


    　悠月の表情が少しやわらかくなる。


    「だからあんなに目立つ場所で座り込んでたわけだ？　ふふ、なんだかんだで私が出てくるの待ちきれないのかと思ったのに」


    「それもあるかもな。なんたって、汗ケアグッズがなくなった事実よりも、会う前に身だしなみ整えられないことに焦ってたかわいい彼女だ」


    「──お願いそれは忘れて」


    　悠月は額に手を当ててオーバーにへこんでみせた。


    「にしてもだ」と俺は続ける。


    「仮に盗難だとして、なんだって悠ゆ月づきのデオドラントシートなんて狙うかね」


    「ちょっと、それ聞き捨てならないんですが」


    「ばかもの！　せっかくなら、たっぷり汗を吸い込んだタオルとか体操服だろ。それこそ、どのみち盗みを犯すなら制服だってかまわんぐらいだ」


    「う、ぅわぁ……」


    「リアルなどん引きはやめてぇ」


    　……と、ここまでならいつものおちゃらけだが、実際のところ不自然ではある。


    　百歩譲って、悠月が身にまとっている香りを自分もまといたいという変態嗜し好こうの持ち主だとしても、制汗剤のほうだけで充分に事足りる。加えて言えば、体育の時間にでも使っている制汗剤をチェックして、同じものを自分で買えばいい。


    　わざわざ盗むというリスクを背負うことに対して、リターンがまったく見合っていないのだ。


    　一般的な男の感覚として、危険を冒してまで好きな子の私物が欲しいとすれば、それはやはり本人の名残のようなものを感じられるからだろう。あまり理解したくはないが、実際に身体を拭ふいたタオル、一日中着ている制服、もっと直接的にリップだってかまわないぐらいだ。


    　汗ケアグッズなんて、どちらかといえば本人の余韻をかき消すために用いられるものであり、単なる実用品。


    　そこまで考えて、頭のなかに違和感が走る。


    　なくなったら女の子がわかりやすく困る実用品、だけどなくなっても大きな問題にはならない実用品、そして困る理由はこれから彼氏と会うから、ね。


    　──これってどちらかというと、女子目線の嫌がらせか？


    　ふと、俺は来た道を振り返る。


    　長く、ゆるやかに伸びる河川敷の一本道には、ちらほらとスマホの明かりに照らされた藤ふ志じ高生の輪郭がぼんやりと灯って揺らいでいた。


    「朔さく？」


    　悠月が少し心配そうに俺の名前を呼んだ。


    　先ほどの陽はるにならい、努めて軽い声で応える。


    「いや、この暗さならこっそりお尻しりぐらいさわってもばれないかと思ってな」


    「後ろからの視線を確認する前に、まず私にどう思われるか考えることをおすすめするよ」


    「悠月なら案外、『もぅ、せっかち』とか言いながら許してくれそうじゃないか？」


    「朔のお尻もねっとりなで回していいのなら考える」


    「互いのお尻をなでなでしながら帰るのか？　そりゃシュールだ」


    　変に気を遣わせてしまったな。


    　ストーカーだなんだを警戒し、神経をすり減らすのは俺の役目だ。


    　ただでさえ面倒な立場に追いやられている悠月には、せめてできるかぎり心穏やかでいられる時間をつくってあげたいと思う。


    　余計なことを考えずにすむのならばそれが一番。


    　苦しんでいるように見える人間が本当に苦しんでいるとはかぎらないように、苦しんでいないように見える人間が本当に苦しんでいないとはかぎらない。


    「ねぇ朔さく、今週どっかでデートしよっか？」


    　悠ゆ月づきが唐突に言った。


    「なんでだよ」


    「なんでって、うーん……付き合ってる、から？　恋人同士はデートするものでしょ？」


    　それは、いつもの演技というよりも、ごく自然に出てきた言葉のように思えた。


    「まあ、そうかもな。べつにかまわないけど、悠月は部活あるだろ？」


    「なーに言ってるの。明日からテスト期間だよ」


    「……あ」


    　忘れてた。


    　藤ふ志じ高校では、というか進学校はどこも似たようなものだろうが、中間テストや期末テスト前の一週間は基本的に部活が全面的に休みとなる。


    　どうりで部活から帰る連中の足取りが軽やかだったわけだ。


    「朔は一秒でも惜しんで勉強しないとやばいってタイプじゃないよね？」


    　悠月の言葉に俺は「うむ」とうなずく。


    　さすがに勉強まで学年トップとは言わないが、だいたい文系で一桁から十番台をうろうろするぐらいの成績は維持していた。とくに野球部を辞めてからは、埋めようのない暇つぶしのひとつが勉強になっている。


    「だけど、陽はるが週末に練習試合あるって言ってなかったか？」


    「あれは特別。なかなかスケジュールが組めない県外の強豪校で、何か月も前から決まってたの。本当なら万全の準備を整えて望みたいところだけど、こればっかりは仕方ないよね」


    　悠月は、その華きや奢しやな身体とは不釣り合いに大きなエナメルのチームバッグをよいしょと肩にかけ直した。よく見れば細かな傷や汚れがたくさんついており、なんだかんだ言って運動部なんだなとしみじみ思う。


    「勝てそうな相手なのか？」


    「うーん、正直なところ、総合力の差を考えるとけっこう厳しいかも」


    　それはきっと、客観的に彼ひ我がを分析した冷静な意見なんだろう。


    　ふと思いついて、俺は口を開く。


    「へぇ？　だったら前言撤回だ」


    　きょとんとした顔がこちらに向けられた。


    「応援に行くから勝てよ、試合。そしたらご褒ほう美びデートってことにしよう」


    「朔さくってそういう熱いこと言うタイプだっけ？」


    「悠ゆ月づきの熱いところを見てみたくなったのさ」


    　その瞳ひとみに挑戦的な色が浮かぶ。


    「言っておくけど、私ってけっこうすごいからね？」


    「真ま似ねするわけじゃないが、本当に勝ったらなんでもひとつ言うことを聞いてやろう」


    「はい言げん質ちとった！」


    　よっしと声に出して、小さくガッツポーズをしている。


    　その様子を見て、俺は心のなかで微ほほ笑えんだ。


    　悠月は、なにかを見透かしたかのように小さくつぶやく。


    「ありがと……朔」


    「なんのことだ？」


    「さあ？　なんだろね」


    「その気があるなら、お礼代わりに太ももさわらせてくれてもいいぞ」


    「……ばか」


    　ほんの半歩分だけ歩調を遅くして、悠月の視界から外れた位置でもう一度後ろを見る。


    　一様に便利な板きれを覗のぞきこんで行進するブレザーの提灯行列は、澱よどみなく流れていた。

  


  
    二章　ハレの日ケの日


    



    　悠月と偽の恋人を演じ始めてから一夜が明け、その噂うわさはすっかり学校中に広がったようだ。


    　いつもの裏サイトには、さっそく多種多様な罵ば詈り雑ぞう言ごんが書き込まれていた。


    　ヤリチン糞くそ野郎をはじめとした俺に対する恨み辛つらみはいつものことだが、意外だったのは、悠月に対するそれもかなりの数が見られたことだ。「ビッチ」「誰にでもヤらせるらしい」「大学生の男とも付き合ってる」など、かなり辛しん辣らつな内容も多い。


    　嫉しつ妬とを買いやすい立場にいることは間違いないだろうが、これだけ一気に噴出してくると、その悪意に少し薄ら寒くなる。おそらく、「叩たたいてもいいやつ」扱いになっている千ち歳とせ朔とセットになったことで、「叩いてもいいやつら」と認識が変わってしまったのだろう。


    　しかしまあ、いくら匿名の掲示板とはいえ、よくここまで恥じらいもなく他人に石を投げられるものだ。感情的な書き込みはまだしも、この機に乗じて意図的に俺たちを貶おとしめようとするものもあり、いつものことながら閉口してしまう。


    　なにはともあれ、だ。


    　これだけ周知されたならとりあえずの目的は達成。好奇の目にさらされて野次馬根性を満足させてやる必要もないだろうと、今日の昼休みは仲間うちの男女別々で行動することに決めた。


    　俺と和かず希き、海かい人とは授業が終わると全力ダッシュで購買に向かい、それぞれが適当な惣菜パンを三つほど買い込んで体育館に向かう。ステージのへりに腰かけ、がぶがぶとそれらを胃に詰め込んで、さっそく海人が持ってきたバスケットボールでフリースロー対決を始めた。


    　二年生になってからはなんとなくみんなそろって飯を食う機会が多かったから、こうやって野郎三人で遊ぶのは久しぶりだ。本当は健けん太たのことも誘ったのだが、「ご飯食べた直後にあんたらと球技しろとか殺す気ですか」と一いつ蹴しゆうされた。それで夕ゆう湖こに連れられるがまま女子チームに同行していったのだから、あいつもなかなかちゃっかりしてきたものだ。


    　パシュッ。


    　我ながら悪くないシュートがネットをくぐる。


    　俺はそのボールを拾い、スリーポイントラインに立つ海人へパスした。さすがにバスケ部のエースとじゃまともな勝負にならないので、俺と和希はフリースローライン、海人はスリーポイントラインからというのがお決まりになっている。


    　ダダンッ、ダム、ダム、ダム。


    　俺からボールを受け取った海人が器用にボールをつく。陽はるのボールさばきも見事だったが、さすがに海人のそれは迫力がある。


    「それで、どうなんだよ朔さく」


    　海人が軽くひざを曲げてタイミングを計りながら言った。


    「どうって、なにが」


    「なにがって、悠ゆ月づきのことだ、よッ」


    　たんっと跳ぶと、足の先から指の先まで、一八三センチの長身にまるで一本の大木のような芯が通る。手から離れたボールはほとんど音もなくネットに吸い込まれていった。


    　和希にボールを渡して近づいてきた海人に、あらためて聞く。


    「だから悠月がなんだってんだ」


    「このまま本当に付き合っちゃう気はねえのかって聞いてんだ、よッ」


    　海人はぼすっと俺の尻しりを蹴けってきた。


    　この筋肉ばか、少しは加減を覚えろわりかし痛ぇんだよ。


    「なんでそういう話になるんだ、よッ」


    　俺はやられたのと同じぐらいの力を込めてしゅばんと蹴り返した。


    「いてーよ朔」と太ももをさすりながら海人が続ける。


    「だってお前ら、お似合いじゃん。まあ、夕湖ともお似合いだからあれこれ言うつもりはないけど、なんか朔なら悠月の相手務まりそうなんだよな」


    　フリースローラインでボールを構えていた和希が口を挟んできた。


    「昨日陽も言ってたけど、似てるんだよね、朔と悠月。自分のまわりに透明で分厚い壁張り巡らせてる感じとか」


    　バックボードを利用したシュートで堅実にゴールを決める。


    　拾ったボールを指の上で回しながら和かず希きが近寄ってきた。海かい人とは同じように指を立てて和希から回っているボールを受け取り、もう片方の手で回転を加え直している。


    「そうそう。悠ゆ月づきってバスケの試合でも友達としゃべってるときでも、なんつーかいっつも同じ顔してんだよな。勝ったときも負けたときも同じ。陽はるといるときぐらいかな、楽そうなの」


    　同じバスケ部で接している時間が長いということもあるかもしれないが、思った以上に的確な海人の洞察眼に少し驚いた。


    　もともと俺も、悠月に対してはほとんど同じ印象を抱いていたからだ。


    　海人にはこういうところがある。仲間うちではバカキャラ扱いされがちだが、意外としっかり人を見ているのだ。健けん太たを学校に連れてきたときも、俺や和希みたいな打算なしで付き合ってくれたのはこいつだった。


    「だけど最近は、朔さくといるときもちょっと楽そうだ」


    　昨日の帰り道での会話を思い出す。週末の試合の話をしたとき、悠月はいつもと同じ顔だっただろうか、それとも少しだけ楽そうな顔になっていただろうか。


    　俺は海人のボールを奪い、いきなり反対のゴールに向かって走り出した。当然のように海人が追いかけてくる。レイアップでゴールを狙ったら、あっさりブロックされてボールが手元に戻ってきた。ドリブルしながら、体勢を立て直す。


    「仮に俺がこのまま本当に付き合うとして、海人はそれでいいのかよ」


    「なにが」


    「じつは悠月を好きだったりしないのかってことだ、よッ」


    　フェイントをかけて抜きにかかるも、あっさり回り込まれてコースを防がれる。


    「んなわけないっしょ、悠月はただの仲間。ただ、なんとかできるならしてやってほしいと思っただけだ、よッ」


    　海人がボールを奪いにくる。


    　俺は半歩下がってそれをかわした。


    「お前はあいつのパパか。んなこと言ってて、本当に付き合ったらいきなり殴りかかってきたりするんじゃねー、ぞッ」


    「俺がお前を殴るとしたら、身勝手な理由で泣かしたときだ、なッ」


    「一応覚えておくよ。まあ正気でも失ってないかぎり、単純バカのパンチ食らったりしねーけど、よッ」


    　そういって俺は、ノールックで後方にボールを出した。


    　スリーポイントラインで待ち構えていた和希がそれを受け取る。


    「なっ、せこッ！」


    　海人は慌ててブロックに向かうが間に合わない。


    　再びバックボードを利用したシュートがきれいに決まる。俺は和かず希きとハイタッチを交わした。


    「ほらな、単純だろ？」


    　悔しがる海かい人とに向かってそう言うと、和希が俺の肩に手を置いてきた。


    「ま、単純さでいえば朔さくも負けてなかったりするけどね」


    「なんだよ、どういう意味だ」


    「どうせなに言っても聞きはしないだろうけどさ、いつかなにかを選んで、なにかを捨てる覚悟だけはしておいたほうがいんじゃない？　ってこと」


    　俺は誤ご魔ま化かすようにへらへらしながら和希の手を払う。


    　言わんとしていることはわかる。


    　だけど少なくともいまの俺には、遠い。


    　いつか取り出そうと約束して忘れ去られてしまうタイムカプセルみたいに、きっとこのまま、永遠にそんな日はこないように思えた。


    



    　　　　　＊


    



    　放課後、俺たちはチーム千ち歳とせメンバーで福井県立図書館に来ていた。


    　学校からは少し距離があるので、俺も悠ゆ月づきも今日は自転車で登校している。


    　ここは藤ふ志じ高生に限らず、福井市内の高校生にとって定番の勉強スポットだ。俺たちみたいなテスト勉強組はもちろん、三年の受験生たちも愛用している。


    　福井のメインストリートである国道８号線からほんの少しはずれた場所に位置するこの図書館は、田んぼばかりの田舎らしい風景に囲まれただだっぴろい敷地に佇たたずむおしゃれっぽい建物。ガラス張りになった本館の中からは手入れの行き届いた青々しい芝生と木々が目に映り、読書するにも勉強するにも気持ちがいいと評判だ。


    　館内には、一人用のデスクから複数人用のテーブル、読書用の椅い子すまで、大小さまざまなスペースが用意されている。仲間たちは勉強に集中するため、隣や前の席とのあいだに仕切りのある一人用の席を確保したが、俺と悠月はあえて仕切りのないテーブルを選んだ。


    　もちろん、付き合っていることをわかりやすくまわりにアピールするためだ。


    　並んで座ることも検討したが、客観的に見てあまりにもうっとうしいし、なにより教科書やら問題集やらをざばっと広げられないと勉強しにくい。結局は向かい合わせで座ることにした。下手にべたべたするより、自然体で通じ合ってるっぽい雰囲気も出るはずだ。


    　一人用のデスクに目をやると、夕ゆう湖こが悠月の背中に向かって思いっきりあっかんべーをしている。「私もそっちがいい」とごねたのだが、優ゆ空あに説得されて渋々俺たちのテーブルから一番近い席で妥協したようだ。


    　目が合うとウインクで投げキッスをしてきたので、俺はでこぴんでそれをはじき返す。


    　そのままさりげなく周囲の様子を観察してみた。


    　目につくのは俺たちと同じ藤ふ志じ高校の生徒が三割、高島高校の生徒が三割、その他の高校の生徒が残りの四割といったところだ。いまのところ、特段に不自然なところはない。


    　早々に勉強道具を広げて集中し始めた悠ゆ月づきをちらりと見た。いつもは片耳かけの髪型が両耳かけになっており、その端正な顔立ちがしんしんと浮き彫りになっている。すらすらと走るシャーペンのリズムに澱みはなく、すっかりテスト対策に集中しているようだ。


    　俺は少しだけほっとして、図書館の空気に耳を澄ます。


    　かりかり。


    　さらさら。


    　かたかた。


    　とすとす。


    　ぺらぺら。


    　こんこん。


    　てとてと。


    　ぱったん。


    　ここではみんながみんな、ほんのちょっとだけ自分の出す音に気を遣っている。


    　昔から図書室や図書館が好きだった。


    　古びた本の香り、めくるページのリズム、司書の人がブックトラックを押すきぃきぃという鳴き声。そういうひとつひとつが、ちょっとずつ秒針の進みを遅くしているような気がする。


    　だから本当は図書館に入る前とあととではほんの少しだけ人生の持ち時間が増えていて、けれど誰もそれに気づくことなく日常へと戻っていく。


    　そんな不思議のひとつやふたつぐらいは、この世のなかにあってもいい。


    「……くん、朔さくくん」


    　なんとなくすぐ勉強を始める気になれず、あてどなくそんなことを考えていると、俺の名前を呼ぶ小さな声が聞こえてきた。


    　顔を上げると、濃いブルーフレームのスクエア眼鏡めがねをかけた優ゆ空あが隣に立っている。


    「悪い、ぼーっとしてた」


    　すぐ近くに他の人はいないが、俺もなるべく小さな声で応えた。


    「いや、こっちこそ考えごとの最中にごめんね。あのさ、ルーズリーフの紙あまってない？　もしあれば少しわけてくれないかなって」


    「ああ、あるよ」


    　適当に何枚かを取り出して優空に渡す。


    「今日は眼鏡なんだな」


    　俺がそう言うと、優空は少しだけ恥ずかしそうに顔を伏せた。


    「……うん。集中して勉強するときなんかは、こっちのほうが楽なんだよね。やっぱり変？」


    「やっぱりもなにも、優ゆ空あの眼鏡めがねが変だなんて思ったことは一度もないぞ。どっちかっていうと、あり寄りのありだ。それに、去年を思い出して、ちょっと懐かしい」


    「あんまり思い出さないでほしいかなぁ……」


    　それを聞いていたのであろう悠ゆ月づきが、会話に入ってきた。


    「もともと眼鏡キャラだったんだ？」


    　優空がどこかぎこちなくへらりと笑う。


    「キャラっていうか、あんまり眼鏡とかコンタクトとか考えてなかっただけだよ。そういうの、どうでもよかったの」


    「なんかちょっと意外。うっちーって必要以上に飾らないけど、いっつも身だしなみすごく気をつかってるから」


    「どうだろう。悠月ちゃんとか夕ゆう湖こちゃんとかがすごすぎて、自分ではそんなふうに思えないけど……まあ、いろいろあってね」


    　優空が話しづらそうにしていたので、続きを引き取る。


    「俺がコンタクトにしてくれって頼んだんだよ。眼鏡をとったら美少女でしたよりも、美少女が不意打ちで眼鏡かけるのにときめくタイプなんでね」


    　なにかを察したのであろう悠月がその軽口に乗っかる。


    「へぇ？　それはいいこと聞いたな。覚えておくよ」


    「不意打ちじゃなきゃ効果ないぞ。悠月みたいに計算して『ほら、ドキっとするでしょ？』という意図が透けて見えるのは萌もえん」


    「彼女を前に他の女の子を持ち上げるのはどうかと思うけど？」


    「悠月の魅力はその飽くなき打算からもたされる幾何学的な美しさなんだから、剥むきたての甘栗みたいに天然素朴な優空のかわいさに対抗しようとしてはいかんのだ」


    「……あの、私戻ってもいいかな？」


    　優空の言葉で俺たちは会話を切り上げ、各々が勉強に向き合っていった。


    



    　　　　　＊


    



    「──悠月」


    　優空が自分の席に戻り、一時間ほどは勉強に集中していただろうか。


    　俺は向かいの悠月に小さく声をかけ、メッセージ入りのルーズリーフを一枚、目立たないようにそっと渡した。


    『ヤン高のやつらが来てる』


    　それを確認すると、悠月はぴくっと肩をふるわせ、小さく、しかし深く息を吸って吐く。いつも通りの表情をつくり直してから、ルーズリーフになにかを書き込み戻してくる。


    『どこ？』


    　スマホは鞄かばんの中みたいだから最初はクラシックな秘密の手紙形式にしたが、気づいたなら本当はLINEで返事をしてほしかった。


    　いつもの悠ゆ月づきならその程度の応用は利くはずだが、少なからず動揺しているのだろう。


    　あまりこのやりとりを繰り返しても不自然なので、俺はさりげなく視線を悠月の後方へとずらす。それが意味するところを察したようで、一瞬振り向きかけたが、その途中ではっと思いとどまってこちらを見た。


    　俺は雑談しているように見えるだろうにっこり笑いをつくってこくりとうなずく。


    　顔は悠月のほうに向けたまま、視線だけで状況を確認する。


    　悠月の後方とはいっても、館内ではない。ガラス張りの壁越しに見える外の広い庭園スペースに三人、どう控えめに表現したって図書館でお勉強っていうタイプじゃない連中が遠慮なくこちらを覗のぞき見ていた。遠巻きに眺めるならともかく、思いきりガラスに張り付いてにやにやしているものだから、壁際の一人席に座っている人たちは居心地が悪そうだ。


    　そして三人は明らかに特定の誰かを探している様子で外周をぶらつき、やがてひとりの視線がこちらに向けられて止まる。取り出したスマホの画面を他のふたりに見せ、納得したように俺たちのテーブルを指さした。


    　不愉快なにやにや笑いが一段と濃くなる。


    　──さて、どうしたものか。


    「悠月、ちょっとこの問題教えてくれるか？」


    　俺は数学のテキストを片手にそう言った。


    「ん、いいよ」


    　悠月はそう言って立ち上がり、後ろに回り込んできた。俺の左肩に手を添えながら、机の上の教科書を覗きこむ。


    　端から見たら、いちゃこらしながら勉強を教え合っているカップルってところだろう。


    　俺は髪をかけている悠月の右耳に口を寄せてつぶやいた。


    「目は合わせるなよ。なるべく自然に振る舞ってくれ」


    　悠月はくすぐったそうにぴくと反応してから、「もう、バカ！」って感じで俺の背中を叩たたく。


    「見えたか？」


    　わからない問題を彼女に教えてもらっているという演技を続けながら言う。どうせ内容は向こうに聞こえないから、必要以上にひそひそ会話する必要はないだろう。


    「ちらっとね。じっくり見たわけじゃないけど、多分、知ってる人はいなかったと思う」


    「そのまま顔上げるなよ。ご丁寧に撮影タイムだ」


    　三人のうちひとりが、こちらにスマホを向けていた。距離があるし、ガラスも挟んでいるからたいした写真は撮れないだろうが、わざわざ今晩のおかずを提供してやるのもしゃくに障る。


    「少なくとも、俺たちのどっちかがお目当てってことは間違いなさそうだな」


    　俺が言うと、悠ゆ月づきはさっきのお返しとばかりに耳元へと口を寄せてくる。


    　ふうと漏れる甘い息に、思わず背中がぞくりとした。


    「昔、誰かさんに恋人盗られた腹いせかもよ？」


    　いつもの調子を取り戻してきたことに俺は少しほっとする。


    　まあ、あの楽しそうなにやけ面づらからその可能性は低いだろうが、そんなことは悠月だってわかっているだろう。


    「しばらくひとりでも大丈夫か？　優ゆ空あたちのほうへ行っててもいいんだが、それじゃあ余計に近づいてあいつらを喜ばせるだけだからな」


    「大丈夫……とは思うけど、どうするつもり？」


    「なに、気分転換のお散歩さ」


    「え、ちょっと」


    　引き留めようとする悠月の肩をぽむぽむと叩たたいてテーブルをあとにした。


    　エントランス横の自販機で缶コーヒーを買い、外に出る。


    　青草のみずみずしい香りがぶありと広がった。


    　外は、五月らしい晴天だ。
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    　図書館の外周に沿ってのんびり歩いていくと、件のヤン高生三人が目に入った。


    　俺はわざわざその十メートルほど手前で立ち止まり、缶のプルトップを開ける。


    　壁際の席に座っている夕ゆう湖こや優空が心配そうにこちらを窺うかがっていたが、大丈夫だとアイコンタクトしてから、気持ちよく刈り込まれた芝生を眺めてのんびりコーヒーを飲む。


    　隅々まで手入れの行き届いたいい庭園だと思うのだが、俺たち以外に人影は見当たらない。


    　がたごとかぱん。


    　がたごとかぱん。


    　案の定、ほどなくして壁沿いのウッドデッキをこちらに向かう革靴の音が聞こえてきた。踵を踏んでるやつでもいるのだろう。そのリズムは不ふ揃ぞろいでアンバランスだ。


    「なあなあ」


    　近くで立ち止まった革靴が言葉を発した。


    　俺宛てのものかはわからないので、とりあえず知らないふりをする。


    「おい無視すんなよ。なあって！」


    　肩を掴つかまれたので、俺は声のするほうへと向き直った。


    　目の前に立っていたのは人語を発するニワトリだった。それはもう、ニワトリらしいニワトリだ。サイドを刈り込み、真ん中だけおっ立てた真っ赤な髪の毛。学ラン代わりに羽織っているのであろう、真っ白なジャージ。そしてやや猫背気味に、顔を突き出した立ち振る舞い。


    　中から見てたときも笑えたが、目の前で観察するとなかなかにパンチがある。


    　誰がなんと言おうとこいつの名前は戸コ毛ケツ光コーだと心に決めた。


    　それにしても、やっぱりＤＱＮというよりはヤンキーって感じだな。面倒だから便宜的にヤンキーで統一しよう。他のふたりは、まあヤンキーっぽいやつらで、特筆すべき個性はない。


    「悪い、あまりお友達にいないタイプだったんでな。俺に話しかけてると思わなかった」


    　ヤン高生に対する藤ふ志じ高生の話し方や態度として意外だったのか、コケッコーはわずかに眉まゆをひそめたが、まあいいかというふうに肩から手を離した。


    「さっき七なな瀬せ悠ゆ月づきと同じテーブルにいたやつだよな？」


    　案の定というかなんというか、やはりそっちが目的か。


    　まあ、俺目当てならわざわざ写真なんか撮る必要もないしな。


    「だな。一応あいつの彼氏なもんで」


    　とりあえず俺はそう返した。


    　本当にたまたま図書館へ本を読みに来て、たまたま美人な他校生が気になった純朴な青少年ならば、彼氏持ちと知って引いてくれるだろう。


    　悠月のフルネームを知ってる時点で、そんな可能性は皆無だが。


    「じゃあおめぇが千ち歳とせ朔さくか？」


    　コケッコーから返ってきたのは予想外の反応だった。どちらの名前も知らないならわかる。悠月の名前だけ、もしくは俺の名前だけ知っているのも、まあわかる。


    　だけど、どちらの名前も知っているというのはいったいぜんたいどういう状況なんだ。


    　それに……「じゃあ」、ね。


    　その言葉をつかうときには、なんらかの前段が必要だろう。


    「藤志高の千歳朔は多分俺だけだと思う。なんか用か？」


    　俺がそう言うと、コケッコーがなれなれしく肩を組んできた。


    　いかにも香水初心者が手を出しそうな、超有名ブランドの香りがぷんと鼻につく。


    「用っていうか、紹介してくんね？　七瀬悠月」


    　その口からは、蔵くらセンと同じ煙の臭いがする。


    「いまさっき、俺の彼女だって伝えなかったか？」


    　そう言うと、肩に回していた腕に、軽く首を絞めるぐらいの力を入れて顔を寄せてきた。触れた頬ほおにちりちりと無精ひげがこすれ、こんなに気持ちのいい天気なのについてないなと思う。


    「聞いた聞いた。でもおめぇ有名なヤリチンなんだろ？」


    「うむ、否定はしないな」


    「そんで、七なな瀬せ悠ゆ月づきもすぐヤらせてくれるんだよな？」


    　──そいつは、なかなかに興味深い話だ。


    　ヤリチンと噂うわさされることの数少ないメリットは他人をレッテルだけで判断する人間が寄ってこないことだが、ときおり、そのレッテルにつられておこぼれをもらいにくる虫もわく。


    　少し掘ってみるか。


    　俺は声のトーンを変え、親しげに話しかける。


    「あ、なんだそういう話？　ちょっとびびらせないでよ～。ヤン高のこわいお兄ちゃんたちに絡まれたのかと思って緊張しちゃったって。その美お味いしいネタ、どこで仕入れたの？」


    　その変化を、自分たちにおびえていた優等生くんのほっとした反応だと解釈したのだろう。


    　コケッコーも態度が軟化し、それとともに横柄になる。


    「わりぃわりぃ。おめぇ藤ふ志じ高だしこういうの慣れてないもんな。誰っていうか、うちの先輩が七瀬悠月狙ってるらしくてよ。声かけてこいって言われちゃってさぁ。とりあえずLINEのID教えてくれればいいから」


    　半分当たりの半分外れか。


    　引っかかってくれたはいいものの、たいした情報はもってなさそうだ。


    「えぇ、その先輩ってこわい系？」


    「超こぇーよ。つーかすぐ殴る。んで、おめぇといっしょで美人でヤれそうな女に目がない系。どうせ適当なところで捨てるんだろ？　こっちにも貸せって」


    　ストーカー、という言葉とはかなり印象がずれてきた。


    　逆に言えば、つけ回したとしたらこいつみたいな下っ端なのかもしれない。


    「うわ、しんどいねそれ。じゃあ、その先輩に命令されたから、ここ最近悠月のこと追っかけてた感じなの？」


    「は？」


    　コケッコーの声色がこわばった。


    　ここで首肯させればほぼ解決だったんだが、ヤンキーの逆げき鱗りんはよくわからん。


    　コケッコーが先ほどよりも強く、俺の首を絞める。


    「命令じゃねーから。義理だから。いいから早く教えろよLINE。お前はべつに付き合ってていいから、あの人そういうの好きだから。ほら握手しようぜ」


    　腕のホールドをほどいて、まるで力の差を見せつけるように俺の右手を力いっぱい握ってきた。きりきりと手が締めつけられていく。多分、まがりなりにもヤンキーとしてのプライドが「命令されている」という言葉を受け入れなかったのだろう。


    　どうにも、思い通りにはいかないもんだ。やはりこういう輩やからをコントロールするのは難しい。


    　小さくため息をついてから、つぶやく。


    「アメリカ式ね、オーケー」


    　その言葉とともに、俺は力を込めてコケッコーの右手を握り返した。


    「いっでッ、いででッ」


    　痛がる声を無視して睨にらみつける。


    「なんだよ、マナーを知らないのか？　まずはしっかり相手の目を見て、ぎゅっと握手したら──一回振る」


    　相手の肩ごと引っこ抜くぐらいの勢いで俺は手を引いた。「うぎッ」と変な声を出しながらバランスを崩したコケッコーが地面に膝ひざをつく。


    「ってぇ……ふざけんなよおめぇ」


    「すまんすまん、思ったよりやわなんだな。俺の大切な彼女を貶おとしめられた気がしたから、つい力が入った」


    　馬鹿者め。小学校のころから毎日バット振ってた握力舐なめんな。


    　それを見て、すっかり空気みたいになっていたヤンキーＢとＣが詰め寄ってくる。


    　──ここまでは予定通り。


    　どこで根も葉もない噂うわさを聞きつけたのかはわからなかったが、悠ゆ月づきに対するちょっかいが暇つぶしの延長にあるただの悪ノリだったら、俺のことをちょいと小突き回して満足するだろう。先輩とやらの怒りがこっちに向くのであれば、それはそれでやりようがある。


    　邪魔されると余計に執着するタイプならやっかいだが、どのみち一度はこちらの態度と向こうの方針をはっきりさせておかなければならない。一番困るのは俺の代わりにチーム千ち歳とせや女バスの子、あるいは他の藤ふ志じ高生に絡まれて話がこじれることだ。


    　ここで喧けん嘩かを売っておけば、ヤンキーの面目的にわざわざ俺を避けて他を当たる可能性はぐっと低くなるだろう。彼氏であり、喧嘩を売ってきた千歳朔さくをまずやりこめるか、その意向は無視して悠月に直接話をつける。今後の行動は、ほとんどこの二択に絞られると思う。


    　さて、どの目が出るか。


    　ヤンキーＢだかＣが俺の胸ぐらを掴つかんだところで、馴な染じみの声が聞こえてきた。


    「おい、なにやってんだよ！」


    　顔だけで振り返ると、海かい人とと和かず希きがこちらに走ってきている。


    　……いや、和希はのんびり歩いてやがるなあの野郎。


    　駆けつけた海人の身長とガタイを見て怖おじ気けづいたのか、単に人数が同じになって面倒だと思ったのか、俺を掴んでいた手が離れた。


    　立ち上がったコケッコーが睨んできたが、ふっと息を吐いて力を抜いたようだ。


    「あーしらけた。もういいわ。でもおめぇのことは先輩に伝えておくから」


    　よかった、「お、覚えてろよ～」とか言い出したら笑っちゃうとこだったな。


    　俺は引き上げようとするコケッコーの背中に声をかけた。


    「どんな話になってるのか知らんが、七なな瀬せ悠月はそういう女じゃない。俺と清く正しくお付き合いしてるんだから、ちょっかい出さないでくれると助かるな」


    　多分聞こえてはいるんだろうが、ヤンキー三人衆はなにも言わずに去って行った。


    　その姿を見送ってから、海かい人とが口を開く。


    「なーにしてんだよ、朔さく。らしくねぇじゃん」


    「ばかたれ、俺のは計算通りじゃ。お前こそ、状況次第ではあいつらぶん殴るぐらいの勢いで出てきただろ」


    「え、当たり前じゃん？　仲間がやられそうになってるのに手を出さない理由とかある？」


    「やられそうになってねぇわ！　おい和かず希き、これ止めるのお前の役目だろ」


    　ようやく追いついてきた和希がへらへら笑う。


    「悪いわるい、朔が首絞められた瞬間、止める暇もなくすっ飛んでくんだもん。ちなみに健けん太たは自分も立ち上がろうかあわあわおろおろしてたから、とりあえず座っとけって伝えといた」


    「そりゃうれしいな。でも本当に気持ちだけで充分だ」


    　そのときの健太がありありと目に浮かび、肩の力が抜けた。


    　海人は納得いかなそうな表情を浮かべながら口を開く。


    「朔、いまのヤン高だよな。あいつらなのか、悠ゆ月づきの言ってたストーカーって」


    「まあ、いまのところ最有力候補だろうな」


    　和希がそれに続く。


    「うちの中学からもヤン高行ったやついるけど、本気で常識通じないから気をつけたほうがいいよ。ノリで校舎の二階から机落としたり、後輩シメてバリカンで丸刈りにしたりむちゃくちゃだったからね」


    「そりゃこわい、野球部辞めたあとに丸刈りはごめんだ」


    　それを聞いて、海人がにやっと笑う。


    「にしても、お前ってこんなときでもいつも通りなのな。ヤン高三人に囲まれたらちっとぐらいブルったほうが人間味あるぞ」


    「まさか、びびってちびりそうだったよ」


    　それは俺の本心だった。


    　あんな状況で、なんの恐怖心も抱かないほうがおかしい。


    　どれだけ自分の運動能力に自信があろうが、冷静な頭で対処しようが、暴力の香りは問答無用で人の根源的な逃走本能を刺激する。実際のところ、仮に海人たちが来ず、三人同時に飛びかかられてたら、いくらなんでも華麗に成敗なんてできっこないだろう。


    「だけど、男の俺でさえ怯おびえる状況を悠月のところにお届けしていいのかってことだ。どっちかしか選べないなら、答えはひとつしかない」


    「「かっこつけマン」」


    「やかましいわ」


    　海かい人とが肩を組んできた。それはコケッコーと同じぐらい荒っぽかったが、悪い気はしない。


    「ま、必要なときはちゃんと助太刀すっから。俺もこえーけど、見て見ぬふりするぐらいならいっしょに暴れてやるよ」


    　和かず希きがぽすっとやわらかく腹を殴ってくる。


    「そういうこと。ＳＯＳがあったらなるべく早く駆けつけるよ」


    「お前はさっき歩いてただろ忘れてねえかんな」


    　俺たちは顔を見合わせてにっと笑った。
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    　さすがに勉強を再開するという気分ではなかったので、切り上げて帰ることにする。


    　念には念を入れ、俺、悠ゆ月づき、和希、海人が先に出て、他の面々には少し時間を空けてから別行動で帰ってもらうことにした。


    　まだそこらへんにヤン高の連中がうろついているかもしれない。少し調べたらわかることとはいえ、夕ゆう湖こたちも同じグループだと認識される可能性が低いに越したことはないだろう。


    　しばらく歩き、コケッコーたちが見当たらないことを確認してから、和希、海人とは別れた。


    　悠月に事のあらましを伝えるのは気が引けたが、顛てん末まつはすべて見ていたらしい。警戒心を高めてもらうという意味でも下手に真実を隠すのは得策じゃない、か。


    　俺たちは自販機で飲み物を買って手頃な河川敷に下り、それから一連の流れを説明した。


    「──と、いうわけだ。このまま終わるかもしれないけど、しばらくは俺から離れないほうがいい。海人や和希でもいいんだが、あいつらにも自分の部活があるからな」


    　暮れなずむ空が水面に映り、さゆさゆと揺れている。


    　ブレザーを脱いでシャツをまくり、手ごろな石を拾ってサイドスローで投げると、ぼよんぼよんとまぬけに二回だけバウンドしてから、ちゃぽんと小さな音を立てて沈んでいった。


    　まるでその音にびっくりしたかのように、遠くで魚がとぽんと跳ねる。


    「水切り、得意だったんだよ。小学校のときなら五回は余裕だったな」


    　そう言って隣に座ると、悠月はブレザーの袖をぎゅっと握ってきた。


    「……めん、ごめんね、朔さく」


    　その声はわずかに震えている。


    　俺は気づかないふりしてのんきな口調で続けた。


    「なんだよ、昨日優ゆ空あに言われたこと気にしてるのか？　昔から一度はやってみたかったんだよな、『俺の女に手を出すんじゃねえ！』ってやつ。全男の子の憧あこがれシチュエーションだ」


    　悠月は軽口なんて聞こえていないようにふるふると首を振る。


    　袖を掴つかんでいた手が、恐るおそる俺の右手に下りてきて、それからぎゅっと握りしめられた。


    「ごめんね。朔さくにあんなことさせてごめん」


    　おおよそ悠ゆ月づきらしくない態度だった。


    　その理由に思い当たる節がないわけでもないが、いまはわなわなと続く震えを止めたくて俺よりずっと細い手を握り返す。


    「あんなことがしてみたかったんだよ」


    　まるでなにかにすがるように、祈るように、悠月は両手で俺の右手を包み込み、自分の額に押しつける。


    「だけど、朔、殴られそうになってた」


    「まさか。あんなひょろっちーヤンキーのパンチなんて当たるもんか。もういいからしばらく黙っとけ。七なな瀬せ悠月になったら戻ってこい」


    　俺は自分の右手と悠月の顔にばさっとブレザーをかけた。


    　きっとこんなふうに、七瀬悠月が七瀬悠月でなくなってはいけない。


    　たとえどんな背景があろうと、ちっぽけな悪意なんかで失われてはいけない。


    　だからいまの俺は、人ひと気けがない山道で出会った小さなお地蔵さんみたいなものだ。


    　本当に御利益があるかどうかはわからないが、好きなだけ祈って好きなだけ心のよりどころにすればいい。


    　どうせその先は、また自分の足で歩いていくしかないんだから。


    



    　──十分ほどそうしていただろうか。


    　悠月は夏休みの朝を迎えた子どもみたいにがばりとブレザーをはねのけた。


    　とっとと俺の手を離し、うんと背伸びしてから口を開く。


    「カツ丼食べたい」


    「……は？」


    「カツ丼、ヨーロッパ軒の！」


    「なんだよ、やぶからぼうに陽はるみたいなこと言って」


    「なんだよって、福井県民ならこういうときはカツ丼でしょ？」


    　悠月が作りものみたいにかわいらしい表情でにっかり笑う。


    　今日のところはもう、大丈夫そうだ。


    「しゃーない、俺も慣れないことして腹減ったし、付き合ってやろう。東公園のとこでいいか？　もちろん、悠月の奢おごりだな」


    「美少女のぬくもりさんざん堪たん能のうしたんだから、それ相応の対価は必要だと思わない？」


    「逆にその対価がカツ丼でいいのかよ……ふむ、追加のエビフライトッピングでおっぱ……」


    「ばかもん！」


    　悠月が立ち上がる。


    「それにしても、朔さくすごいね。あんなこわそうな相手に堂々としてて」


    「悠ゆ月づきもよく覚えておくといい。すべからく男というのは、股間をほんの四割程度の力で蹴けり上げるだけで停止するという致命的な設計ミスを抱えている」


    「そうなの？　朔も？」


    「いいか、試すなよ。冗談でもやるなよ。ふりじゃないからな」


    「そっかぁ……」


    　悠月はそう言いながら、俺のブレザーを拾ってぱんぱんと叩たたいた。


    「覚えておくね。はい、ご褒ほう美び」


    　俺が着やすいように自分の前で広げてくれる。


    「身体張ったのに、むくわれねぇ……」


    　悠月が持っているブレザーに腕を通すと、両肩に置かれた手にそっと体重がかかり、やわらかな膨らみを背中に感じた。


    　俺の左耳に、あたたかい吐息がかかる。


    「かっこよかった、さんきゅ」


    　悠月はひと言だけ告げると、ふわっと離れていった。


    　……わりと、頑張ったかいはあったかもな。


    「早く行くよー」


    　華きや奢しやで、美しくて、凛り々りしい背中が遠ざかっていく。


    　望む人すべてがああいうふうに生きられたなら、この世界からさみしい子どもが少しぐらいは減るのかもしれない。


    　誰もが強くは生きられない世の中で、それでも強く在ろうと意地を張るその後ろ姿は、とてもきれいに見えた。
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    「──はあぁ」


    　ヤン高の連中とひともめした翌日の昼休み、俺は学食で盛大にため息をついていた。


    「な、なんすか神、これ見よがしに」


    　隣でとうふソーメンをちゅるちゅるとすすっている健けん太たが言う。


    「だってよぉ……」


    　俺は健太の顔をまじまじと見る。


    「はあぁ……」


    「よーしわかった。『なんだって昼休みにこいつとふたりきりで飯食わにゃならんのだ』って思ってるんだな神このやろう」


    　なんだかんだ、男側のつっこみ役としていい感じにチーム千ち歳とせに定着してきたなこいつ。


    　俺がどよんとした目でうなずくと、健けん太たが呑のん気きに応じる。


    「そんなこと目で訴えられたってしゃーないっすよ。テスト期間で放課後会えないからって、みんな部活仲間とかとご飯食べるって言うんすもん。のけ者のぼっちは俺たちだけっす」


    「せめてはぐれ者とか孤高って言えや！　まるでさみしい子たちみたいだろ」


    「事実さみしい子たちなんすよ、じたばたせずに諦あきらめてください」


    「なんか妙に達観しててかっこいいのが腹立たしいな」


    　まったく、昨日からついてない。


    　俺は冷やラーをスープまで飲み干し、ふと思い立ったことを尋ねる。


    「健太、昨日のあれ見てたよな？」


    「もちろん。ガラス越しでもびびりすぎて心臓壊れるかと思いました。うちの中学でもああいうこわい人たちいたんですよねー。俺は地味すぎて逆に目つけられませんでしたけど」


    「ああいうやつらって、ストーカーとかすると思うか？」


    　昨日ヤン高の連中と正面切って話した俺の率直な疑問だ。健太にまだ細かな会話の内容までは伝えていないので、偏見を交えない客観的な意見が聞いてみたくなった。


    「確かに、どっちかっていうと実力行使でものにする的なイメージはありますけど……そもそもの性癖、もしくは情報収集、とか？」


    　どちらも意外な単語だったので、黙って先をうながす。


    「可能性があるとしたら、の話ですけど。性癖ってのは、つけ回すことそのものに興奮を覚えたり、あるいはストーカーの存在に気づいて怯おびえる相手を少しずつ追い詰めていく過程に刺激を求めている、とかですかね」


    「お前……よくそんな気持ち悪くておっとろしいこと思いつくな」


    　俺の反応に、健太は「ふふん」て感じで眼鏡めがねのブリッジに触れる。


    「伊達にありとあらゆるジャンルのラノベやアニメ、ノベルゲー制覇してませんよ」


    「十八禁に手を出してないだろうな」


    「げほっげほんっ」


    　しかしこれはなかなか面白い発想だ。


    　俺のような人間はどうしても結果ばかりを優先してしまう。


    　仮に最終的な目標が悠ゆ月づきと付き合う、あるいは肉体的な関係を結ぶことだとして、ストーキングよりも効率のいい手段があるのなら当然そっちを選ぶだろうという考え方だ。


    　例えばヤン高のやつらが、想像したくはないが「脅おどして無理矢理付き合う」を最終手段に見据えているなら、わざわざまどろっこしい過程を踏む必要なんかない。


    　けれど、ストーキング自体が性癖ならば、確かに話は別だろう。


    　水を飲んで落ち着いた健太が続ける。


    「情報収集ってのはそのまんまですけど。まぁ一番わかりやすいのは弱みを探しているとかですかね。人に言えないような秘密を握れば、同じ脅おどすにしても暴力より問題になりにくい」


    「健けん太た……お前のこと怖くなってきたわ。じつは仲間になったふりして俺がヤリチン糞くそ野郎だって証拠を探してるんじゃないだろうな」


    「それ証拠必要あるんか？」


    　冗談はさておき、これまたもっともな話だ。


    　少し、ストーカーという言葉にまどわされすぎていたかもしれない。その目的に関しても、手段についても。単純につけ回しを警戒してればいいってわけでもなさそうだ。


    　そんなことを考えていると、かたんと、俺の右隣にお盆が置かれた。


    　そもそも八人掛けテーブルの端に健太と並んで座っていたので、他の生徒が来たってなんらおかしなことはない。にしたって、せっかく他六人分のスペースも全部空いているんだから、もうちょっと広々使えばいいのになと思う。


    「千ち歳とせくん、だよね？」


    　俺が考え事を進めようとしていたら、隣の人物が話しかけてきた。


    　どうやら、用事があったからわざわざ近くに座ったらしい。


    　そちらに目をやると、なかなかに見目の整った好青年が座っていた。しわひとつないシャツ、嫌みにならない程度に着崩した制服、さらさらの髪にさわやかな笑顔。
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    　タイプでいうと和かず希きに近いかもしれないな。


    「あ、ごめんいきなり」


    「それはかまわないけど……知り合いだっけか？」


    　そこそこ目立つ容姿だから見覚えはあるが、多分直接しゃべったことはないはずだ。


    「いやぁ、こっちは千ち歳とせくんのことよく知ってるけど、残念ながらいままで直で関わったことはないよ。あ、朔さくって呼んでもいい？」


    　好青年がさわやかに笑う。


    「おう、お好きに。ええと……」


    「七組の成なる瀬せ智とも也や。智也でいいよ、朔」


    　なんか女子の好感度高そうで腹立つやっちゃな。


    「智也ね、オーケー。こっちは山やま崎ざき健けん太ただ」


    　健太が「っす」と小声で言いながらぺこりと頭を下げる。五組のクラスメイトにはかなり慣れてきたみたいだが、初対面でこの軽いノリはさすがにまだ早いらしい。


    　智也は健太のほうを見て、もう一度俺を見た。


    「なんか風のうわさで聞いたよ。引きこもりだったオタクの男の子を学校に連れ出したんだって？　えらいよね、ほんと」


    　健太が所在なさげにしていたので、俺は「それで」と会話を切る。


    「なんか俺に用か？　告白なら勘弁してくれよ」


    「えぇっと、そうなんだけど、って告白のほうじゃなくてね……ごめん、山崎くんはちょっと席を外してもらってもいいかな？」


    　なにやら人に聞かれたくない話らしい。


    　健太は、「も、もちろん」と席を立とうとしている。


    「智也、悪いけど健太と飯を食ってたんだ。口の軽いやつじゃないから、誰かにばらしたりはしないぞ。それでも聞かれたくないってんなら、そっちが機会を改めてもらってもいいか？」


    　そう言うと、智也は少し驚いたような顔をしてから、「だね」と口にした。


    「確かにいまのは僕が悪かった。山崎くんも申し訳ない」


    「い、いや、俺は先に戻ってても全然いいから」


    　俺は健太に「いいから座ってろよ」と告げる。


    「それで、どうした？」


    　智也はいままでの軽いトーンとはうってかわって、深刻な面持ちで口を開く。


    「その、いきなりこんなこと聞くの失礼だとは思うんだけど……七なな瀬せ悠ゆ月づきさんと付き合ってるっていうのはほんとなの？」


    　なるほどなと、俺は思った。


    　当然、こういうやつも出てくるわけか。


    　智とも也やほどのルックスと好感度なら現実的に悠ゆ月づきを狙っていても不思議ではないし、先を越されたと思いつつ、万が一の可能性にかけて直接確認しないわけにはいかなかったのだろう。


    　少し申し訳ないとは思いつつ、俺は悠月との約束を優先させる。


    「ああ、本当だよ。俺もそろそろヤリチン糞くそ野郎を卒業しようかと思ってな」


    　智也は肩を落とし、わずかに逡しゆん巡じゆんを見せるが、話を続ける。


    「こんなことを言うのが失礼なのはわかってるし、勘違いだったらぶん殴ってくれてもかまわないんだけど、ふりってわけじゃないんだよね？」


    「俺と悠月じゃ不釣り合いか？」


    　目の前の好青年は力強く首を振る。


    「そうじゃない。むしろお似合いすぎるぐらいにお似合いだと思う。けど、僕の知ってる七なな瀬せさんって、なんというか、普通に彼氏つくるタイプじゃないように思えて……」


    　まあ、あながちその観察眼は間違っていないな。


    「先に確認しておきたいんだが、智也は悠月が好きってことでいいか？」


    「……入学式のときから」


    　うつむきがちに一度言葉を句切り、意を決したように俺の目を見る。


    「入学式のときに一目惚ぼれして、それからずっと。向こうもこっちを認識ぐらいはしてくれてると思う。半端な気持ちじゃないんだ。だから、万が一にもまだ可能性があるなら、それだけは知りたくて……ごめんほんと、気分悪いよね」


    　俺はなんとなく健けん太たを見たが、向こうも困ったような顔でこちらを見ていた。


    　どうしたものかな、と俺は思う。


    　悠月と契約はした。それは確かに守られるべきものだし、仮に真実を伝えたところで、智也に付き合える可能性が生まれるかどうかはかなり微妙なところだ。だからといって、ひとりの男の恋心を、こちらの一方的かつ現実的な都合でごみ箱に捨ててしまってもいいのだろうか。


    　──ひとしきり悩んでみたが、結局は俺の甘い部分が勝った。


    「智也、口は堅いほうか？　秘密を漏らしたり悪用したら、それ相応の報いをうける覚悟はあるか？　言っておくけど冗談じゃないぞ。俺はやられた分はきっちりやり返すタイプだからな」


    　ひと呼吸も置かずに、智也が答える。


    「そんなこと、するわけない。話したばかりの朔さくにこんなことを言っても仕方ないけど、七瀬さんへの想いはそんなに軽薄じゃないつもりだ」


    　ふぅと、俺は息を吐いた。


    「わかったよ、誓って口外無用だぞ。確かに俺と悠月はとある事情があって、付き合ってるふりをしている。その理由は、なにか特別な事情でも生まれないかぎりこの先聞かれても明かすことはないから勘弁してくれ。これでいいか？」


    　智也の顔がぱっと明るくなった。


    「もちろんだよ！　そっか、そっかぁ……」


    　膝ひざの上で、何度もガッツポーズを繰り返す。


    「それでさ、ついでといってはなんだけど、もうひとつお願いしたいことが」


    「お前さわやかな顔して意外と図々しいな。健けん太たじゃあるまいし」


    　俺が「なぁ？」という視線を健太に向けると、そっぽ向いて下手くそな口笛を吹いている。


    　智とも也やがくすっと笑った。


    「山やま崎ざきくんといっしょにされるのはちょっと心外だなぁ。それはそうとさ、朔さく。どうすれば七なな瀬せさんと付き合えるか、ひとつ伝授してくれない？」


    「いきなり要求上がったなこのすかしフェイス！　言っておくが、俺は今日話したばっかりのお前よりも、悠ゆ月づきのほうがずっとずっと大切だ。あいつの好きな男のタイプだとか、そういうことはいっさい教えないぞ。フェアじゃない」


    　まぁ、聞かれたところでそんなもん知らんけど。


    「朔はそう言う気がしてたんだよねぇ。じゃあさ、たとえば今日七瀬さんとどんな話したとか、差し障りのない範囲で教えてくれるのは？　その情報から自分で考えるからさ。世間話なら、友達として不思議じゃないでしょ？」


    　その程度なら、確かに問題はないか。


    　教えたくない情報は俺が遮断すればいいだけだ。


    　つーか、なんかいいようにこいつのペースに乗せられてるな。


    「ついでに」と智也が言う。


    「まだあんのかよ。聞いてもないのに次から次へとおまけをつけてくるテレビショッピングみたいなやつめ」


    「まあまあそう言わずに。朔ってモテるじゃん？　だからその、七瀬さん関係なくでいいからアドバイスというか恋愛指南……的なことしてくれるとうれしいなって」


    　おいおい、また指南パターンかよ。


    　思わず健太にジト目を向けると、音の出ない口笛吹きながら鶏ささみスープの入ってたランチジャーをハンカチで拭ふいてるいやほんとなにやってんのお前。


    　俺はきらきら輝く智也の目を見て、ぐったりうなだれた。


    「あのな。俺は確かにモテる。そりゃあ健太の人生百回分ぐらいはモテる。だけど、恋愛テクニックなんて知らんぞ。好きに生きてたらいつのまにかモテてたんだ」


    「だから、恋愛面におけるその好きな生き方を教えてよ。それが朔のモテる秘ひ訣けつなんでしょ？」


    　智也は無邪気そうな笑顔を崩さない。


    「まさかとは思うけど、恋愛相談することでライバルひとり潰つぶせるとか考えてないよな？　お前に遠慮して俺が悠月と本当に付き合うことはなくなるだろうとか」


    「え？　違うの」


    「甘えんなアホ。人がいつどうやって恋に落ちるのかなんて誰にもわからん。恋愛指南している最中だろうが悠ゆ月づきとデートもするし、好きになったらガチで付き合うぞ。今日出会ったお前よりも悠月のほうが大切だって言ってるだろ」


    「それは残念。でもいいや、オッケー」


    　わりかし悩んでもいいところだと思うんだが、ここまで軽いと、健けん太たとはまたべつの意味で腹立ってくるな。


    「……わぁーったよ！　俺の負けだ。いろいろと忙しい時期だから、最低限の相手しかできないからな？」


    　智とも也やはにかっと笑って右手を差し出してきた。


    　俺はその手をしっかりと握った。
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    　LINEのIDを交換して智也が去っていったところで、俺たちも食器を返却し、教室へ戻ることにする。昼休みはまだ三十分ほど余っていたが、どうせだべってるだけならわざわざ食堂でなくてもいいだろう。


    　校舎へと続く渡り廊下を歩きながら、健太がようやく口を開いた。


    「よかったんですか、神。七なな瀬せさんとの約束もそうですけど、ただでさえいまはいろいろ手が離せない時期なのに」


    「俺の心配とは成長したもんだな」


    　からかうように言うと、気色悪いジト目を向けてくる。


    「それに……俺のときと比べて、ずいぶんあっさり引き受けるもんですね。まずは正論で徹底的に反抗の意思を刈り取ってから、茫然自失としているところを洗脳するんじゃないんすか？」


    「なんだよ、野郎の嫉しつ妬ととか冗談じゃないぞ。ありゃお前が無駄な抵抗するからだ。それに、ちょっと思うところもあってな」


    　確かに面倒ごとが増えたのは間違いないけれど、ある意味ではどちらも悠月絡みだから新たな労力は最低限ですむ。


    　それに、智也が俺にどこまでを期待しているのかわからないが、健太のリア充指南と違って恋愛なんて基本的にテクニックでどうなるものではない。「相手は誰でもいいから不特定多数の女の子にモテたい」という目的、つまり数撃ちゃ当たる作戦なら多少は教えられることもあるだろう。しかし、あのルックスと性格ならそんなラインはとっくにクリアしているはずだ。


    　まして、相手は七瀬悠月。


    　俺でさえ掴つかみきれない人間の攻略法を教えられるわけなんてないし、おそらくだが、智也もそれは理解しているように思える。


    　最大の目的は悠ゆ月づきに近い俺に近づき、相対的な距離を縮めることだろう。まあ、友達の友達が友達になればいいなってやつだ。それに加えて俺にもできることがあるとすれば、「そのやり方じゃ絶対に悠月はなびかない」というＮＧ行動を教えることぐらいだろうか。


    　隣を見ると、これ以上広げる話題でもないと思ったのか、健けん太たはなにやらスマホでLINEのやりとりをしている。相手は多分チーム千ち歳とせの誰かだろうが、ついこのあいだまで５ちゃんねるやら学校裏サイトばかり見ていたのだから、大きな進歩だ。いつのまにか、学校でこいつが隣を歩いていることにもすっかり違和感がなくなっていると気づき、思わず苦笑する。


    「あ、神。戻る前にちょっと付き合ってもらってもいいっすか？」


    「いいけど、なんだ？」


    「いや、そこの生物室にちょっと忘れ物しちゃって」


    「かまわんが、今日の授業で生物室なんて使ったっけか？」


    「いいからいいから」


    　なぜだか健太はぐいぐいと俺の背中を押してくる。


    「ほら神、ドア開ける」


    「なんだってんだよ、うっとうしいな」


    　渋々生物室のドアを開けたところで、後ろから健太に思いきり突き飛ばされた。


    　たたらを踏みながら二、三歩教室に入ると、背後でぴしゃんとドアの閉まる音がする。


    「っざけんな、なんだっつーの」


    　悪態をつきながら顔を上げると、そこには。


    　──二匹の鬼が待ち構えていた。


    　満面の笑みを浮かべながら仁王立ちをしている夕ゆう湖こ、慈愛に満ちた表情でなぜか黒板用の大きな三角定規を構えている優ゆ空あ。


    　なんの要件か一瞬で察した俺が慌てて振り返ると、ドアの窓ガラス越しに合掌している健太が見える。


    「てめぇこらっ、はめやがったな！！」


    　健太はてけてけ一目散に走り去っていく。


    　俺は恐るおそる、ゆっくりじんわりしみじみと振り向いた。


    「さーくっ♡」


    「朔さくくん♪」


    　二匹の鬼がにっこりと微ほほ笑えみ、


    「「ちょっとそこ座れ」」


    　──あかん俺死んだ。後悔の多い一生だった。
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    「それで朔さく、言い訳したいことある？」


    　夕ゆう湖こがにこにこしながら詰め寄ってくる。


    　そのあいだに優ゆ空あがさらっと入り口の鍵を閉めた。


    「そ、そもそもなんの話カナ？」


    　俺は思いきり目をそらしながら応えて、手頃な椅い子すに腰かける。


    「えいっ」


    「イタイッ！？」


    　背中に鋭利ななにかが突き刺さったので振り向くと、優空が三角定規を突きつけていた。


    「誰が椅子に座っていいって言ったのカナ？」


    「……え？」


    「おちょきん！（注：正座！）」


    「はいぃッ！」


    　俺が慌てて正座すると、優空は三角定規を手のひらにぱちぱちと打ちつけながら口を開く。


    「私、朔くんになんて言ったっけ？　なんの話かはわかるよね？」


    「えと……自分が狙われるならかまわないという考え方はよくないとおっしゃってました」


    「うんうん、で？」


    「昨日の件については本当に申し訳ございませんでしたっ」


    　まじで心から深々と頭を下げた。


    　そんな俺の前に夕ゆう湖こがしゃがみこむ。


    「朔さく、昨日私たちがどんな思いで見守ってたのかぜんぜんわかってない。ヤン高の人たちに殴られちゃうんじゃないかって、すっっっっっごく心配したんだからね」


    「いや、その、ほんとごめん」


    　夕湖や優ゆ空あの言う通りだ。


    　一連の出来事に関して、俺は俺なりに合理的な行動をしたつもりだし、間違っているとも思っていない。だけど、そのなかに自分の心配も、自分を心配してくれている誰かの心配も含まれてはいなかった。


    　夕湖の声色が少し優しくなり、さらさらときれいな髪が流れる。


    「あのね、朔。私みたいなばかでも、ああいう人たちと話し合いだけで終わらないことがあるっていうのはわかるよ。殴って殴られってしなきゃ解決しないことも、もしかしたらあるのかもしれない」


    　そこで言葉を句切り、大きく息を吸い込んで「で、も！」と再び語気を強めた。


    「そのときは、『誰かを守る』とか『絶対に生きて帰る』とか、ちゃんとそういう大事なものをもってなきゃ駄目なのです！　『こうしときゃいいんだろ』みたいな態度じゃ駄目！」


    　やっぱり勝てないなー、と思う。


    　俺のとった行動だけを見れば、「悠ゆ月づきを守るため」のものにほかならない。けれどきっと、夕湖が言ってるのはそういうことではないのだろう。その想いに突き動かされた結果なのか、単なる最適解の選択なのか。ふたつは似ているようで、とても遠い。


    　山奥の誰も知らない湖みたいに透き通った瞳ひとみは、こうやって俺のちっぽけな部分なんか全部見抜いてしまう。


    　優空も夕湖の隣に座り込んできた。


    「悠月ちゃんに聞かれると気を遣わせちゃうからここにしたけど、もう一回言うね？　助けたいって気持ちはいっしょ。だからって、代わりに朔くんが傷ついていい理由にはならない」


    　優空がその手を俺の喉のどにそっと伸ばしてきた。昨日、襟元を掴つかまれた勢いでこすれ、少し赤みが残っている部分にやさしく触れる。


    「もしも、本当にそれしか手がないときは、話してよ。納得したら、せめて黙って見ていることしかできない痛みに、私たちも耐えるから」


    「……わかったよ、約束する」


    　俺がそう言うと、優空も夕湖も美しく笑った。


    　どうやら、許してもらえたらしい。


    「それはそうと、ふたりともさっきからパンツ見えそ──ごめん優空ちゃん頸けい動どう脈みやくきゅいっとしないで」


    「まったくあなたって人は」と言って、優ゆ空あは右手の小指を差し出してきた。


    　夕ゆう湖こがその隣に左手の小指を重ねる。


    「朔さく、指切りげんまん。嘘うそついたらもう嫌いになっちゃうんだから」


    　俺は静かに、でも確かに、そのやさしい二本の指と約束を交わした。
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    　放課後、悠ゆ月づきは週末の試合に向けての簡単なミーティングがあるそうなので、それを待つあいだの時間を潰つぶそうと、文庫本を尻しりぽっけにつっこんで屋上へ向かう。


    　ドアノブをひねってみると、珍しいことに鍵が開いていた。


    　蔵くらセンかと思ったが、他の先生だったら言い訳が面倒なので、音を立てないようにほんの少しだけ、そっとドアを開けてみる。


    「～～～～♫」


    　数センチばかり光が差し込んでくる隙すき間まから、まるで廃墟になってしまった世界の片隅で響くような、ハスキーでどこか儚はかない歌声が聞こえてきた。


    　──初めて聞いたな、あの人が唄ってるの。


    　きっとこれ以上ドアを開けたら途切れてしまうから、しばらくじっとしたままで、俺は流れてくるメロディーに耳をすます。『ギルド』というその古い曲を、俺は去年飽きるほどにリピートしていた。


    　きっちり一番を唄いきったところで、ゆっくりと最後までドアを開ける。


    　きぃと音が鳴り、案の定、歌声が止まった。


    「ブラボー。アンコール、お願いしてもいい？」


    　塔屋の上に立っていた明あ日す姉ねえこと、西にし野の明あ日す風か先輩は、俺の姿を認めると珍しく動揺したそぶりを見せた。はっとして表情を取り繕つくろい、それでも隠しきれない照れくささで顔をそむけ、最後はやけになってこっちを睨にらんでくる。


    「屋上は許可のない生徒の立ち入りを禁じています」


    　あげく、つんとすましてそんなことを言った。


    　こんなふうに不意を突かれた明日姉の顔が見られるのは貴重なので、俺は微ほほ笑えましくてついつい口角が緩んでしまう。


    　ポケットからかちゃりんと、屋上の鍵を取り出して顔の前に掲げる。


    「知らなかった？　二代目屋上掃除係は俺だ」


    「……蔵センめぇ。わざと私に黙ってたな？」


    　俺はとんとんとんとはしごを登った。


    　明あ日す姉ねえはふてくされたように、端っこで体育座りをしている。


    　俺は、変な癖がつかないように文庫本を抜いてからその隣に腰かけた。


    「なんでも蔵くらセンは、自分がもったクラスのなかでも特別に優秀で特別にたちの悪い人間にこの鍵を渡そうと決めたそうな」


    　ふふんと笑ってそう言うと、明日姉はぶあっとこちらを向いた。


    「ちょっと待って、そんな話聞いてないよ。私のときは──」


    　思わず口走ってから慌てて口ごもったようだったので、俺は話題を変えた。


    　あのおっさんのことだ。どうせその場の適当な思いつきを口走っただけだろう。


    「明日姉、きれいな歌声してるね」


    「君、いま上手に気を遣ったつもりかもしれないけど神経逆なでしてるからね？」


    　あーもう、と明日姉はつるんときれいな膝ひざ小僧のあいだに顔を埋めた。
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    「唄うの苦手なんだょ、昔から」


    　まるで小さな子どもみたいにそんなことを言う。


    「俺はもう一度聴きたいと思ったけど。大好きなんだ、あの曲」


    　同じ曲を、同じぐらいのボリュームで口ずさむ。


    「……遺憾」


    「なにが」


    「なんかいい感じで釈然としない」


    「明あ日す姉ねえもいい感じだったってば」


    「つーんっ」


    　まったく、天気雨みたいな人だ。


    「この曲、ていうかアルバム、明日姉が貸してくれたんだよ。覚えてる？」


    　ようやくこちらを向いてくれた。


    　屋上のてっぺんで吹く気持ちのいい風が、彼女の短い髪をすいすいと泳がせる。気ままな野良猫みたいな目がきゅっと細まり、薄い唇が三日月を描く。左目の泣きぼくろは気の早い一番星といったところだろうか。


    「もちろん。きっと、君は気に入ると思ってた。風来坊の猫みたいな顔してたから」


    　心のなかでつぶやいた猫という表現が重なり、うれしいやらくすぐったいやらで複雑な気分になる。俺に関しては、猫っていうより野良犬のほうが近かったように思えるけど。


    　あの日、おおよそ女子高生らしくない一筆箋せんにしたためられた美しい文字列とともに渡されたＣＤに、俺はずいぶんと救われた。


    　明日姉は頬ほおにかかった髪を小指ですくいながら続ける。


    「とくにこの曲は、なんだか君を思い出すんだよね」


    「……そっか」


    　これ以上深掘りするのも野暮なので、話題を変える。


    「明日姉、いつものやっていい？」


    「君の進路相談だ？」


    「せめて告解とか言ってくれるとかっこつくんだけどなぁ」


    　それから俺はいつも通り、ここ最近にあった出来事について話した。


    　もちろん、悠ゆ月づきに偽物の恋人を頼まれてから昨日までに起こったすべてだ。この人は永世中立国みたいなものなので、そもそも話していい話題、いけない話題を区別することがない。


    　ひと通り話を聞き終えた明日姉は、俺が手元に置いていた文庫本を手に取り、ぱらぱらとページをめくる。


    「だから安部公房の『箱男』？」


    「だから、ってわけでもないんだけどね。なんとなく読みたくなってさ」


    　ぱた、と本を閉じた明日姉がつぶやいた。


    「──君がとても素敵で不確かなところはね」


    　どこか優しい声色が響く。


    「なんでも自分ひとりでできると思い込んでいて、事実なんでもできてしまうところだよ」


    　俺はその言葉をゆっくりと呑のみ込んでから口を開く。


    「じつは今日、夕ゆう湖こと優ゆ空あにもちょっと似たようなことを言われたよ。それは誰かを傷つけないために自分が傷つくならかまわないっていう考え方についてだったけどね」


    　言いながら自分でださいなと思って苦笑した。


    　明あ日す姉ねえもおんなじようにくすっと笑う。


    「君の生き様には、いつでも誰かがいるようで、本当は自分しかいない。だけどいつでも自分しかいないようで、本当は誰かがいるの」


    　それは、確かに不確かな在り方なのだろう。


    　俺がなにかを言いかけるよりも早く、明日姉がつぶやく。


    「きっと、夏の日の縁側で唄う風鈴みたいなものだよ」


    　いかようにでも受けとれる言葉だった。


    　孤独にも団らんにも、優しさにも冷たさにも、強さにも弱さにも、そして、幸せにも哀しみにも。解釈の余地ばかりが飽和して、選択の余地をもたない。


    　まさに、俺そのものみたいだ。


    　がちゃりと、下のほうでドアの開く音がした。


    　どうやら、今日の進路相談はここまでらしい。


    「朔さくー？」


    　悠ゆ月づきの声に俺は立ち上がって手を上げた。


    　隣で涼しい顔をした明日姉も立ち上がる。


    「ごめん、取り込み中だった？」


    「いや、ちょうど終わったところだよ」


    　先に明日姉が、続いて俺がはしごを下りた。


    「悠月、紹介するよ。三年の西にし野の明あ日す風か先輩。明日姉、さっき話した七なな瀬せ悠月」


    　俺がそう言うと、悠月はサバンナでペンギンに出くわしたというような顔で少し固まったあと、慌てて明日姉に向かってぺこりと頭を下げた。


    　こちらはいつも通り、つかみどころのない表情の明日姉が悠月に話しかける。


    「はじめまして、七瀬さん。そこの君から教えてもらったけど、とてもややこしい状況にいるみたい。初対面の部外者に心配なんてされたくないだろうから、ひとつだけ。どうか目をつむらないで」


    「それって、どういう……」


    　悠月の反応はもっともだった。


    　俺にもその言葉の意図するところはよくわからない。


    　明日姉は俺のほうを見る。


    「話を聞くかぎり、七瀬さんは君だから」


    　俺と悠月は顔を見合わせる。


    　悠月と似たタイプだということは自覚していた。だけどきっと、この人の言葉にはもっと違う意味が込められているのだろう。


    　それだけ言って立ち去ろうとする明あ日す姉ねえの背中に、悠ゆ月づきが「あのっ」と声をかける。


    「西にし野の先輩と朔さくは、どういったご関係なんですか？」


    　それはとても普通の女の子みたいで、七なな瀬せ悠月らしからぬ質問だった。


    　そんなものはあとから俺に聞けばいいことだし、聞かれたら隠すつもりもない。


    「私の答えが聞きたかったんだね？」


    　明日姉は大人びた笑みでそう答えてから、とたんに幼い仕草で「うーん」と考え込む。


    「そうだな。きっと七瀬さんが想像しているよりも、もう少し難解で、もう少し気が利いていて、それから──」


    　いたずらを覚えたての子猫みたいに無邪気な笑みを浮かべて言った。


    



    「もう少し、危機感を高めておいたほうがいい先輩と後輩、かな？」


    



    「「なっ」」


    　ぴゅうと、言いたいことだけ言ってあの人は、風のように走り去ってしまった。
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    「──どういったご関係で？」


    　そんで、当然こうなる。


    　いいこと言ってるときは忘れそうになるけど、基本的に明日姉は自由で奔放な人なのだ。こっちの都合でコントロールなんて利くわきゃない。


    　帰り道、隣を歩く悠月はなんだかぷりぷりしている。


    　まあ、町をてくてく歩いていたら、空からいきなり冷たい水のたっぷり入ったバケツが降ってきたみたいなものだ。まんまとしてやられた感じが、たいそう気に入らないのだろう。


    「明日姉が言ってただろ。ただの先輩と後輩だよ」


    「そんな言い方をしていた記憶はないけど？」


    「フクザツナカンケイナンデス」


    　悠月はエナメルバッグを思いきりぶんと振ってぼすんと俺の尻しりに当てた。


    　それで少し気が晴れたのか、しみじみとつぶやく。


    「少し、意外だったな」


    「なにがだ？」


    「朔に、ああいう人がいること」


    　じぃっと、なにかを確かめるように俺の目を見つめてくる。


    「ああいう人って、どういう人だよ」


    「朔さくにとって特別で、その特別な誰かにとっても朔が特別だと思えるような関係を築いてる相手ってこと」


    「まさか。明あ日す姉ねえにとってはちょっとした退屈しのぎみたいなものだぞ」


    　それは謙遜でも自嘲でもなんでもなく、ただの本心だった。


    「朔はどうでもいい相手を姉なんてつけて呼ばないよ。それに……」


    　悠ゆ月づきはふうと息を吐いた。


    「気づいてないの？　西にし野の先輩、私のことは七なな瀬せさんて呼ぶのに、朔のことは君としか呼んでなかった。本来なら『千ち歳とせくん』とか『彼』って言うべき場面でさえ、『そこの君』。そんな相手が、特別じゃないわけないでしょう」


    　正直なところ、そう言われてはっとした。


    　考えてみれば、第三者がいる状況で明日姉と話したのはこれが初めてだった。


    『君』という呼称は、明確に先輩と後輩の線を引かれているような気がしてずっと引っかかっていたが、もしかするとそれ以外の、明日姉なりの意図があるのかもしれない。


    　ただしその理由は色恋とかそういうんじゃないと、どうかそうであってくれるなと思う。


    　俺は茶化すように言葉を返した。


    「急に出てきたライバルキャラにジェラシーだなんて、悠月も少しは彼女らしくなってきたじゃないか」


    「そうかもだね」


    　いつもの調子でやり返してくるかと思ったら、想像よりも繊細な響きが戻ってきた。


    「多分、自分の立ち位置だと思ってたんだろうな……うん、きっとそうだ。朔の本質を理解して、同じ目線で話すことができるのは七瀬悠月だけだって、そんなふうに思ってたんだ、私は」


    「あながち間違ってないぞ。実際、悠月ほど俺に似ているやつはいないと思う」


    「そうじゃないんだよ。私もそれなりに女の子だったんだなって話。朔のこと好きになったってたわいのない意味じゃなくて、特殊な相手の隣にいられるのは特殊な自分だって、どっかで誇ってたんだろうな」


    「あのな、七瀬……」


    　言いかけた俺の唇に、悠月が人差し指を当てた。


    「そう、私は七瀬なんだよ、千歳。恋以前で友情未満の、私の特別は相手の特別じゃないかもしれないっていう、ただそれだけのちっぽけな感情。自分だけが違うんだと思っていた女の子の、小さな敗北」


    　俺は……言葉が出なかった。


    　軽い冗談でかわしたかったのに、それができなかった。


    　なぜなら、悠月と同じことを考えていた自分に気づいてしまったから。


    　きっと悠ゆ月づきにとって俺は特殊で、特殊な悠月のそばに立ち、すべてを共有して守ってあげられるのは俺なんだと、無意識のうちにそう、思っていたから。


    　もしも悠月に俺よりも心許した男がいると知ったなら……これは、そういう話なんだと理解する。理解したら、どうしてだか心の隅っこが苦しくなって、また理解した。


    「ねぇ、朔さくは孤独な人なんだと思ってた。私とおんなじように」


    「悠月は孤独な人だと思ってたよ。俺と同じように」


    「私たち、自分で考えてるほど器用でも合理的でもないのかもね」


    「あるいは、な」


    　すいっと、俺の前に悠月が手を差し出してくる。


    「通せんぼか？」


    「あのね、これが手をつなごうって意味以外に見えるのなら、これまでの人生に深刻なバグを抱えてると思うよ」


    「なんでまた急に」


    「そうしたら少しは特別になるのかなって」


    「やめとけ、くせになる」


    「ちぇっ」


    　そうして俺たちは、どこにでもある普通の男女らしい距離でしとしとと歩き続けた。
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    　二十分ほどかけて、俺たちは悠月の家に着いた。


    　自分では「一般家庭」と表現していたが、おそらくここ十年以内に建てられたのであろうその家は白々と立派な佇たたずまいで、駐車場には誰でも知っているようなドイツメーカーの車が駐められている。


    　その隅っこで所在なさげにぽつんと立ち尽くすマウンテンバイクの鍵を外し、俺はポストの中を確認している悠月に声をかけた。


    「じゃ、帰るわ」


    「うん、今日もありが……」


    　届いていた郵便物にぱらぱらと目を通していた手が、ぴたりと止まる。


    「待って！　朔」


    　その声にどこか切実な響きを感じたので、俺はマウンテンバイクからおりた。


    「これ……なんだろう」


    　悠月が渡してきたのは、飾り気のない白い封筒だった。宛名も送り主も記載されていなければ、封すらされていない。なにかの間違いでなければ、誰かが直接この家のポストに放り込んだものだろう。太陽に透かしてみると、ぼんやりと四角いシルエットが浮かび上がった。


    「手紙……いや、写真か。中、確認するぞ」


    　折り目や汚れひとつないまっさらな純白が、いまはかえって気持ち悪い。


    　まるで購入したばかりの封筒にこの場で中身を入れたような潔癖さが伝わってくる。手のひらの上でひっくり返すと、やはり写真らしきものが何枚かすとんと落ちてきた。


    　悠ゆ月づきに見えない位置で写っているものを確認すると、ずいぶん親しみのある顔が並んでいた。


    「朔さく、見せて」


    　やめとけって言っても、きっと納得しないんだろうな。


    　俺は黙って三枚の写真を手渡した。


    「私と……朔」


    　図書館でいっしょに勉強している写真、河川敷を登校中の写真、問題なのは最後の一枚だ。


    　駅前の喫茶店で、俺と悠月がエッグベネディクトを食べている、写真。


    「どうやら、勘違いじゃなかったみたいだな」


    「……そっか」


    　あの日、あの時間、俺たち以外に客はいなかった。構図から考えても、店の外から撮影したのだろう。俺はすっかり悠月との会話に集中していたし、悠月自身も、まだ本気で警戒していたわけではなかったはずだ。その気になれば盗撮なんてちょろい。


    「昨日撮られた二枚。図書館は学生が多すぎて特定不可能。タイミング的にヤン高の連中がいちばん怪しいけど、証拠にはならない。河川敷も同じくだな。ちとうかつだった、思ったより手が込んでる」


    　しょっちゅう盗撮され、「ヤリチン糞くそ野郎が○組の○○さんを口説いてやがった死ね」なんて学校裏サイトに上げられている俺と違って、それなりにショックが大きいだろう。


    　自分が意識していないところで他人から意識的に見られていることへの自覚は、きっと悠月にもあるはずだ。これまでの人生で、知らない男たちから心当たりのない愛情を山ほど投げつけられてきただろうから。


    　しかし、写真というのはそういう他人の視線を切り取り、強制的に共有させられるツールだ。


    　あのとき、どこかの誰かが、自分をこんなふうに見ていた。


    　そんな感覚の芽生え、どう考えたって気持ち悪いに決まってる。


    「なかなかきれいに撮れてるじゃないか。モデルへの愛を感じるな」


    　俺がにやりと笑ってそう言うと、悠月はちょっとだけ表情をやわらげた。


    「なかなかきわどいよ、それ。だいたい、朔は他に気にすることがあるでしょ」


    　なにを指した言葉なのかは考えるまでもない。


    「まったく、いい男が台無しだな。羽根つきで負けたわけでもあるまいし」


    　どの写真に写っている俺の顔にも、カッターかナイフのようなもので×印が刻まれている。おまけに全身が赤色のマジックでぐりぐりと塗りつぶされ、我ながらかわいそうなことになっていた。河川敷の写真裏には、『イマスグワカレロ』と書かれている。筆跡を隠すためだろうが、その文字は妙に角張っており、恐怖よりも先に失笑が漏れてしまった。


    「ふーむ、カイワレダイコンと並べたら美お味いしそうだ」


    　俺がそう言うと、悠ゆ月づきもつられるようにぷっと吹き出す。


    「あなたって、深刻な物事をしょうもないジョークに貶おとしめる天才なのね」


    「そう褒ほめてくれるな、照れる」


    　おそらく、ここまで明確な攻撃をしてきたのは今回が初めてだろう。そうでなければ悠月が情報として俺に伝えているはずだし、こんなに驚きもしないはずだ。


    　考えるまでもなく、理由はご丁寧に書き記してくれている。


    　端的に、俺と悠月が付き合い始めたことが気に食わなかったのだ。それがただのふりだと知っているのは、俺の仲間を除けばなりゆきで教えることになった智とも也やだけ。ほとんどの人間にとっては、疑う余地すらないと思う。


    　さて、喜ぶべきか後悔するべきか。


    　もともとストーカーの存在をはっきりさせることは目的のひとつだった。そういう意味では、向こうが焦って極端な行動に出てくれたのは計画通りと言える。


    　悠月が期待していたように彼氏の存在を知って諦あきらめてくれるならこれで解決だったのだが、どうやら怒りをぶつけるタイプのようだ。


    　写真のなかの千ち歳とせくんに対する仕打ちはいかにもヤン高らしい短絡的なやり口に見える。かと思えばしっかり筆跡を隠すあたり、最低限の頭は回るらしい。


    「悠月、大丈夫か？」


    「王子様、普通は最初にそれを確認するもんじゃないかしら？」


    　そりゃそうだ。


    「大丈夫じゃないよ、気味が悪い。だけど、いっしょに確認したからか、置かれている状況のわりにショックは小さいほうかな。なんか恨まれてるのは朔さくっぽいし」


    　悠月はからかうように俺の肩をつつく。


    「皮肉が言えるなら上等だ。まあ、盗撮っていっても着替えとかじゃなくてよかったよ」


    「もしそういう写真だったら、どうしてた？」


    「悠月、お前は見なくていい！　これは俺が預かる！」


    「おまわりさん、こいつです」


    　ふたりでからからと笑う。


    「冗談はさておき、問題はここからどうするかだな。なにか案は？」


    「朔を生いけ贄にえに捧げて私が助かる」


    「ほう、具体的には？」


    「山やま崎ざきに聞いたんだけど世のなかには男の娘というものがあってだね、そっちに惚ほれてくれたらワンチャン」


    「すげぇ、この俺をして想定のミラクル斜め上だったわ」


    　空から元気だな、と思う。


    　空元気さえも空っぽになってしまう前に、なるべく短期間で決着をつけたいところだ。


    「真ま面じ目めな話、家に監視カメラでも設置できれば話は早いんだけどな」


    　そう言うと、悠ゆ月づきはふるふると首を振った。


    「ごめん。朔さくを巻き込んでおきながらなにを、って思うかもしれないけど、できれば両親には相談したくない」


    「だよな、了解」


    　俺はあっさりと頷うなずいた。


    　悠月は拍子抜けしたような様子だったが、これ以上理由を尋ねるつもりもない。高校生にとって親に相談したくないなんて、福井県民は卵とじのカツ丼を食べたくないってのと同じぐらい、ありふれたことなのだ……いや、そんなしょぼい比ひ喩ゆでいいのか知らんが。


    　なにはともあれ、このままじゃ防戦一方。


    　どこかで反撃に転じたいところだが、なんだか手元にあるピースがばらばらすぎて、まだパズルをうまく組み上げられる気がしない。


    　結局それっきりいい案が出ることもないまま、とぷとぷと日だけが暮れていく。威厳のある顔でどっしり構えたドイツ車が、そんな俺たちを見守っていた。
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    　家に帰ってシャワーを浴び、適当に作った晩飯を食べたところで、スマホに着信があった。


    　成なる瀬せ智とも也やの名前を確認し、俺は応答をタップする。


    「えー、お客様がおかけになった電話番号は……」


    『いや、ネタ古いって。これLINEだし』


    「なんの用だ」


    『なにって今日の昼言ってたやつだよ、恋愛指南』


    「お前まさかとは思うが、毎日電話してくる気じゃないだろうな」


    『だって朔、いっつも七なな瀬せさんやクラスの友達といるからさ。むしろこれ以外に方法ある？』


    　無駄にさわやかな声色が腹立つけど、まあ正論だな。


    　一応、こっちの事情を慮おもんぱかっているらしいのがわかるから文句も言いにくい。


    　とりあえず俺は今日あった出来事について話す。とはいえ、明あ日す姉ねえのことやその後の会話、まして写真の件なんて伝えられるはずもないので、その内容はずいぶんと当たり障りのない平凡なものとなった。


    『へぇ、七なな瀬せさんも意外と普通の女子高生って感じなんだね』


    「当たり前だろ。放課後は変身して闇やみの組織と戦ってるとでも思ったか？」


    『なんていうか、神聖な感じがするんだよね。なにからなにまで完璧で、朔さくみたいに悪い噂うわさも聞かないし、浮世離れしてるっていうか』


    「なぜついでに俺を下げた。あのな、多分そういうのはあいつを理解することから最もかけ離れた解釈だと思うぞ」


    『どういう意味？』


    　智とも也やは本気で不思議そうな様子で尋ねてきた。


    「先に聞きたいんだが、智也はどうして悠ゆ月づきを好きになったんだ？　恋愛相談に乗るんだから、それぐらい教えてくれたってバチは当たらないだろう」


    『そうだなぁ、正直に言うと最初はぶっちゃけ顔だよ。美人すぎて、釘付けになった。それからなんとなく目で追いかけるようになって、明確に好きになったのはあれかな』


    　ぶつぶつっと、スマホにイヤホンを刺したような音がする。


    『放課後ね、校門の近くで漫画みたいに転んでバッグの中身をぶちまけちゃったことがあるんだ。みんなくすくす笑いながら通り過ぎて行ってさ。焦ってたのともう暗かったので、ぜんぜん拾えなくて……』


    「そこで立ち止まって、冷静にスマホのライトをつけて手伝ってくれたのが悠月だったってか」


    『え、なんでわかるの？』


    　そんなもん、容易に想像がつく。


    「それ、お前の考える優しさじゃないぞ。優しさのひとつの形ではあるが、単に通り過ぎて行く他のやつらと同じになりたくなかっただけだ」


    『ちょっと意味がわからないな』


    「優しさがゼロとは言わない。もちろん根底にはあるだろう。だけど、もしも純真無む垢くな博愛だと考えているようなら、悠月と付き合うなんてとうてい無理だな」


    　電話の先の智也は沈黙している。


    「自分で作り上げた偶像ではなくちゃんと悠月という女の子を見ろって話さ。あいつだって鼻もかめば耳くそも溜まるし、部活のあとには汗臭くなって、打算的なイメージづくりだってする。まずはそれを理解したほうがいいと思うぞ」


    『七瀬さんだって人間だしそりゃそうなんだろうけど……あんまり愉快な話ではないかな』


    「だろうな、でも大切なことだ。多くの恋愛が幻想から始まるのは否定しない。だけど幻想を手に入れようとすると大抵の場合は幻滅で終わる。そしてその幻滅ってやつは、きっと大切に想っていたはずの相手を傷つけるぞ」


    『やけに言い切るんだね』


    「そういうくだらない結末を、嫌ってほど見てきたからな」


    　そこまで言ってから、過ぎ去った日々を思い出して感情が乗りすぎたかな、と反省する。今日がはじめましての相手にする話ではなかったかもしれない。


    「気を悪くしたならすまない。だけどあいにく、俺は恋愛に関してこんなことぐらいしか言えないな。もうやめるか？」


    『いや、むしろ心を開いてくれたみたいに感じてうれしいよ。もしよければ続けてほしいな』


    「ださいこと言うかもしれないけど、結局のところ人の心を動かすのは真まっ直すぐで熱い心だと思う。ぶつかって、失敗して、またぶつかってとか、そういう青春ぽいやつだ」


    　本当にださいな、と我ながら感心した。


    「だから智とも也やが本気で悠ゆ月づきと付き合いたいなら、まずちゃんと話しかけて関係をもて。連絡先を聞いて、毎日少しでも会話して、あいつのことを知って、知るたびに少しだけ想像してたのとは違う一面が見えてきて、それでも大好きだって思ったらちゃんと気持ちを伝えるんだ」


    『ちょっと泥臭くて意外だな。朔さくはもっとスマートなやり口を提案してくるのかと思ってた』


    「それもまた、幻想さ。悠月だけじゃなくて、俺にさえ幻を重ねてるんだよ、智也は」


    　まだしゃべりすぎてるな、と思う。きっと、偽物の恋人なんて柄でもないことをやっているせいで、いつもよりセンチメンタルになっているんだ。


    　だけどきっと、このぐらいは言っておいたほうがいい。


    　その結果としてどう行動するかは智也の選択であり、責任は自分で好きに負うだろう。


    『言いたいことは少しわかった気がするよ。結局まだ、七なな瀬せさんを知らないってことだね？』


    「端的に言えばな。これだけは理解しておけよ、安易な近道は安易な結末にしかつながらない」


    『けっきょく恋愛に王道なし、ってことか。ありがとう、ちょっと刺さったよ。もう少し、知る努力をしてみる』


    「そりゃよかった。今日はもうおねんねだ」


    『うん、また明日』


    　電話を切ったあと、俺はそのまましばらくベッドの端に腰かけていた。
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    　木曜が過ぎ、金曜が過ぎ、土曜を迎えた。


    　そのあいだに悠月の家のポストには二通の封筒が投函され、スクールバッグに入れていた筆箱と手帳がどこか遠くへと家出していった。二通目の封筒は前回のそれと大差なかったが、三通目に入っていた写真は一年生のときの悠月だ。


    　なかなか面白くない事態になってきたと思う。


    　悠月は普段と変わらない様子だが、こんな状況でいつも通りに見えること自体、きっといつも通りではないんだろう。本当に余裕のあるときのあいつだったら、皮肉の効いた軽口のひとつでも叩たたいて笑い飛ばす。心の疲労は確実に蓄積しているはずだ。


    　智とも也やからはあの調子で毎晩電話がかかってきて、そのたびに俺はできるかぎりのアドバイスを送った。健けん太たのときと同様、最初は面倒なことを引き受けたように感じていたが、だんだんと「そろそろかかってくるかな？」なんて思うようになるのだから、習慣とは怖ろしい。


    　今日の女バス練習試合についてはあいつも誘ってみたけれど、「いきなり観戦に行って変に思われたくない」という理由で断られた。気持ちはわかるので、俺もそれ以上しつこく説得したりはしない。


    　試合会場はうちの高校の第一体育館。中に入ると、すでに藤ふ志じ高と相手高の女バスメンバーがアップを始めている。それを横目に、俺は二階のキャットウォークへと上がった。練習試合の観客なんてほとんどいないだろうと思っていたが、相手が全国でも名の知られた強豪校だからか、それなりの生徒が待機している。


    　悠ゆ月づきも陽はるも、チーム千ち歳とせのメンバーには積極的に声をかけなかったようだ。言い方は悪いが、運動部の練習試合なんてどれだけたいそうな相手とのものであっても、当の本人たちにとってはありふれた日常の一部。へたに声をかけたら見に行かなければという義務感を背負わせ、テスト勉強の邪魔をしてしまう。そこに気を回せないあいつらじゃない。


    　だったら俺はなんだという話だが、特殊な事情もあるし、まあそこは置いておこう。


    「おっす、朔さく！」


    　不意に声をかけてきた背高のっぽは、なんのひねりもなく海かい人とだ。


    「うす。海人も見に来てたのか」


    「女子とはいえ、全国クラスのチームは参考になるからな。いまさらあがいてどうこうできる成績でもないし」


    「本当にあがくべきはお前みたいなやつだと思うんだが」


    「朔、知らないのか？　神秘出尽くし天運を待つ！」


    「なんだ、ただの出がらしか」


    　あらためてまわりを見渡すと、ちょっと意外な面メン子ツが目に入った。


    　ステージを正面に見て、俺たちは左側のキャットウォーク。その正反対となる右側のキャットウォークに、なずなと亜あ十と夢むが見えた。


    　向こうもこちらに気づいたようで、なずながふんふんと手を振る。


    　それに応えて手を振り返すと、亜十夢は面白くなさそうに目をそらした。


    　どう考えてもデートでスポーツ観戦に来るタイプじゃないように思えるふたりだが、誰か共通の友人でも試合に出るんだろうか。


    　俺はあらためてコートに目をやった。


    　チームカラーである群青色のユニフォームに身を包んだ藤志高の選手たちがシューティングをしている。女バスのユニフォームって健康的にエロくていいよなあと呑のん気きに考えていたら、その輪に見知ったふたりの姿がないことに気がついた。


    　気になって体育館全体に目を走らせると、コートから外れた壁際で顧問の美み咲さき先生、陽はる、悠ゆ月づきがなにやら深刻な顔で話し合っている。その位置関係から見るに、話題の中心は悠月だろう。


    　嫌な予感がして、俺はたっと階段に向かって駆けだした。


    「なんだ、うんこか？　すぐ始まるぞ」


    　海かい人とのまぬけな声が聞こえる。


    「ばか言ってないでお前も来い」


    　俺たちが近寄ると、美咲先生がぎろりとこちらを睨にらんできた。


    「なんだ千ち歳とせ、浅あさ野のまで。応援なら上だぞ」


    　大人の女性らしいめりはりのある体型と整った顔立ちから浴びせられる冷たい言葉が一部の男子生徒には評判の女性教師だが、いまはそれを堪たん能のうしてる場合でもない。


    　男バス、女バスの垣根があるとはいえ、毎日同じ体育館でその厳しさを目の当たりにしている海人は、でかい身体を精一杯縮こめて俺の後ろに隠れている。


    「すいません、上から見ててちょっと気になっちゃって。なにかあったんですか？」


    　真っ先に反応したのは陽だ。


    「千歳、悠月のバッシュがないんだよ。基本部室に置きっぱだし、テスト期間に入る前の最後の練習では普通に履いてたのに……」


    　また盗まれたか、という考えが真っ先に思い浮かぶ。


    　美咲先生がその言葉を引き継いだ。


    「陽ならともかく、悠月にかぎって管理不行き届きってこともないと思うんだがな。ただまあ、先ほど確認したら、今朝はちゃんと鍵がかかっていたらしい」


    「変なこと聞きますけど、部員がみんな部室から離れるタイミングはありましたか？」


    　俺の言葉に、美咲先生は怪け訝げんな表情を浮かべた。


    「そりゃあ、あったな。向こうの生徒さんたちが来たあとは、いったん全部員が体育館に集合してあいさつ、そのままミーティングに移った」


    　可能性があるとしたらそのタイミングか、と俺は思う。


    　なにかを察したのであろう悠月が明るい声を上げた。


    「ま、今日はちょっと気合い入ってたから出鼻くじかれちゃったけど……うん、大丈夫。足のサイズ同じ子に借りるか、最悪、上履きならあるから」


    「大丈夫なわけあるか、あほ」


    　まんま比較になるかはわからないが、俺だって野球の大事な試合で他人のバットやグローブを使えと言われたらかなり焦る。スポーツ選手にとって、身になじんだ道具の有無はパフォーマンスに大きく関わってくるのだ。


    　状況を理解した俺は、「海かい人と」と言って体育館の外に向かおうとする。


    　その背中を悠ゆ月づきの声が追いかけてきた。


    「朔さくっ？」


    「負けたときの言い訳にされたらかなわんからな。悠月は賭けのことだけ考えとけ」


    　陽はるの声が追い打ちをかけてくる。


    「旦那だんなッ、出てく以上は手ぶらで帰ってきたら承知しないかんね」


    「がってんだい」


    



    　体育館を出た俺たちは、ひとまず二手に分かれてバッシュを探そうと決める。


    　見つかるかどうか、可能性は五分五分だ。


    　単純に悠月の私物が欲しいという理由での盗難だったらアウト。とっくに校内には残っていないだろう。だけどもし、なんでもいいから困らせたいという動機だったのなら、まだ間に合うかもしれない。ひとまず、こちらに望みをかけて動くしかなさそうだ。


    「海人はこの付近にあるごみ箱を徹底的にひっくり返してきてくれ。そのあとは校舎のなかを手当たり次第に」


    「おっしゃ了解。朔は？」


    「俺はとりあえず物陰と校舎を除く敷地内。あとは学校の近隣も回ってくる」


    　がつんと拳こぶしをぶつけ合ってから、海人が走って行った。


    　俺もさっそく部室のまわりからしらみつぶしに確認を始める。


    　シンプルに塀の外の道路、塀と部室の隙すき間ま、体育館の裏、物置き小屋。ぱっと思いつく場所を次から次へとチェックしていくが……そうやすやすとはいかないらしい。


    　こいつは時間との勝負だ。


    　俺はブレザーを脱ぎ、適当なフェンスにばさっと引っかけた。シャツの腕をまくり、スタンスミスの靴くつ紐ひもをきゅっときつく結び直す。


    　すうと大きく息を吸い込み、ぱあと吐いた。


    　上等だよ、しみったれたストーカー野郎。次から次へと愉快な余興を用意してくれやがって。千ち歳とせ朔に喧けん嘩か売ったこと、死ぬまで後悔させてやるからな。


    　だっと、力強く俺は地面を蹴けった。


    　体育館の中からは試合開始を告げるホイッスルの音が響いてくる。


    



    



    　──くそったれッ、駄目だ。


    　学校横の用水路を端から端まで確認したところで、俺はぜえぜえと肩で息をした。


    　グラウンド側、食堂側、自転車置き場、学校付近にある駐車場や公園。そこらじゅうを走り回ったがそれらしきものは見つからない。探し始めてから二十分以上が経過している。試合はもう第三クォーターにさしかかっているころだ。


    　全身から汗が噴き出し、焦りがこみ上げてきた。


    　ちくしょう。これで家に持ち帰って幸せそうにくんかくんかしてやがったら、地球の果てまででも追いかけて鼻っつらに俺のスタンスミス押しつけてやるかんな。


    　スマホが震え、海かい人とからの電話が入る。


    『駄目だ、見つかんねーよ朔さく』


    「くそっ。とにかく海人はひたすら走り回れ。掃除用具入れでもなんでもいいから、バッシュが入りそうなところは全部開けろ。俺はもう一度部室に戻る」


    『どうすんだよ？』


    「お前は体力を使う、俺は頭を使う、オーケー？」


    『ひどくね！？』


    　そのまま塀を乗り越え、女バスの部室前に戻った。


    　やたらめったらに探してもらちがあかない。


    　だくだくとしたたる汗を乱暴に拭ぬぐいながら、俺は冷静な思考に努める。


    　どうせ事実を検証している余裕はないのだから、今日の朝、部員が誰もいなかったタイミングを狙ってバッシュが盗まれたのだと仮定しよう。


    　相手チームの人間や俺たちのようなギャラリーが多少来ているとはいえ、基本的には部活が休みのテスト期間。普段の休日と比べたら校内に生徒は少なく、ハイカットであればそれなりにかさばるバッシュを抱えてうろうろしていたら目立って仕方がない。嫌がらせが目的ならば、今日の試合開始前までに発見されなければ充分だ。それほど手の込んだ隠し方はしないだろう。


    　なるべく近場で、手ごろ、かつ、あっさり見つかりはしない場所。


    　バッシュを盗んだ人間の気持ちになって、一から想像し直してみる。


    　目につく範囲に都合のいい隠し場所はない。塀をよじ登って外に逃げれば話は早いが、万が一にも近所の人や他の教師に見とがめられたらやっかいだ。逆に言えば、敷地内を移動しているぶんには、女バスの面々にさえ出くわさなければたいていの行動には最悪言い訳が立つ。


    　じゃあ、その女バスのメンバーはどこにいる？


    　もちろんすぐ隣の第一体育館だが、どんな理由でとつぜん外に出てくるかわからない。となると、心理的にそちらへは向かいにくいはずだ。


    　さらに仮定をひとつ追加してみる。実行犯がどこまで考える人間かはわからないが、悠ゆ月づきクラスの選手が愛用しているバッシュとなれば、そんなに安い物でもないだろう。


    　万が一盗難事件として学校側が警察に通報でもしようものなら、いたずらではすまなくなる。少なくとも、悠月を困らせるというメリットと自分に降りかかるかもしれないデメリットとの釣り合いはとれなくなるはずだ。


    　となれば、今日だけ困らせてすぐに発見される場所がベスト。


    　誰かが校内でバッシュを見つけたら高い確率でバスケ部の元に戻ってくるだろうし、物さえ見つかればきっとそこまで大事にはならない。


    　頭のなかで敷地の見取り図を描き、この場所から第一体育館とは反対方向にたどっていくと。


    　──あった、あるぞ。ここまでの条件にぴったりで、まだ探していない場所が。
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    「悠ゆ月づきぃッ！！」


    　試合中の体育館のドアをどんがらがらと開け、でかい声でわめく男に、ちょうど相手チームのゴールが入って流れの切れていた体育館中が好奇の目を向けてきた。


    　なんせその男は選手でもないのに全身汗だくでバッシュを掲げ、おまけにあちこちに葉っぱやら泥やらをつけているのだ。


    「タイムアウトっ」


    　美み咲さき先生が審判に宣言した。


    　それにあわせて悠月が駆け寄ってくる。


    　俺は青地に白いロゴの入ったナイキのバッシュをぽおんと放り投げてからちらりとスコアを確認し、へろへろながらも精一杯の皮肉めいた笑みを浮かべて言った。


    「なんだよ。負けてんじゃねーか口ほどにもない」


    　俺はくたくたと壁に背を預けて座り込む。


    　いまは第四クォーターの頭だろうか。


    　スコアは相手チーム八十八、藤ふ志じ高が八十。強豪相手に健闘しているが、残り時間を考えると怪しいところだ。


    　バッシュをキャッチし、ぎゅっと抱きしめた悠月が目の前にしゃがみ込んでくる。汗でてらてらと光る二の腕がどこまでも色っぽいが、想いを馳せる余裕もないのが残念だ。


    「ぷっ、くっ──あははははっ」


    　俺の湿っぽい髪の毛をくしゃくしゃと撫なでまわしながら、悠月が心底おかしそうに笑った。


    「朔さく、葉っぱついてる！　汗で髪の毛ぺちゃんてなってるし、肘ひじのとこすりむけてるよ。ぷはははっ」


    「ちょいと路線変更だ。ダーティーでワイルドな男でも目指そうかと思ってな」


    「おい、届いたならさっさと履き替えろ」


    　美咲先生の声が飛んでくる。


    　悠月はまだ収まらぬ笑いを必死にこらえながら、上履きをバッシュに履き替え、きゅきゅっと紐ひもを結んだ。手首につけていたヘアゴムを口にくわえてさっとセミロングの髪の毛をまとめあげ、ポニーテールをつくる。


    「ナナ、ウミ、いけるな？　そこの馬鹿に報いてやれよ」


    「「はいっ！」」


    　美み咲さき先生の激励に、悠ゆ月づきと陽はるが返事をした。コートネームってやつだろう。特別な意味づけをするチームもいると聞くが、七なな瀬せがナナで青あお海みがウミ、シンプルで先生らしい。


    　悠月が一度スコアボードをきっと睨にらんでから振り向き、にっと気持ちよく笑った。


    「そこで見ててよね、朔さく。こっからの私、多分ちょっとすごいから」


    　悠月がさっそうとコートに戻っていく。


    　陽はこちらに向かってぐっと親指を立てて、元気いっぱいに走って行った。


    　気づけば美咲先生がクールな目で俺を見下ろしている。


    「すんません、応援は二階ですね」


    　立ち上がろうとすると、手でそれを制された。


    「ナナもああ言ってることだ。そこで見ていけ」


    「そりゃ助かります。ついでと言っちゃあなんですが、女バスの部費で生け垣の修繕費用なんて出たりしませんか？」


    　──悠月のバッシュのありかとして、俺が最後に目をつけたのは体育館の近くにある弓道場だった。練習中に誤って人が射線に入らないよう、矢道のまわりは高い生け垣で囲われており、横を通りがかる程度では中の様子がわからない。


    　その一方で、弓道部はテスト期間中も朝練をしていたので、明後日の月曜になれば誰かが発見するだろう。俺が推測した条件はすべて満たしていた。


    　やっかいだったのは侵入方法だ。


    　盗んだ当人は外から放り込めばいいだけだからなんの苦労もないが、射場の鍵は当然閉まっており、中を確認するには生け垣を突破するしかない。


    　残り時間との格闘で焦っていた俺は考えることをやめ、パワープレーで強引に突っ込んだ結果がいまのありさまというわけだ。


    「出ると思うか？」


    「ですよねー」


    「だがまあ……」


    　美咲先生はかすかに微ほほ笑えんだ。


    「聞かなかったことにはしておこう」


    　この人的には、最大限の恩情といったところだろう。


    「それで、ナナとウミどっちだ？」


    「あなたもそういうこと言うんすね」
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    　ゲームが再開される。


    　あらためて両チームを見ると、相手方の身長が圧倒的に高い。


    　仲間内の女子ではいちばん身長の高い悠ゆ月づきも、相手校に入ればおそらく平均以下だろう。陽はるにいたっては、コートにいる選手のなかでダントツにちびだ。


    　だというのに、藤ふ志じ高はボールのキープ率が高かった。


    　その中心にいるのは悠月。


    　門外漢の俺から見ても肌寒くなるほどの正確無比なボールコントロールで相手をかわしながら戦局を俯ふ瞰かん的に見て、ここぞというタイミングで目の覚めるようなパスを出す。まるで三百六十度が見えていると錯覚しそうなほどだ。


    　敵陣どころか自陣さえも置き去りにするんじゃないかと思える縦横無尽なパスを、ぴたりと受け取るのが陽。


    　以前に俺が身をもって思い知った圧倒的なスピードとキレで歴戦のディフェンス陣を翻ほん弄ろうし、軽々とシュートを決める。中に切り込んでのレイアップやミドルレンジからのシュートなど多彩な攻撃パターンを備えており、つけいる隙すきを与えない。


    　また一本、陽のレイアップが決まる。


    「千ち歳とせーっ、どんなもんだいっ！」


    　ばかたれ、試合に集中せんか。


    　Ｖサインを送ってくる陽にぺっぺと手を振る。


    　悠月と陽の活躍により、スコアは相手チーム九十四、藤志高が八十八。かなり追い詰めているが残りは三分。総合力の差を考えると、逆転できるかはかなり微妙なところだ。


    「千歳、ナナのプレーを見るのは初めてか？」


    　美み咲さき先生が不意に問いかけてきた。


    「いや、陽の応援がてらに何度か見たことはありますよ。今日みたいに冷静沈着で正確無比なプレースタイルっていう印象ですけど」


    「なら、お前はまだあいつを知らないな。常にアクセルぶん回すウミと違って、ナナはいつも自分を抑えている。コート上でどういうふうに立ち振る舞えばウミが、チーム全体が生きるか、そればっかり考えてるんだ」


    　そこで言葉を切り、先生は右手でピストルを作って自分のこめかみに当てる。


    「だけどな、ときどき──たがが外れる」


    　言い終わるか終わらないかの刹せつ那な、相手方のパスを陽が強引にタッチして外にはじき出す。


    「ナナっ！」


    　──きゅいっ、すたんっ。


    　小さく、青色のナイキが鳴いた。


    　スリーポイントラインの外でボールを拾った悠ゆ月づきが跳ぶ。


    　──ふあんっ。


    　男子と同じワンハンドで放たれたシュートは、音もなくゴールに吸い込まれた。


    　見み惚ほれている暇もなく、相手チームの速攻が始まる。乱暴なスリーポイントはリングにはじかれ、再びそれを陽はるが拾った。


    　低く、稲光のように速いドリブルがコート上を駆け巡る。目の冴えるようなストップ＆ゴーの繰り返しに、ほとんどの選手が追いつけない。


    　細かなパスをつなぎながら、陽は相手方のゴール下に突っ込み、その身長からはとうてい想像できないほど高く跳び上がる。


    　しかし、陽を集中的にマークしていた向こうのセンターがそこに立ち塞ふさがった。ダブルクラッチのモーションに入るが、相手方の滞空時間も長い。


    「ウミっ！」


    「ナナっ！」


    　空中で半分崩れ落ちながら、陽は強引に体勢を変えスリーポイントラインの外にパスを出す。


    　悠月にはもう、リングしか見えていないようだった。


    　──きゅっ、すたっ。


    　ボールが届いてからほとんどノータイムで悠月が跳ぶ。


    　──ふあっ。


    　疑う余地さえなく、そのシュートはネットをくぐる。


    　スコアは相手チーム九十四、藤ふ志じ高が九十四、同点に追いついた。


    　美み咲さき先生が俺の肩に手を置く。


    「どうだ、うちのはなかなかやるだろう。千ち歳とせもスポーツマンの血が騒ぐんじゃないか」


    「なんの話だか。僕はしがない元野球部っすよ」


    　再び相手チームの速攻が始まる。


    　藤志高のディフェンス陣が必死にカバーに回るも、さすがは強豪。拍子抜けするほどあっさりとレイアップを決められてしまった。


    　得点差は二点。残りは三十秒もない。


    「こんにゃろぉぉぉぉッ」


    　陽が先陣を切り、味方と細かなパスをつなぎながら怒ど涛とうの特攻をかける。


    　しかし完全に守りに徹した相手校は撃ち抜けない。


    　ゴール前のシュートを阻まれた陽が中空で自陣を振り返った。


    「決めろおぉぉっ、ナナぁッ！」


    　ばしゅんと弾丸のように放たれたパスが届いた先はスリーポイントラインよりも悠に遠く。


    　受け取った悠ゆ月づきは、


    　──きっ、すっ。


    　もう跳んでいた。


    　その姿は、まるで人知れず深しん深しんと咲くしだれ桜。


    　しなやかで美しく、凛りんとして儚はかない。


    　華やかで気高く、整然として冷たい。


    　近くにいた相手選手ふたりが慌ててシュートコースを潰つぶしにかかった。


    　無理だ、もう、そこの時間は悠月のためにある。


    　──ふっ。


    　ボールが離れた。


    　かしましく試合終了のブザーが鳴る。


    　ブロックなんて届くわけがない、と俺は思った。


    　しゅるしゅると、まるでそのまま夜空まで届きそうな軌道で、美しい満月が弧を描く。


    　誰ひとりとして、その完璧な放物線に触れられるわけがないのだ。


    　どこまでも淑しとやかに、幕引きの音がゴールネットをくぐり抜ける。


    　二、三秒の空白を超えて、体育館中に叫声と歓声が爆発した。


    　薄氷のような雰囲気をまとっていた勝利者が、小さくガッツポーズして肩の力を抜く。


    　そうしてくるりと振り向いてこちらを指さし、にかっと満面の笑みでウインクした。
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    「あんまりだぜ、朔さくぅ～！」


    「いや、その、なんていうか、ほんとごめん」


    　俺は詰め寄ってくる海かい人とから目をそらしていた。


    　試合は一点差で藤ふ志じ高校が勝利。いまは両校ともクールダウンに移っている。


    　ひと息ついたところでようやく海人の存在を思い出して連絡し、いまに至るというわけだ。


    「俺、電話くるまでずっと校内走り回ってたんだぜぇ……」


    「うん、お前ってまじでいいやつだよな。今度８番奢おごってやるから勘弁してくれ。あとでひっくり返したものとか開けっぱなしにしたロッカー全部片付けておけよ」


    「そんなぁ～」


    　体育館外のベンチで、美み咲さき先生からもらったポカリを飲みながら他愛のない談笑をしていると、目の前を亜あ十と夢むが通りかかった。


    「海人ちょっと待っててくれ」


    　そう言って俺は裏門から帰ろうとしている背中に走り寄る。


    「よっ、休日に学校デートとはしゃれてるじゃないか」


    「んだよ千ち歳とせ、話しかけてくんじゃねーよ」


    　亜あ十と夢むはいかにもわずらわしそうにつぶやく。


    「まあまあ、そう言わずに。バスケ、好きだったのか？」


    「俺じゃねーって。なずなのやつ、もとはバスケ部でそれなりの選手だったらしくてな。うちの学校があのチームとやるの見たいって聞かなかったんだよ」


    　そいつは……ちょっと意外だな。


    　まさか体育会系だったとは思わなかった。


    「それで、なずなは？」


    「なんか気持ちよく勝ったのが気に入らなかったみたいでさっさと帰ってった。七なな瀬せの顔見たくないってよ」


    「まぁ、たしかにありゃずるい」


    「ああ、他人のあんなおいしいとこ見たら、かちんともくるさ」


    　ふとそんな言葉を漏らし、亜十夢はそれを恥じるように顔をそむけた。


    　俺は話題を変える。


    「すまん、ついでにちょっと聞きたいんだが、ヤン高に友達っているか？」


    「あぁ？　いねーよ」


    「じゃあなずなとかは？」


    「んだよ、ったく。前になんか友達が通ってるとか言ってたぞ」


    「そっか、さんきゅ。このあいだちょっとヤン高のやつらと小競り合いしてな。それで気になっただけだ」


    「野球やめて喧けん嘩かしてたら世話ねーな」


    　まったくだ。


    「呼び止めて悪かった、また学校で」


    　亜十夢はフンと鼻を鳴らして裏門を出て行く。


    



    　まだピースが足りない。


    　俺はそう思った。
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    　ふたりで校内探索の後始末をすると、海かい人とは身体が動かしたくなってきたからと先に引き上げた。ついさっきまで駆けずり回ってたのは準備運動ってか。相変わらずパワフルなやつだ。


    　すっかりくたくたになった俺がベンチに寝転がってうとうとしていると、首筋になにかが押し当てられる。


    「つめてっ」


    　そのひやりとした感触に驚いて飛び起きると、陽はるが半分に折ったチューペットの片割れを口にくわえて立っていた。


    「おっつかれー、千ち歳とせっ」


    　そういって手に持っていたほうを無理矢理俺の口に突っ込んでくる。


    　じんわりと懐かしい甘さが口の中に広がった。がきのころは、よく駄菓子屋で友達と半分こしてたっけな。


    「そっちこそ、お疲れさん。どうしたんだ、これ？」


    「父兄からの差し入れー」


    「悠ゆ月づきは？」


    「多分もうちょっとかかるよ。最後のほうはガンガンにキマっちゃってたからね、頭のクールダウン中～」


    　その表現がおかしくて、思わず笑いがこみ上げてくる。


    　体を起こしてベンチに腰かけると、陽が当然のように隣に来た。靴をぺっぺと脱ぎ捨て、靴下もちゃっちゃとはぎとり、素足で体育座りをする。


    　だぼっとした短パンの裾すそがずり落ち、まだ火ほ照てった太ももがあらわになった。


    　俺はそこから意識をそらすように話しかける。


    「陽も悠月もすごかったな。久々に試合観たけど、ふたりだけプレーが異次元だった」


    　チューペットの端っこをくわえたまま、陽がくっくっくと笑う。


    「まぁ、悠月がうまいのはいつものことなんだけど、今日のは神がかってたねー。あの状況から、あの相手に三本連続でスリー決める？　最後のなんてほぼセンターラインだったし。普段ならあんな分の悪い位置からノータイムでうったりしないって」


    「ま、賭けてたからな。どうしても明日俺とデートしたかったんだろう」


    「ばーか、違うから」


    　陽はそう言って俺の肩に腕を回し、顔を寄せてくる。


    「誰かさんがらしくないことするから、らしくないことしてみたくなったんだよ、あの子も」


    　どっちにしてもあんたのせいだけどねーと言いながら、陽は俺の太ももの上に自分の脚を乗せてきた。ヘアゴムを外してショートポニーテールをとき、首にかけていたスポーツタオルを枕代わりにそのままごろんと横になる。


    「陽さん、これは？」


    「苦しゅうない、ねぎらいたまえ」


    「なぜ？」


    「あんたのせいでハイになった悠月にあわせたおかげで、普段の倍は疲れたんだよねー」


    　だからって仮にも同級生の男にマッサージさせようとすんじゃねえよ。


    　どないせーっちゅーねん。


    　俺が戸惑っていると、陽はるが身を起こしてつんつんと肩をつついてくる。


    「なになに、セクシーな陽ちゃんに照れてんの？」


    「よーし後悔すんなよてめえ」


    　俺はその小さな足を手に取って、力いっぱいツボを押してやった。


    「ぃっだい、いだいいだいいだい！　もっと優しく」


    「遠慮すんな、ぞんぶんにねぎらってやろう」


    「いっだいってばー！」


    



    　──果てしなく無駄な攻防を繰り広げてしまった。


    「あー、死ぬかと思った。でも……」


    　陽が裸足はだしで地面に立ち、とんとんとジャンプする。


    「なんか、脚軽いかも」


    「当たり前だ、適当にやってたとでも思ってるのか」


    　うむうむと頷うなずきながら、陽はもう一度ベンチに腰かけて、気持ちよさそうに脚を伸ばした。
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    「千ち歳とせさ、もしなくなったのが私のバッシュだったら、おんなじように探してくれた？」


    「なんだよ急に」


    「べつに、ちょっと聞いてみたくなっただけ」


    「どうだろうな。陽はるなら『そんなもんなくてもなんとかなるから、試合観てけーッ！』とか言いそうだけど」


    「そっか……」


    　その反応が妙にしおらしかったので、思わず隣を見る。


    　少しうつむきがちな表情は髪の毛に隠れて見えない。


    「だけど」


    　まるで言い訳するように俺は続けた。


    「悠ゆ月づきにマッサージを頼まれても、多分やらないだろうな。これはお前だけだ」


    　陽が顔を上げてこちらを見る。


    「なんで？」


    「あっちはエロすぎてどこ触っていいのかわからん」


    「……ん？　ちょっと待てどういう意味だこらぁっ」


    　秒でいつもの調子に戻った陽とじゃれながら、俺は悠月が出てくるのを待った。


    



    　　　　　＊


    



    　バスケ部は試合の片付けが終わったあとそのまま解散したので、悠月、陽と連れだって８番らーめんに来ていた。俺はいつも通りの唐麺二玉ネギ増しと炒飯チヤーハン、悠月は野菜らーめんの塩、陽は野菜らーめんのとんこつ大盛りに餃ギヨ子ーザとライスをつけたＡセットを頼む。


    「ねぇ朔さく、バッシュの件、どう思う？」


    　注文を終えたところで、悠月が切り出した。


    「もしかすると、実行犯はヤン高の連中じゃないかもしれないな」


    　俺はずっと考えていたことを口にした。


    「百歩譲って侵入するだけならうちの生徒から制服を借りればなんとかなるが、弓道場なんて外部の人間がそうそう思いつく場所でもない。バスケ部の隙すきを狙った行動といい、それなりにうちの高校の事情に詳しくなきゃ難しいだろう」


    　おそらく、悠月も同じ結論に至っていたのだろう。思案顔でこくりと頷うなずく。


    　陽が会話に割って入ってきた。


    「え、じゃあ、ストーカーはうちの高校の人かもしれないってこと？」


    「そう言うと語弊があるな。このあいだ絡まれたときの心証になってしまうけど、ヤン高がなんらかの形で関わっているのはほぼ間違いないと思う。協力者、あるいは協力させられているやつがいるかもしれないって話だ」


    　その言葉には悠ゆ月づきが応える。


    「容疑者は私たちを除く藤ふ志じ高生ほぼ全員。けっきょく、なにもわかってないのと同じか」


    　その通りだ。


    　だから俺もこれまで積極的にこの話はしなかった。


    　共犯のほうを探ってみたところで、「たまたま目をつけられて無理矢理脅された」みたいな理由だったら正解にたどり着きようがない。現行犯で押さえられるなら話は別だが、さすがに女バスの部室を狙うような危ない橋は二度と渡らないだろう。


    　例えばピンポイントで悠月の家を張り込むことはできないでもないけれど、日程も時間帯も読めないのでは先にこっちが参ってしまう。どれだけ日中粘ってみたところで、向こうはしっかり仮眠をとって夜中にでも来られたらお手上げだ。


    「そういえば今日、綾あや瀬せと上うえ村むら来てたよね」


    　陽はるがなんの気なしにそう言った。


    　なずなも亜あ十と夢むも、あのままキャットウォークで最初から最後まで試合を見ていたはずだ。


    「へぇ？」


    　悠月がその情報に興味を示す。


    　バッシュの件があって観客席をのんびりチェックしているような余裕はなかったのだろう。


    「誰かうちのメンバーと仲よかったっけ？」


    「いんや、聞いたことないけどねー。千ち歳とせは？　なんかしゃべった？」


    「俺にそんな余裕あったと思うか？」


    　なんとなく、半分だけごまかした。


    　なずなとは話してないが、亜十夢とは話した。


    　だけど、又聞きしたことを勝手に広めるのは趣味じゃない。


    　ちょうど各自のラーメンが届いたので、この話題はなんとなく流れていった。


    



    「千歳、唐麺と炒飯チヤーハンひと口ちょうだい」


    　陽が俺の皿に手を伸ばしてきた。


    「いいけど、お前ライスもあるだろ。どんだけ食うんだよ」


    「久々にぐっと来る試合でガソリンすっからかんだからねー。ほい、私のとんこつあげる。餃ギヨ子ーザも食べんしゃい」


    　箸はしもれんげも突っ込んだままのどんぶりを渡してくる。俺も箸と具をすくう用の穴あきスプーンを乗せたまま唐麺の皿を渡した。


    　もらったとんこつをずずずとすすると、たまには普通の野菜らーめんも悪くないなと思う。


    　陽は陽で、唐麺をぞぞぞっとすすって……盛大にむせていた。


    「げほっ、げほっ。ちょっと千歳、酢とラー油かけすぎ」


    「けど、それがいいんだよなぁ」


    「うーむ……悔しいが、わかる」


    「おいどんだけ食う気だ」


    　そんな俺たちの様子を悠ゆ月づきが呆あきれた様子で見ていた。


    「なに？　悠月も欲しいの？」


    　陽はるが唐麺の皿を押しつけながら言うと、悠月は「ノーセンキュー」とそれを押し返す。


    「なんだ、私が千ち歳とせの箸はしとかスプーン使ってるのが気に入らないのかと思ったのに」


    「まさか、小中学生じゃあるまいし」


    「私ね、さっき千歳に脚マッサージしてもらったんだ～」


    「──なにそれ詳しく」


    　そんなふたりのやりとりを、俺はなごやかな気分で眺めていた。


    　なんというか、こいつらには「相方」って言葉がしっくりくる。


    　陽はともかく、悠月は俺と同じで他人に対して明確な線を引くタイプだ。


    　この人にはここまで、あっちの人はそれ以前。誰にどこまで自分を見せるか、どの自分をどんなふうに見せるか。そういうことを考えながら生きている俺たちにとって、本当に心許せる相手というのはかけがえがない。


    　陽の前でリラックスしている悠月を見ると、なんだかこちらまで幸せな心地になった。


    「でさ、ふたりは明日どこでデートすんの？」


    　のんびり考えごとをしていたら、陽がいきなりぶっこんでくる。俺は先にその話をしていたから驚きもしないが、どうやら悠月は陽に伝えていなかったらしい。


    　きっ、と俺のことを睨にらんでくる。


    　陽は当然知ってるような顔をしていたから、てっきり悠月が話したものだと思っていた。


    　正直すまん。


    「デートとかじゃなくてさ、仮にも恋人のふりしてるんだからそれっぽいパフォーマンスしとこうかって話だよ」


    　悠月がやけにあたふたと陽に弁解する。


    　焦っているのが面白くて、俺はそれに反論してみた。


    「ほぉ？　俺はデートしたいって聞いたけどな」


    　いやん、やめておしぼり投げないで。


    「悠月ってさ」


    　陽がにんまり笑う。


    「きっと、自分で思ってるよりも正しく女子だよ」


    「どういう意味よ」


    「言葉通りの意味でしかないけどねー」


    　悠ゆ月づきはなにかを考えるように頭をくしゃくしゃとかいてから、意を決したように言い返す。


    「陽はるは、そのまんまでいいの？　言っておくけど私、あんたにだけは遠慮とかしないから。追いつけないならパス出さないよ」


    「なんのこっちゃだけど、上等。男の力借りないとその気になれない女には、負けない」


    「私は男の力も借りられない女に負けたくないけどね」


    　なんかばちばちしてきた。


    　から、僕はこっそりトイレに立った。


    



    　　　　　＊


    



    　かきんっ、きんっ、きんっ。


    「陽はいっつも攻めが大味なんだ、よッ」


    　かかんっ、かんっ。


    「悠月はそうやってきれいに決めようとしすぎて判断が遅くなるんだ、ぞッ」


    　きん、きん、きん、きんっ。


    「もらったッ」


    「うおりゃあああッッッッ」


    　かしゅーん、ばかんっ、からからからから。


    「いよっしゃああああ。はい私の勝ちー」


    「陽、もっかい」


    　──どうしてこうなった。


    　本当は俺が陽に１ ｏｎ １でリベンジする予定だったのに、気づいたらゲーセンでエアホッケーをするはめになっていた。トイレから戻ってきたらもうそうなってた。


    　つーか、さっきから俺はするはめにすらなっていない、ひたすら見るはめになってるだけだ。


    　いまの勝利で、通算成績は陽が三勝二敗。なんだかんだ、試合開始から一度も悠月にリードを許していない。


    　生来の反射神経がずば抜けてるのはもちろんだが、陽はとにかくがむしゃらにゴールしか見てない感じだ。基本的に守りという概念がなく、相手が決めにきたシュートでもブロックするのではなく力いっぱいはじき返してシュートに転じる。


    　悠月は対照的だ。自陣を手堅く固めながらシュートをブロックし、ここぞという完璧なタイミングで、おそらく入射角反射角も計算しながらサイドの壁を利用して確実にゴールを決める。


    　三十本狙って十本決める陽と、十本狙って八本決める悠月。


    　……つまりこれはそういう戦いなのだと、思わずスポーツ実況風に実感するほど手持ち無沙汰な千ち歳とせくんです。


    「千ち歳とせ」


    「朔さく」


    「「両替してきて」」


    「サーイエッサー！」


    　ちゃりちゃりと、俺が両替してきた百円玉をそれぞれが投入する。


    　先ほどは悠ゆ月づきが先攻だったので、今度は陽はるだ。


    　パックをかつんかつんと動かしながら口を開く。


    「ねぇナナ悠月、賭けよっか？」


    　手元を見てうつむく表情は俺から見えない。


    「いいけど、なにを？」


    　つーか体育会系ってほんとに賭けるの好きだよね。


    　俺が呑のん気きにそんなことを考えていると、顔を上げた陽がにやっと笑った。


    「このゲーム、ナナが勝ったら二試合分の勝ち星ゲットで逆転勝利」


    「それ、ウミ陽にメリットあるの？」


    「あるよ。私が勝ったら……」


    　陽がマレットを構えて、


    「明日のデート交代ね」


    　ばちこんとパックを打ち込んだ。


    「なッ」


    　ずがんっ、からからからから。


    　反応の遅れた悠月のゴールに、猛烈な勢いで陽のシュートが突き刺さる。


    　なんか俺にとっても聞き捨てならない台詞せりふが聞こえたような……。


    　悠月はクールにそのパックを取り出して言った。


    「コートネームで宣言したってことは」


    　まるで先ほどの練習試合のように冷たい空気をまとう。


    「それ、真剣勝負ってことでいいんだよね？」


    　しゅかんっと打ったそのパックは、勢いでは劣るものの、的確に陽の腕をくぐりぬけ、かかんっと跳ね返りゴールに入った。


    　陽はパックを取り出し不敵に笑う。


    「んー？　ちょっぴりスイッチ入っちゃったのかな？　そーんなに、千歳とのデート楽しみにしてたんだ」


    「べつに、ウミにだけは負けたくないだけ」


    「負けたくないならちゃんと負けたくないって顔しなよ、ナナ」


    「私はウミじゃない、そんなことしなくったって、勝つ」


    「まあどうでもいいけど」


    　ぎっと力を込めて、陽はるが腕を引く。


    「そうやって澄ましたプレー続けて、あんときみたいに負けてから後悔すんなよ？」


    「いつのことだか」


    　バガンっ、ガギンっ、カンカンっ、ギギギンっ。


    　──え、なにこのスポ根漫画。


    「ナナっていっつもそう、一歩引いてんだ。自分は外側だって思ってんだ」


    「スリーポイントシューターだからね」


    「はいはいお上手テクニシャンですねっ」


    「なんでもゴールに一直線じゃ勝てない、のッ」


    「一直線に走ったこともない女に言われても、ねッ」


    　どんどんラリーが激しくなってくる。


    　なんかもう、ゲーセンの遊びじゃない。


    「おぉりゃあああッッッッ、ナナぁッッッッ」


    「いいっ、かげんにしろウミッッ」


    　やがて言葉さえも置き去りにした会話の応酬が、明日に向かっていつまでも響いていた。
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    　からころカラコロからコロロ。


    　からんころんからんころん、けらころろ。


    　神社の境けい内だいに、下駄の音が小気味よく響く。


    　色とりどりの屋台が建ち並び、それぞれが色とりどりの匂いを吐き出す。


    　赤、青、オレンジ、緑、丸、三角、四角。


    　行き交う少女たちの衣ころもにも華が咲き、りんご飴あめや水に浮かんだヨーヨーと並んで映えている。


    　お面をつけておもちゃの剣を振り回しながら走る少年たちを見守る大人は、ビール片手にいつもよりどこか優しい顔だ。


    　小さなおとぎの国には地元の企業や商店の名前が入ったぼんぼりがいくつも浮かび、やわらかい灯りで夜を浮かび上がらせていた。


    　練習試合翌日の日曜日、十九時半。


    　俺は藤ふ志じ高からほど近い神社の鳥居付近で悠ゆ月づきを待っていた。


    　デートの約束をしたはいいものの、エルパで映画観たり買い物したりするのもなんだかなと思っていたところ、ちょうどこの神社で祭りが行われていることを知ったのだ。


    　からんっ、こっ、こっ。


    　目の前で下駄の音が止まる。


    　顔を上げて、そのまま俺の時間も止まった。


    　白地の浴ゆ衣かた全体に淡い水色と群青色であしらわれた繊細なタチアオイ、それと色味を合わせた夜みたいな色の帯、セミロングの黒髪はかんざしでまとめられ、くらくらするようなうなじが見える。口紅か色つきのリップかはわからないが、しとやかに微ほほ笑えむ唇はほんのり赤い。


    　どう控えめに表現してみたって、今日の悠ゆ月づきはすれ違ってきた誰よりも美しかった。


    　なんとなくばっちり浴衣できめてくるだろうなと想像していたが、想像通りが想像以上だなんていんちきだ。
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    「ごめん、今日は待たせちゃった」


    　照れたように笑う悠月を見て、なぜだか俺は急に感傷的な気分になった。


    「……朔さく？」


    　俺はあまりにも場違いに浮かんできた感情をごみ箱に捨てて軽口を叩たたく。


    「あ～れ～ってやりたくなるほどよく似合ってる」


    「もうちょっと素直に褒ほめられないわけ？」


    「ときに悠月は着けているのかいないのか」


    「あのね……」


    　呆あきれたようにため息をついてから、悠月はとびきり色っぽい表情で共とも衿えりをちょいとつまむ。


    「気になるなら、確かめてみる？」


    「降参、今日は負けだ。本当にひんむく前に、お行儀よくりんご飴あめでも食べよう」


    　歩き出そうとする俺を、悠ゆ月づきが「待った」と引き留めた。


    　からん、ころんと二、三歩下がり、しげしげと俺の全身を眺める。


    「なんだよくすぐったい」


    「うーん、意外性ポイントを加算して引き分け、か。眼福なんだけど……こういうときは、女の子に華をもたせるものじゃない？」


    　多分、俺も浴ゆ衣かたを着ていることについて言ってるのだろう。ほとんど柄もない藍色のシンプルなものだが、せっかくの機会だからと引っ張り出してきたのだ。


    「男子で浴衣持ってるって珍しいね」


    「去年、ある人に押しつけられたんだよ」


    「へぇ？　怪しいカンケイだ」


    「だったら言わないって」


    「ときに朔さくさん、もうちょっと胸元をはだけ……」


    「お前が先に発情してどうするか」


    　今度こそ歩き始めようとした俺の小指を、悠月がきゅっと握ってきた。


    　せっかくのハレの日だ。このぐらいはきっと、神様だって見逃してくれるだろう。


    　ぴーひゃらとことこと鳴る祭り囃子ばやしに誘われるように、俺たちはふたりで鳥居をくぐった。
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    　真っ赤なりんご飴をひとつ買って交互に食べながら、俺たちはからんからんと境内を歩いた。


    　小さいころから、祭りの夜が好きだった。


    　わずかばかりの小遣いを握りしめて、なにを買おうかさんざん迷ったり、迷いすぎて結局使い切れずに終わったり。福井の祭りなんてたいてい近所の友達みんなが集まってくるけど、わかってはいてもクラスの女の子を見つけるとやたらどきどきしたものだ。


    　それがいつのまにか、とびきりの美少女といっしょに回るようになるなんてな。


    　去年の春は野球漬けだったし、夏は夕ゆう湖こたちに誘われてもそんな気持ちになれなかったから、高校に入ってから祭りに来るのはこれが初めてってことになる。


    　りんご飴の中のぱさぱさになったりんごをかじり、やっぱりいいもんだなとしみじみ思った。


    「ねぇ朔、あれやろうよ。金魚すくい」


    　悠月の顔がぱあっと輝く。


    　昨日あんなことがあったから少し心配だったけど、いい気分転換になってるみたいだ。


    「かまわないけど、とったらちゃんと育てるか？」


    「うん！　昔、お祭りの金魚飼ってたことあるから」


    　俺たちは屋台のおっちゃんにそれぞれ三百円を支払って、ポイをひとつずつもらった。


    　悠ゆ月づきが浴ゆ衣かたの袖をきゅいっとめくり、狙いを定めて怖るおそる水にポイを突っ込む。


    「あっ、あーあ」


    　一瞬だけ、真ん中に金魚がのったが、あっという間に破れて逃げられてしまった。


    「未熟者め」


    　俺がそう言うと、悠月はむーっと頬ほおを膨らませる。


    「じゃあ朔さくとってよ。その赤い子と黒い子」


    「和金と出目金は泳ぐ速さが違うから、あんまりいっしょにしないほうがいい。同じ赤いのでも、そっちの尻尾がひらひらしてる琉りゆう金きんでもいいか？」


    　悠月が目をきらきらさせながら、こくこくと頷うなずく。


    「こつがあるんだよ。まずこのポイを見てみ？　紙が張ってある側が表で、そっちですくったほうが破れにくい」


    　俺は自分のポイを見せながら説明する。


    「そんで、カップはなるべく水面近くで待機。ポイを水に入れるときは角度をつけて斜めから、素早くいっきにだ。怖がって半分しか水に入れなかったりするとだいたいその境目で破れる」


    　話しながら、黒い出目金に狙いを定めてポイを入れた。


    「すくうときはなるべくポイの縁で、可能なら頭側だけを乗せる。ほらいっちょあがり」


    　同じ要領で赤い琉金もすくう。


    　二匹の泳ぐカップを得意げに見せると、悠月がぎゅうっと近づいてそれを覗のぞきこむ。


    「すごいすごい！」


    「ふふん、こう見えてガキのころは金魚すくいでとりすぎて出禁食らった男だぞ」


    「めっちゃ意外！　朔って友達がこういうのやってるとこをすかした顔で後ろから見てるタイプかと思ってた」


    「あのな、俺はこう見えてお祭り男だぞ。神輿みこしとかめっちゃ担ぐタイプだ」


    「はっぴ着て！？　超見たいそれ」


    　あまりたくさんとっても仕方がないので、俺はポイを返し、その二匹を袋に入れてもらった。おそらく悠月へのサービスだろう。おっちゃんはでれでれした顔で小さなエサ袋をおまけにつけてくれた。うん、その気持ちはめっちゃわかるぞ。


    　ひと息つこうと、俺たちは○まる○まる焼きと焼きそば、ベビーカステラを調達して石段に腰かけた。ちなみに○○焼きは、どら焼きぐらいのサイズの小さいお好み焼きみたいなものだ。喉のどが渇きそうなので、ラムネも二本買っておいた。


    　そのあいだにも、悠月は金魚の入った袋を何度も顔の前に掲げてうれしそうに見ている。


    　そんなに喜んでもらえると、俺としても小さいころに腕を磨いておいたかいがあった。


    「ねぇ朔さく、名前なににしようかなぁ」


    「赤と黒」


    「直球すぎない？」


    「お祭りの金魚は弱っててすぐに死んじゃう場合もあるからな。あんまり思い入れのある名前にするとそんときに悲しいぞ」


    「じゃあ千ち歳とせと朔」


    「○○焼きぶつけんぞこら」


    　そうならないようにちゃんとお世話するもーんと、悠ゆ月づきは袋をつんつんする。


    　ぼんぼりの灯りに照らされたその無邪気な横顔を見ていると、やっぱり俺は、鳥居の前で悠月を見たときと同じように、とても哀しい気持ちがこみ上げてきた。


    　自分でも意味がわからないと思う。


    　だけど、いま胸のなかに渦巻く感情だとか、祭りの匂いだとか人々の喧けん噪そうだとか、そういうもの全部含めたこの瞬間を切り取って永遠に保存できないことが、まったく同じ瞬間は二度と経験できないということが、どうしようもなくさみしく思えたのだ。


    　それでもこの感情に名前をつけるのは、きっと、まだ早い。


    「焼きそば、食うか」


    　なにかを断ち切るように、割り箸ばしをぱちんと割った。


    　いかにも祭りの屋台らしいチープな味を楽しんでいると、悠月がにゅっと手を伸ばしてくる。自分にもくれということだろう。


    「ん」


    　俺は新しい割り箸を添えて焼きそばのパックを渡す。


    　──なぜか割り箸だけが戻ってきた。


    　もう一度、まだ使っていないほうの割り箸を渡す。


    　お隣さんは無言で顔をぶんぶん横に振っている。


    　──どうしてもこの割り箸は使いたくないらしい。


    　試しに、口にくわえていたほうを渡してみる。


    　悠月はようやく納得したように焼きそばを食べ始めた。


    　なんだよ、やっぱり陽はるがうらやましかったのかと吹き出しそうになったが、当の本人があんまり恥ずかしそうに顔をそむけているのでやめておいた。


    　焼きそばと○まる○まる焼きを食べ終えると、俺たちはせーのできゅぽんとラムネのビー玉を瓶びんのなかに沈めた。正確には瓶というよりもボトルなのが少しだけ味気ないが、早々に手を離してしまった悠月のほうからはしゅわしゅわと泡があふれ出してきて、きゃっきゃとはしゃぎながら俺の口くち許もとに押しつけてくる。


    　慌てて飲み口をくわえたら、思ったより勢いが強くてけぽけぽとむせた。


    　悠ゆ月づきが笑って俺も笑う。俺が笑って悠月も笑う。


    　ときどき、ラムネの瓶びんもからからと笑った。


    　飲み終わってからキャップをはずしてそれぞれがビー玉を取り出し、子どものころそうしていたように、目の前にかざして覗のぞきこむ。


    　逆さまになった世界で、カラフルな夜が揺れている。


    　飛び回る男の子もおめかしした女の子も、手をつなぐふたりもつなぎたそうなふたりも、誰ひとり上下の違いなんて気にしていないみたいだ。


    「ねぇ、ビー玉越しに見る朔さくは、やっぱりきれいだよ」


    　悠月が言った。


    「ビー玉越しに見る悠月も、やっぱりきれいだ」


    　悠月も、俺も、祭りの空気にあてられてのぼせているのだろう。


    　明日になったらここがどこにでもある小さな神社に戻っているように、この熱も、きっときれいに引いている。


    　だからもう少しだけは、このまま浮かれていてもいいかなと思った。


    



    　　　　　＊


    



    　ベビーカステラまでをたいらげ、もう一周しようかと立ち上がったときだった。


    　悠月がふらふらと誘われるように暗がりのほうへと歩いていく。


    　トイレでも探しているのかと思ったら、しめ縄が張られた一本の、いや二本の木の前で立ち止まり、ちょいちょいと手招きをした。


    「どうした？」


    　俺が近づくと、悠月は黙って立て看板を指さす。


    　そこには、「夫め婦おと銀杏いちようの木」と書かれていた。説明を読むと、なんでもこの神社にはふたつの幹が寄り添うように立っている木が多いらしく、縁結びの願掛けにいいという内容だった。


    　俺が読み終わったのを確認し、悠月はＶ字に立ち並んだ木の片方に手を添える。


    「ほら、せっかくだからさ」


    　なんとなく、なにを求められているのかがわかった。


    　もう片方にそっと手を当てる。


    　俺はすっと目を閉じた悠月を見つめて、見つめ続けていた。目をつむってみたところで、なにを願えばいいのかわからなかったから。


    　しばらくして、ぱちっと目を開けた悠月とそのまま目が合い、向こうは少しだけさみしそうに微ほほ笑えんだ。


    「なんかこれ、夫婦の木ってより二股またの木って感じだな」


    「バチあたるよほんと」


    　こんなとき俺は、そうやって茶化してごまかすことしかできない。


    　きっと、悠ゆ月づきだってこれ以上踏み込むことはできないし、その気もないだろう。これは、相手を切る勇気なんてないくせに、きんきんと刀の切っ先だけを触れ合わせるちゃんばらごっこみたいなものだ。


    　そんなことを考えていると、


    



    「よぉ、千ち歳とせ朔さく」


    



    　──勘弁してくれよ。


    　いったいどこからわいてきたのか、見覚えのあるニワトリ頭が俺たちふたりのあいだに無理矢理割り込んできた。


    「きゃっ」


    　必要以上に驚いた悠月がよろめき、そのまま砂利の上で転んでしまう。


    　とっさにかっとなりそうな頭を必死にクールダウンしながら、俺は悠月の手をとって起こそうとした。


    　その俺の背中に、がつんと、かなり強烈な蹴けりがお見舞いされる。動きにくい浴ゆ衣かたでしゃがんでいたため、そのまま悠月に覆い被かぶさるように倒れこんでしまった。


    　けたけたと、腹立たしい笑い声が降ってくる。


    　ふざけんなよちくしょう。


    　立ち上がろうとしてふと、悠月の顔を見る。


    　俺の後方を見据えるその瞳ひとみは、これまでに見たこともないような冷たい恐怖に沈んでいた。必死に俺の浴衣をつかむ手はかたかたと小刻みに震え、美しかった唇から血の気が引いている。


    「セクシーだねー、七なな瀬せ悠月ちゃん」


    　コケッコーの声に、俺ははだけかかっている悠月の浴衣の裾すそをさっと直す。


    　万が一もう一発蹴られてもすっころばないよう、脚を大きめに開いてしっかりと踏ん張り、身体に力が入っていない悠月をほとんど抱きしめながら立たせる。


    　悠月をしっかり自分の背中に隠すように振り向くと、コケッコーの後ろにもうひとり、長身の男が立っていた。


    　海かい人ととほぼ同じか、少し低いぐらいだろうか。全体的に痩やせぎすでひょろりと長い手足は、その身長と相まってある種の独特な雰囲気を醸し出している。


    　俺は左右にさっと目を走らせた。このあいだ図書館にいた他のふたりは見当たらない。


    　とはいえ、浴衣に下駄じゃ乱闘になったらまず勝ち目はないだろう。


    　いざとなったら焼きそばかお好み焼きだな。イカ焼きなんてのも気が利いている。もちろん、連中の背中にでも熱々のを突っ込んで悠ゆ月づきが逃げる時間を稼ぐための小道具だ。


    「久しぶりだなぁ、悠月」


    　奥にいた長身の男がこちらに近づいてくる。


    　サムライヘアとでもいえばいいのだろうか。サイドを短くかりこみ、あまった長い髪を後頭部の高い位置でひとつに縛っている。切れ長で一重の目つきはするどく、コケッコーの言っていた先輩とやらがこいつだとすぐに理解する。


    　そしてその口調は、間違いなく見知った相手に向けられたものだった。


    　悠月がぎゅっと俺の腕を握ってくる。かたかた震えながらも、指先には爪まで食い込むほどの力が入っていた。


    「……ぱい」


    　悠月が泣きそうな声を出す。


    「柳やな、下した……先輩」


    　俺はすうと息を吸って、吐く。


    　大丈夫、頭に上った血は下がった。クールにいこう。


    　悠月の手にそっと自分の手を重ねた。


    「うちの彼女になにかご用ですか？」


    　俺の言葉に、柳下とやらは薄い笑みを浮かべる。


    「千ち歳とせ朔さくか。どけ、悠月に会いに来たんだよ」


    「そうは言っても、ごらんの通り悠月が離してくれなくて。モテる男はつらいっすね」


    　ざんっ、と柳下が足下の砂利を蹴けった。


    　悠月がまたびくっとして、痛いくらいにすがりついてくる。


    「そいつは俺のだったんだよ」


    「初耳だな、元彼的なあれですか？」


    　俺の後ろで、悠月がふるふると必死に首を振っているのがわかる。


    「なぁ悠月、あんだけ誰とも付き合う気はないって言ってたくせに、高校に入ったらそんなちゃらちゃらした男とヤりまくりかよ」


    　柳下の顔がにちゃっと歪ゆがむ。


    「誰でもよくなったんなら、俺でもいいだろ。またあんな思いしたくないよな」


    「……あんな思いとは？」


    　まるで聞かないで、というように悠月の小さな嗚お咽えつが響く。


    　柳下はもったいつけるように言った。


    「知らないだろ、お前。こいつが怯おびえて泣いてるとこ、最高にクるんだよ」


    　くっひっひと、下品な笑いが響く。悠月はますます強くすがりついてくる。


    　──あー、もういいかな。


    　せっかく下げた血がまた頭に上ってきた。


    　一歩踏み込んで鼻っ面つら。それでこの不愉快な時間を終わらせられる。


    　それが俺らしいやり方じゃなかったとしても、知ったことか。


    



    　──力一杯拳こぶしを握りしめたところで、ふと、二本の小指が頭に浮かんだ。


    



    　そうだったな。いまじゃないし、こうじゃない。


    　俺はぐっぱを繰り返して力を抜く。


    　今度こそ、大丈夫。


    　俺は意を決して、思いきり息を吸い込み、


    



    「きゃああああああああああ。この人たち、僕にエッチなことするつもりよおおおおおおおおっ。男も女も関係ないって、美少年が好きだって、いやああああああああああああん。誰か助けてえええええええええええええええっ」


    



    　力いっぱい叫んだ。


    　境内にいる人々がいっせいにこちらを見て、ひそひそと小声で話し始める。


    　あまりにも理解不能な出来事に呆ぼう然ぜんとしていたコケッコーがようやく正気を取り戻し、「お前、ふざけんな」と近寄ってくる。


    「犯されるうううううううううううううううううううううううううううっ。運動部男子のシックスパックを割れてるライン沿いにねっとり舐なめ上げるのが好きなんだってええええええええええええええええ。盛り上がった大胸筋に頬ほおずりしながらたくましい大だい腿たい二頭筋をもみしだくことにこのうえない愉悦を覚えるんだってええええええええええ。最後は鍛え上げられた大だい臀でん筋きんをわしづかみにしながらフィニッシュしてやるってえええええええええええええ。汚されるうううううううううううううううううううっ」


    「ほんといいかげんに……」


    「さよなら僕の菊の花あああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああああっっっっっっっっっっ」


    　ざわざわと、周囲の人々はもう隠すこともなく冷たい目を向けてくる。


    　柳やな下したたちは死ぬほど動揺した顔を見合わせ、捨て台詞ぜりふのひとつもなくその場をあとにした。


    　えっへん、殴るだけが喧けん嘩かではないのだよ。


    　自分の大切なものを犠牲にすれば、別の大切なものを守れることもあるのだ。


    　笑ってくれたらいいなと思っていた悠ゆ月づきは、腕を回してぎゅっと俺にしがみついていた。

  


  
    三章　名前のあるカンケイと名前のないキョリ


    



    　祭りでヤン高の柳やな下したとコケッコーに絡まれた翌日、悠ゆ月づきは珍しく学校を休んだ。


    　おそらく、普段の自分を演じられないほどに消耗していたのだろう。


    　仲間たちに、昨夜の出来事は伝えなかった。危険な目に遭ったことを隠して心配かけさせないようにしたわけではなく、柳下という男に対して見せた悠月の過剰なまでの反応を、俺自身がまだ解釈しきれていなかったからだ。曖あい昧まいな情報を曖昧なままに垂れ流して、それが悠月にどんな影響を与えてしまうのかわからない。


    　昨日、家まで送り届けたあと、寝る前に『大丈夫か？』とメッセージを送ったが、『明日は休むね』とだけ返信がきた。我ながら、明らかに大丈夫じゃない相手に対してかける台詞せりふとしては下の下だ。遅かれ早かれヤン高に絡まれることは想定していたが、悠月があんなに取り乱すことはその範囲外だった。


    　──多分、もう少しちゃんと悠月を理解しようとしなければいけないのだろう。


    　そんなことをぐだぐだと考えながら迎えた放課後、俺はテスト勉強がてら智とも也やと駅前のサイゼリヤに来ていた。正直、まったく気分ではなかったが、結果として悠月の彼氏役も休みとなったため、面と向かって相談に乗る時間がつくれる数少ない機会だ。


    　ひとまず明日から始まる中間テストに備えて二時間ほど勉強したところで、なんとなく休憩を挟もうという雰囲気になる。少し早めの夕飯をかねて、俺は野菜ソースのハンバーグとライス大盛りを、智也はミラノ風ドリアを頼んだ。


    　それぞれ注文したメニューが届き、何度目かになるドリンクバーのおかわりをとってきたところで、待ちわびていたように智也が口を開く。


    「それで、昨日のお祭りはどうだったの？」


    　いきなりそれかよ、と思わないでもなかったが、そりゃこいつの立場からしたら気になって仕方がないだろう。


    　黙っているのもフェアじゃないかと、前日の段階で祭りに行くことは伝えていたのだ。さすがに昨日は呑のん気きに恋愛指南しているような心持ちではなかったので、報告は後回しにしていた。悠月に惚ほれている人間としては、気が気でなかったとしても頷うなずける。


    　俺の心境はあくまで俺の心境であり、智也に落ち度はない。


    　気持ちを切り替え、軽い口調で答えた。


    「うむ、お祭りデートとはいいものだ」


    「そりゃそうだよ。浴ゆ衣かたの七なな瀬せさんと歩けるなんて、本当ならいますぐ僕に顔面ドリアされたっておかしくないからね？」


    　智也が心底恨めしそうな顔をする。


    「まあそう言うな。それはそれ、これはこれとして、ちゃんと今日も付き合ってるんだから」


    「それ、七なな瀬せさんが休んだからでしょ。珍しいよね、体調悪いようにも見えなかったのに」


    「重い日なんだろ、察してやれ」


    「またそういうこと……」


    　まあ、食事中に飛ばすジョークじゃなかったな。


    　智とも也やはやれやれとばかりにため息をつく。


    「なんか、悩み事でもあるのかな？」


    「あのな……」


    　俺はハンバーグと目玉焼きを全部ひと口大に切り分けてしまってからナイフを置いた。


    「前にも言ったけど、そういうのよくない癖だぞ。女の子の一挙手一投足をなんでもかんでも大げさでロマンチックな物語にしようとするな。さっきの例はともかくとして、どうせ腹出して寝て風邪でもひいたんだよ」


    　今回に限って、悩み事というのはあながち的まと外れでもないだろう。


    　けれど、手当たり次第に百球投げたボールのうち一球がいいコースに入ったからといって、ピッチャーになれるわけじゃない。


    「朔さくに指摘されてから注意するようにしてるんだけど、ついね。病気にせよ悩み事にせよ、困ってるなら力になりたいとか思っちゃってさ」


    　智也はスプーンでぐりぐりとドリアをかき混ぜながら、照れたように笑う。


    「ほとんど面識ない男にいきなり看病されるとかただのホラーだぞ。だいたい、誰かの問題を自分なら解決できるなんてのはただの思い上がりだ」


    　──じゃあ、お前がやってることはなんなんだ。


    　頭のなかで道化師ピエロが笑う。


    「だけどさ、朔は山やま崎ざきくんも助けてあげたわけだし、こうして僕にも協力してくれてる。それは、誰かの問題を解決していることとは違うの？」


    　案の定、痛いところを突かれてしまった。


    　確かに、「きっと他の多くの人間よりもうまくやれるだろう」という想いは持っている。だからこそ同時に、「きっと他の誰よりもうまくやれない」と気づいているのも俺自身なのだ。


    　とはいえ、その矛盾もあくまで俺の矛盾であり、いまは智也のために正しい言葉をつかわなければいけない。


    「誰かに支えてもらおうが、背中を押してもらおうが、結局のところ自分を救ってやれるのは自分だけだ。智也だってそうだぞ。さしあたり、悠ゆ月づきと話せるようにならないことには一歩も前に進めない」


    「朔に紹介してもらうってわけには……」


    「してやってもいいが、その程度の勇気も出せない男に七瀬悠月が振り向くと思うか？」


    「だよねぇ……」


    　智とも也やは妙にしょぼくれた顔でうつむく。


    「難しく考えすぎなんだ、智也は。適当に声かけて『あのときのこと覚えてますか？』とか聞いてみりゃいいだろ……いや、それはちょっとこわいか」


    「けっこう印象的な出来事だったからさすがに覚えてくれてるとは思うけど、それで『あなた誰？』って反応されたら軽く死ねる自信ある」


    「なら『北陸はいつも曇りですね』でも『もしもし、このあたりで僕の落としたコロッケパンを見かけませんでしたか？』でもなんでもいいからまずは話しかけろってばうっとうしい！　関係うんぬんはその次だ」


    　もごもごしている男をよそに、俺は「あのな」と続けた。


    「俺だって恋愛の正解なんてわからんが、まず相手を知り、自分を知ってもらう。好きになってもらえるよう努力する。ちゃんと気持ちを伝える。この三ステップは不変だろう？」


    　ひと目惚ぼれ、というものを俺は信じていない。


    　それはきっと好きになった気がしているだけで、まだ恋愛未満の状態だと思う。


    「智也はまだ最初のステップにすら立っていない。残念なことに、ほとんどすべての現実において映画や小説のような運命的シチュエーションなんて用意はないぞ。どこにでもある平凡な男女関係が転がってるだけだ。だから──」


    　俺は言葉を句切り、智也の目を見た。


    「普通におどおどしながら話しかけて、そわそわしながらLINEして、わくわくとどきどきを混ぜ合わせながらデートに誘ったりすりゃいいんだよ。そういうありきたりに、あとからふたりで運命って名前をつけるんだ」


    「それでも……どうやっても振り向いてもらえなかったら？」


    「真っ暗な部屋で泣きながら女め々めしいポエムを書き綴つづって、飽きたらギターでも買って曲にすればいい。そいつをひっさげて学祭でバンドをやれば、新しい恋が見つかるさ」


    「それは……」


    　珍しく智也がきっと俺を睨にらんだ。


    「朔さくがちゃんと恋してないからだよ。絶対にこの人以上は見つからないっていう相手と、出会ったことがない人間の台詞せりふだ」


    「かもしれないな」


    　本気でそう言った。


    「最後の軽口はさておくとしても、俺に智也の気持ちの程度はわからない。本気の恋ってやつも、多分、わからない。だけどそんな俺でも、なにが正しくてなにが間違っているかぐらいは、わかっているつもりだ」


    　智也はしゃべりすぎたと思ったのか、声のトーンを落とす。


    「ごめん、こうやって相談にのってくれているのに言い過ぎた」


    「謝る必要はないぞ。俺も言いたいことを言って、智とも也やも言いたいことを言っただけだ」


    　俺は、なぜだかファミレス限定で無性に飲みたくなるメロンソーダの入ったグラスを空にして立ち上がり、ふと思いついたことを口にした。


    「そういえばさ、智也って趣味とかあるのか？」


    「どうしたの急に」


    　怪け訝げんな表情でこちらを見てくる。


    「いや、そういう友達っぽい話をあんまりしてなかったと思ってな」


    「まあ、さっきの話じゃないけど音楽とかは普通に好きだよ」


    「そっか、じゃあ今度おすすめなんか聞かせてくれ」


    「オーケー、考えておく」


    　俺たちは互いににっと笑って、今日をお開きにした。
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    　その日の夜、俺は考えに考え抜いて悠ゆ月づきにメッセージを送った。


    『看病しに行ったら、汗かいて気持ち悪いから身体拭ふいてってイベントは発生するか？』


    　その結果これってのは我ながら情けないが、すぐに既読がつく。


    『そのとき風邪移しちゃって、今度は私が代わりに看病するイベントが伴うなら、あるいは』


    『悠月はどこまで拭いてくれるんだ？』


    『どこまで拭いてほしいの？』


    『そりゃあもちろん、汚いところを隅々まで』


    『女を泣かせてきた過去のことかな？』


    『貴様っ、なぜそれを知っている！』


    　少しは調子が戻ってきたみたいだな。


    『ねえ朔さく、あれは私じゃないから』


    　そう思っていた矢先、俺の反応を待たずに悠月がそう送ってきた。


    『いまさら遅いぞ。祭りの雰囲気にあてられていつもより女の子だった悠月を忘れない』


    『朔だって、いつもより男の子だったけどね』


    　絵文字やスタンプを使わないやりとりは、楽だけど感情が読みにくい。スマホの向こうで、悠月はどんな顔をしているのだろうか。


    　俺はなるべくシンプルな話題を選ぶ。


    『赤と黒は元気か？』


    『千ち歳とせと朔は机の上で仲よさそうに泳いでるよ』


    『そりゃよかった。毎晩寝る前には好きだよってささやいてやってくれ』


    『好きだよ、千ち歳とせ朔さく』


    『読点挟む位置を間違うな。勘違いしちゃうだろ』


    『勘違いしてほしいの、いまだけは』


    　どうやら、まだまだ本調子ではなさそうだ。


    　俺は五分ほど考えてから、ひと言送る。


    



    『七なな瀬せ、ちゃんと俺の彼女になるか？』


    



    　ぽんぽんと続いていたやりとりが途絶えた。


    　同じように五分ほど経ってから、反応がある。


    



    『いまだけは駄目だよ、千歳』


    



    　よかった、と思った。


    　そう言ってくれる七瀬であってよかった、と。


    『残念だ。弱りどきは口説きどきだと思ったんだけどな』


    『それは一般論。私は七瀬悠ゆ月づきです』


    『僕は通りすがりのヤリチン糞くそ野郎です。もう少し上等なものを用意しておくので、今こ宵よいの口説き文句は忘れてください』


    　ようやく、悠月から黒猫のスタンプが届く。


    「ふみゃー」っと爪を立ててる感じのやつだ。


    『明日は来いよ、七瀬』


    『明日は行くよ、千歳』


    『おやすみなさい、悠月』


    『おやすみなさい、朔』


    　そうして俺たちは、ちゃんとかりそめの恋人同士に戻った。
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    　翌朝、悠月の家まで迎えに行くと、少なくとも表面上はいつも通りに戻っていた。


    　登校し、チーム千歳でテストの山を張っているときも不自然に感じるところはない。


    　このまま何事もなく今日が過ぎればいいなと思ったが、どこぞの誰かはそうすんなりと格好の機会を手放してはくれないようだ。


    　あと十分ほどで最初のテストが始まろうかというタイミング。


    　亜あ十と夢むたちとの談笑を切り上げ席に戻ろうとしていたなずなが、ごんと悠ゆ月づきの机にぶつかる。


    「あ、ごめ～……」


    　なずなの言葉が途切れ、机の引き出しからばらばら飛び出したなにかが床に散らばった。


    　基本的にうちの学校ではテストのあいだ引き出しを空にするルールがあるので、ほとんどの生徒は昨日の帰り際に中身をロッカーへと移動させているはずだ。悠月は休んでいたが、気を利かせた夕ゆう湖こと優ゆ空あがその作業を代わりにこなしてくれていたし、それは本人にも伝えてある。


    　だから、悠月はもちろん俺にとっても予想外の出来事で反応が遅れた。


    「なにこれ、千ち歳とせくんとのデート写真？　てゆーか何枚印刷してるの、うざいんですけどー」


    　なずなの言葉を聞いたときにはもう遅かった。


    　近くにいた夕湖が床の一枚を拾い、ぴたりと静止している。


    　十枚ほどの写真はすべて同じもので、写っているのは浴ゆ衣かた姿の悠月が俺の小指を握りながら境内を歩いている場面だ。


    　気づいた悠月が床に膝ひざをつき、両手を広げて必死に残りをかき集め始めた。


    　どう考えてもらしくない慌てふためいた様子とまわりの目を忘れた立ち振る舞いは、かえって「見られちゃまずいものなんだ」という空気を濃くしていたが、それを助言できる状況でも状態でもない。


    　なずながそんな悠月を見下ろしながら鼻で笑う。


    「ださっ。べつにやましいことないなら堂々としてれば？」


    　悠月は床にしゃがみこみながらなずなを睨にらみ返したが、すぐそばで立ちすくむ夕湖が目に入ってしまったのか、申し訳なさそうにうつむいてしまう。


    　それを敏感に察したなずなは遠慮なく言葉を投げつけた。


    「なに、柊ひいらぎにナイショだったの？　意外とせこいことすんだね」


    　なんとかしたかったが、どう考えたって俺が割って入るのは悪手だ。いま言葉を尽くしたところで、焦って言い訳をしているようにしか映らないだろう。


    　そもそも俺たちは付き合ってることになっているのだから、なずなやクラスの連中に見られるのは最悪かまわない。問題はそれがふりだと知っているチーム千歳の面々、ひいては夕湖に見られてしまったことだ。


    　きっとあの瞬間は、俺も、悠月も、少しばかりはしゃぎすぎていた。


    　べつに誰かを裏切ったわけでも、不義理を働いたわけでもないが、じゃあ夕湖たちの前でも同じように振る舞うかと聞かれたら答えは当然ノーだ。


    　例えるならば、少年や少女がこっそり書き綴つづっていた秘密の小説を親しい人に読まれてしまったような感覚。


    　そうである以上、抱く必要のないわずかな罪悪感と羞しゆう恥ち心しんからは逃れられない。


    　結局、誰もがなにを口にすればいいのかわからない状況を打ち切ったのはなずなだった。


    「つまんな。やっぱあんた、千ち歳とせくんには釣り合わないんじゃない？」


    　最初のテストが数学でよかったと思う。


    　きっと現代文だったら、違う人たちの気持ちを考えていた。
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    　テスト初日が終わり午前中で解放された俺たちは、例によって８番で飯を食べることにした。


    　テーブル席には最大六人しか座れないので、隣り合わせを確保する。


    　片方には俺、悠ゆ月づき、夕ゆう湖こ、健けん太た。


    　もう片方に和かず希き、海かい人と、優ゆ空あ、陽はる。


    　どう考えても組み合わせに悪意を感じるのは僕だけでしょうか？


    　楽しげにテストの答え合わせをしている向こうのテーブルと比べて、こっちはまるでお通夜だ。学校を出る前に確認したら、悠月の机だけでなく、ご丁寧に俺を含めたチーム千歳全員の引き出しに一枚ずつ同じ写真が入っていたので、まあ遅かれ早かれだったのだろう。


    　夕湖は無言かつ一心不乱に野菜ラーメンの味噌大盛りをずるずるずるずるしてるし、悠月はすました顔で塩のスープをすすってるし、健太はやけになったのか野菜ちゃあしゅうめんのとんこつをがっついている……うん、どう考えてもお前数あわせとして強制的にこっちに放り込まれた感じだしな、気持ちはわかる。


    　かくいう俺も、今日は唐麺を一玉で注文していた。どうにも食欲がわかなかったからだ。


    「そ、そういえば、今日のテストはどうだった？　俺は数学がちょっと怪しいかも」


    　この空気に耐えきれないとばかりに、健太が口を開いた。


    　いいぞ、さすがは俺の弟子。


    　さあ、相互理解を始めよう。


    　──夕湖も悠月も反応しないので、俺も開きかけた口をつぐんだ。


    　健太は「てめえ神この裏切り者」って感じでこっちを見てくるが、音のない口笛を吹きながら目をそらす。


    「か、神。お祭り行くなら誘ってくれればよかったじゃないですかー。浴ゆ衣かたの女の子とお祭りとか、フィクションのなかにしか存在しないイベントかと思ってましたよ」


    　お、いいな。


    　あえてその話題に触れていくスタイルはそこはかとなく成長を感じるぞ。


    　──ただし俺は口をつぐむ。


    　健太は「コミュニケーションの本質はキャッチボールだって言ってなかったか神あぁん？」って感じでこっちを見てくるが、唐麺の挽ひき肉を箸はしでつまむふりして目をそらす。


    　そうこうしているうちに、麺と具を食べきったのであろう夕ゆう湖こが両手で持ち上げたどんぶりに口をつけ、ごきゅっ、ごきゅっときれいにスープを飲み干した。


    　ごんッ。


    　たたきつけるようにどんぶりを置き、水をぐびっとひと息に流し込む。


    　健けん太たは慌ててピッチャーから水を注ぎ直している。


    「あのですね！」


    　戦の準備は整ったとばかりに夕湖が告げた。


    　俺と悠ゆ月づきは思わず姿勢を正す。


    「手をですね、つないでいらっしゃいましたよね！　こう、指をちょこんて感じで」


    「「……はい」」


    　いつもと違うその口調が妙におそろしい。


    　かつんッ。


    　またがぶがぶと水の入ったコップを空にし、健太が補充する。


    「おふたりは、〝偽物の〟恋人だったはずですよね？」


    「「……おっしゃる通りです」」


    「それがどうしたら手をつないで浴ゆ衣かたデートって話になるんでしょうかねぇ、健太っちーさん」


    「そ、そうだぞおかしいぞ神、七なな瀬せさん！」


    　健太は向こう側につこうと決めたらしい。


    　ちくしょう、さっきの意趣返しかよ。


    「あ、あのな、夕湖……」


    　俺がおずおず口を開こうとすると、コップのかつんッでそれを止められた。


    「朔さくはちょっと黙ってて！　だってあれ、どう見ても悠月のほうから握ってたもん」


    　悠月は居心地悪そうに沈黙を守り、夕湖がそのまま続ける。


    「あのね、べつに手をつなぐなって言ってるんじゃないんですよ。そりゃあもうおふたりの意思で昼でも夜でも好きにつなげばいいんですよ？　だけどね、私が言いたいのはどういうつもりなのかってこと！」


    「どうって……」


    　蚊の鳴くような声で悠月が反応する。


    「悠月はちゃんと朔じゃなきゃ駄目なのかってことだよ。誰でもいいからあったかい手にすがりたかっただけなら、もうやめて。私にだってそんなこと言う権利はないけど、もうやめてほしい」


    　夕湖はいつになく強く、きっぱりと言い切った。


    「誰でもいいってことは……なかったと思う」


    「もしあそこにいたのが健太っちーだったら手はつながなかった？」


    「ないね」


    　間髪入れずに悠ゆ月づきが答える。


    　おい、無駄に健けん太たを傷つけるのはやめてさしあげろ。


    「じゃあ和かず希きや海かい人とだったら？」


    「やっぱり……ない」


    「朔さくじゃなきゃ駄目だった？」


    「……ごめん、わからない」


    　そこまで聞いて、夕ゆう湖こは大きく息をふうっと吐き出した。


    「よし、気持ちはわかった。ライバルだね、これからは！」


    　悠月がきょとんとした表情を浮かべる。


    　多分、俺も同じ顔をしていた。


    「いや、そこまではひと言も」


    「みんな最初はそう言うんですよ」


    　夕湖がうんうんと頷うなずきながら、まるで取り調べ中の警察官みたいな口調で話す。


    「だけどね、自分の態度も決めないままに捕まえられる相手じゃないよ、隣にいるあんぽんたんは。いまの悠月も、私も、朔のトクベツじゃない。だけど私は自分がトクベツじゃないことをちゃんと知ってるから、一歩リード！」


    　勢いよくびしっと自分に突きつけられた指先を見て、悠月は一瞬びくっと身構えてから、ようやくぷっと吹き出し、ころころと笑った。


    「夕湖って変！　なんか、いろいろおかしいよ」


    「おかしくないよ、素直なだけだもん」


    「普通はそんなふうに一足飛びで素直になれないんだって」


    「めんどくさい女の子だなぁ」


    　それから夕湖は、きっとこちらに視線を移した。


    「それからあんぽんたん！」


    「へーい」


    「返事は、はい！」


    「はいっ！」


    　テーブルに身を乗り出し、人差し指でぶすぶすと俺の額を刺してくる。


    「あ、の、で、す、ね。優しくて甘すぎるのが朔のいいところであり悪いところなのは知ってる。だけどそんなふうに求められた女の子とひょいひょい手をつないでたら、そのうちぐるっと地球一周輪っかになっちゃうんだからね！」


    「いや、それぞれの女の子とつないでるだけならべつに輪っかにはならないんじゃ……」


    　ずぶっと、整えられた爪がめり込むいってぇ。


    「私でさえ見たことない浴ゆ衣かたでおめかししてる暇があるなら、さっさと悠ゆ月づきのこと助けてあげたらどうなんですかねぇ？　そんで、夏は絶対に私も浴衣着ていっしょに花火行くんだからね、行くもん」


    　俺は夕ゆう湖この指が額に刺さったままでこくこくと首を縦に振った。


    　とりあえず、これで手打ちってところだろうか。


    　夕湖のおかげで、変に関係がこじれなくて助かった。ここで発散しておかなきゃ、ますます口にしにくい空気が生まれてしまう。優ゆ空あや陽はるたちのテーブルも「終わったか？」って感じでにやにやしながらこちらを見ていた。


    　それにしても、だ。


    　相手の悪意が徐々に悠月の核心に向けて這はい寄ってきているようでいい加減薄ら寒い。


    　なにかと後手後手にまわっているのも不愉快だ。


    　なにかもうひとつ、状況を動かせる決定打があるといいのだが。


    　たいした案も思い浮かばず、俺は唐麺をすすり続けた。
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    　会計を終えたあと、店を出る前に寄ったトイレから出てくると、手洗い場のところで夕湖が待っていた。


    　俺が手を洗っているあいだじゅう、鏡ごしにじぃっとこちらを見ている。まだなにか怒っているのかとびくびくしながら洗い終えると、ようやく話しかけてきた。


    「朔さく、ハンカチ貸してあげよっか？」


    「いや、ぶおーんてやつやるから大丈夫だぞ」


    「むー」


    　なんだってんだ。俺が手を乾かしていると、今度は自分の手を差し出してくる。


    「ねぇ、ラーメンのスープまで飲んだらちょっと指が太くなっちゃったかも。ほら見て」


    「水風船じゃあるまいし、んなわけないだろ」


    「ねぇ、もっとちゃんと確認してってば、ほら！」


    　意図が読めないまま、仕方なく俺はずいずいと迫ってくる夕湖の手をまじまじと見た。


    「大丈夫だよ。いつもとおんなじきれいな指だ」


    「むむむー。そーゆーことじゃないの！」


    　言われた通りにしたのに、今度はぷりぷりし始めた。


    　まじでなんなんだ。


    「店の前でみんな待ってるだろ、早く行こうぜ」


    　そう言うと、夕湖は渋々といった様子で「はーい」と振り向きざまに一歩踏み出し、


    「きゃっ」


    　段差があることに気づかなかったのか、ぐらりと態勢を崩した。


    「あぶねっ」


    　とっさに夕ゆう湖この手を掴つかむ。


    　それでなんとか踏みとどまった夕湖がくるりとこちらを見た。なぜだかその顔には満面の笑みが浮かんでいる。


    「なに笑ってるんだよ。夕湖はわりかしドジなんだから、気をつけろよ」


    　俺の言葉なんかまるで届いていないように、夕湖は自分の手、とそれを掴んでいた俺の手を顔の前に持ち上げた。


    「これ、朔さくのほうから握ってくれましたよね？」


    　──なるほどね。


    　ようやく夕湖の考えていたことを理解し、思わずぷっと吹き出した。


    「まあ、そういうことになるな」


    「えへへへー」


    　満足したのか、夕湖はうんうんと頷うなずいてから手を離し、出口のほうに歩き始める。俺はその背中に声をかけた。


    「夕湖」


    「なーにっ？」


    「ちゃんとトイレ出てから手は洗ったか？」


    「ばかちーん！」
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    　一応、悠ゆ月づきは病み上がりの設定だったため、俺たちは８番でみんなと別れて帰路についた。


    　ちらりと、隣を歩く横顔を盗み見る。


    　夕湖のおかげでいくぶんか持ち直したように見えたが、その効果もすぐに切れてしまったらしい。普段の完璧な表情の上に、鬱うつ々うつとした疲労といらだちが降り積もっているようだった。


    　おそらく無意識のうちに、先ほどから深いため息を何度もついている。


    　無理もない。どういう関係なのかはあえて聞いていないが、ヤン高の柳やな下したというやつが悠月の心によくないゆさぶりをかけたのは明らかだったし、ただでさえぐらぐら揺れているところに今朝の一件だ。


    　高校生の女の子に降りかかっている状況を考えれば、とっくの昔に泣き崩れていたっておかしくない。そうならないのは、悠月が両足でちゃんと踏ん張って立っているからだ。


    「だ……」


    　思わず、「大丈夫か？」と声をかけそうになって俺は言葉を止めた。


    　祭りの夜もそうだったが、こんなときは意外とチープな台詞せりふしか出てこないんだな。


    　俺がいまそんなことを聞いたところで、悠ゆ月づきは無理して「大丈夫」と笑って、また少し心をすり減らすだけに決まっている。


    　本当はすぐにでもなんとかしてあげたかった。


    　それで解決するなら相打ち覚悟でヤン高の連中をぶん殴ったっていいし、蔵くらセンにでも警察にでも、相談して楽になれるならいっこうにかまわない。


    　だけど、悠月が自分の意志でまだ戦っている以上、どうして横から勝手なお節介なんて焼けるだろうか。端から見ているだけの人間が先に我慢の限界を迎えるだなんて、冗談にしたって笑えない。


    　俺が頼まれたのは、あくまで日常的な彼氏のふりと有事に備えたボディーガードだけだ。悠月の身に降りかかった事態を解決してくれとも、内面的な問題に踏み込んで心のケアをしてくれとも言われていない。


    　その線を踏み越えようとするのは、ただの自己満足だ。


    　思わず、拳こぶしをぎゅっと握りしめる。


    　──だから、まだ。


    　いまの俺にこれ以上できることはない。


    「ねぇ朔さく」


    　不意に、悠月が俺の名前を呼んだ。


    「私はちゃんと前に進んでるのかな？」


    　多分、答えなんて求めてないんだろう。


    「マイケル・ジャクソンでもないかぎり、前を向きながら後ろに進むのは難しいと思うぞ」


    　ふふっと、小さな笑いが漏れた。


    「本当にしょうもないジョーク」


    　明日の悠月は今日よりも笑えるといいな。


    　そう、心から願った。
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    　テスト二日目は、しとしとと北陸らしい雨が降り続いていた。悠月とふたり、うんざりしながら登校すると、そこには想像するかぎり最低な朝が待っていた。


    　教室に入るなり、クラスの連中が自分のスマホとこちらを交互にちらちらと見比べている。また俺の悪口が学校裏サイトにでも書き込まれていたのかと思ったが、どうやら好奇の目が向けられているのは悠月らしい。


    　嫌な予感がする。


    　俺たちの姿を認めると、すぐに優ゆ空あが駆け寄ってきた。


    「朔さくくん……」


    　そう言って、自分のスマホを渡してきた。


    　俺はそれを確認し、すぐブレザーのポケットにしまう。


    「見せて」


    　なにかを察したのであろう悠ゆ月づきが手を差し出してきた。


    「なんのことはない、またヤリチン糞くそ野郎が炎上してるみたいだ。悠月に見せて『別れましょう』なんて言われるのはごめんだな」


    　もちろん、そんなごまかしが通じる相手じゃない。


    　悠月が自分のスマホを取り出したところで、


    「七なな瀬せ、あんたさぁ──」


    　なずながスマホの画面を向けながらこちらに近寄ってきた。


    「こーゆーのが趣味だったわけ？」


    　その画面に表示されていたのは一枚の写真。


    　中学生のころだと思われる悠月が、ひとりの男といっしょに写っていた。


    　男の手はしっかりと腰に回され、悠月を自分のほうに抱き寄せている。


    　その野郎は、先日に見た姿より若干のあどけなさは残るが、間違いなく柳やな下しただった。


    「悪そうな男子と付き合うとか、もろ中学生の女子って感じでうけるー」


    　確かに、ぱっと見ではそういう印象を受けてもおかしくない。


    　だけど問題は悠月のほうだ。柳下と反対側を向いてうつむく表情は、精一杯に唇をかみしめているものの瞳ひとみにはうっすらと涙が浮かび、自分の左手で右の手首を必死に握っている。


    　普段の悠月をよく知る俺や優空はすぐその違和感に気づいたが、多分なずなは、深く考えずに悠月の元彼だと判断して、軽い気持ちで絡んできているのだろう。


    　そして、悠月の変化は劇的だった。


    　すがるように俺の腕を握りしめ、かちかちと震えている。気を抜いたらそのまま崩れ落ちてしまいそうだ。


    　なずなの言葉が追い打ちをかける。


    「また千ち歳とせくんに媚こび売るの？　いまはあなたのことしか見てないよって？」


    　その言葉にぴくりと反応して、悠月が俺の腕から手を離した。


    「……いつ」


    　絞り出すような声を出す。


    「いつ、私が朔に媚売ったのっ」


    　なずながそれに応じた。


    「いっつもじゃん。誰にでも好かれる仮面貼はり付けて、ころころ表情変えて、ずっと気に入らなかったんだよねぇ」


    「──だから？」


    　熱くなりかけた悠ゆ月づきの声から、急速に温度が失われた。


    　氷みたいな表情でなずなに告げる。


    「だから綾あや瀬せは、ヤン高の人の使いっ走りになって、こんな真ま似ねを続けたの？」


    「はぁ？」


    　しまった、と俺は思った。


    　しかし止める暇もなく、悠月の言葉が続く。


    「私の制汗剤が盗まれたとき、綾瀬は珍しく遅くまで教室に残ってた。バッシュが隠されたとき、なぜだか試合を観に来てた。そして昨日、うっかり机にぶつかって写真をばらまいた……」


    　悠月が薄く笑う。


    「ずいぶんと都合のいい偶然が重なるんだね。たまたまヤン高にお友達がいる綾瀬さん？」


    　まさか、制汗剤がなくなった日のことやヤン高に友達がいることまで知っていたのか。


    　それらは、俺があえて悠月に伏せていた情報だった。


    　確かに、こうして羅列すればヤン高の協力者はなずなだという仮定が浮かび上がってくる。


    　しかし、あくまでも推測の域を出ない。


    　もしも本当になずなが実行犯だとしたら、あまりにも頭が悪すぎると思うのだ。


    　制汗剤を盗んだあと俺になんか話しかけなきゃいいし、試合なんて見に来なければ誰も疑念を抱かない。昨日の写真はチーム千ち歳とせ全員の引き出しに入っていたのだから、あとは俺たちの誰かが気づくのを黙って待っていればすむことだ。


    　冷静な状態の悠月なら、それに気づかないはずはない。


    　それに俺は、あの日の夕暮れに言葉をかわしたなずなと実行犯のイメージが、どうしても重ならなかった。


    「はぁっ？」


    　なずなが悠月に言い返す。


    「なにそれ。なんのことかわかんないけど、つまりは私があんたにちまちま嫌がらせしてたって言いたいの？」


    「そこまで断定はしてないよ。ただ事実を並べただけ」


    「なんで私がそんなことするわけ？」


    「推測でいいなら、いくつか理由は思いつくけど」


    



    「──っ馬鹿にすんなッ！！」


    



    　がしゃんと、なずなは自分のスマホを床にたたきつけた。小さくバウンドして表を向いた画面にはびりびりと亀裂が走っている。


    「そりゃあ私はお世辞にもいい子だなんて言わない。七なな瀬せのことも気に入らない。けど……」


    　悠ゆ月づきの冷静な顔を、ぎりっと見据えた。


    　その瞳ひとみにはうっすらと涙が浮かんでいる。


    「文句があるなら直接言ってやるし！　裏でこそこそなんて、私はそんな卑ひ怯きようなやり方であんたから逃げたりなんてしないッ！！」


    　その熱をするっと受け流し、悠月の口が動く。


    「へぇ？　てっきり私は、あなたがさ……」


    「──悠月っ！！」


    　俺の怒声が冷たい声をかき消した。


    　その先だけは言わせるわけにいかない。


    　そんなのは、そういうのは七瀬悠月のやり方じゃない。


    「いまのは、お前が悪い」


    　ぽんと、強こわばる肩に手を置いた。


    　それでようやくはっとしたのか、悠月はぐっと口をつぐむ。


    「あのよ……」


    　転がったスマホを拾いながら口を挟んできたのは亜あ十と夢むだ。


    「こいつも口悪いし、いらっとすんのもわかるけど、試合の件はありゃ違うぞ」


    「ちょっと、余計なこと言わないでよ」


    　なずなの言葉を無視して、亜十夢が悠月に告げる。


    「こいつも中学のときバスケやっててさ。七瀬のプレーの大ファンだったんだとさ。うちで強豪と試合すること知ったら、絶対に見たいって」


    　それは、この場においての善悪を決定づけるひと言だった。事情を知らない連中はともかく、少なくとも、悠月が言動を省みるためには充分だっただろう。


    　自分のスマホをふんだくったなずなはかっかしたまま席に戻り、見計らったように蔵くらセンが入ってくる。


    　っかやろう亜十夢、ちゃんとそこまで教えてくれてたらもっと早く容疑者リストから外せてたのに。反射的にそう思うが、もちろん誰が悪いわけでもない。


    　無責任な悪意でくたくたにくたびれていた悠月、悠月に対しておそらく好きと嫌いの入り交じった複雑な感情を抱いていたなずな、なずなの心境を慮おもんぱかってすべてを俺に話さなかった亜十夢、こうなる前になんの手も打たなかった俺。


    　だけどきっと、あいつだけは、いまの自分を許せないだろう。


    　どさりと、スポーツバッグを落とし、悠月が教室の外に飛び出していく。


    「っ、蔵くらセンッ！」


    　なんとなく状況を把握したのだろう。


    　ぼさぼさの頭をかきながら、答えが返ってきた。


    「あー、七なな瀬せには追試の機会を、お前には二十分の猶予をやる。とっとと行け」


    　なんで俺だけハードモードなんだよちくしょう。


    　つっこむ余裕もなく、俺は悠ゆ月づきを追って教室を出た。
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    　ようやく追いついたのは、屋上へと続く扉の前に広がる踊り場のようなスペースだった。あたりには教室で使われずに余っている机やら椅い子すやらが乱雑に積み上げられており、まるでそのバリケードに隠れるように悠月は体育座りをしていた。


    「知らなかったのか？　普段は鍵かかってるんだぞ。屋上を使用したいときは、蔵センに申請書を出すか、掃除係の千ち歳とせ朔さくまで」


    　悠月は膝ひざ小僧に額を押しつけたまま小さくつぶやく。


    「ごめんね……」


    　俺はポッケから屋上の鍵を取り出し、すかっと扉を開けた。


    　しかし残念ながら、そこから見えるのはどよんと暗雲垂れこめる憂鬱な空だ。


    「謝るべき相手は俺じゃないんじゃないか？」


    「わかってる、わかってる……だけど朔も、テスト……」


    「あいにく、国語は一番得意なんだ。三十分もあれば事足りる」


    　俺は悠月の隣に座った。


    「なずなには、ごめんなさいしたほうがいいな」


    「……ぅん」


    「こんなとこ来たって、外は雨だぞ」


    「……ぅん」


    「少し休んだら、テストには戻れそうか？」


    「……ぅん」


    「ついでにおっぱいさわっといていいか？」


    「……ぅうん」


    「ちっ」


    　今日が雨でよかったな、と俺は思う。


    　こうして扉を開けていれば、雨の音しか聞こえない。


    「ＢＧＭ代わりに、意味のない昔話でもしようか」


    　なんとなしに話し始めた。


    「なぜだかいまでも記憶に残っている光景がある。あれは、幼稚園のころだ」


    　しとしとぴちゃんと、雨は降り続く。


    　その音に耳を澄ませながら、俺は遠い日へと想いを馳せた。


    「先生とのちょっとしたゲームでさ。『足が二本ある人』って言われたら全員が立って、そのあと『サッカーが好きな人』って言われたらサッカー好きなやつ以外は座る。べつに勝ちも負けもない。いま思えば、なんでそんな単純な遊びでけたけた笑ってたんだろうな」


    　あのころ、世界はもっとシンプルだった。


    「それでさ、先生が『髪の毛生えてる人』のあとに『女の子』って叫んだときだった。なにを勘違いしたのか、隣にいた仲のいい男の子が座らずに立ったままだったんだ。それで、俺はどうしたと思う？」


    　お隣さんから返答はない。


    「恥をかく前に教えてあげなきゃって思ってさ。『ちがうでしょっ！』って腰のあたりを掴つかんで、無理矢理座らせようとしたんだ。そんで……」


    　俺は当時のことを思い出して、ひとりでぷっと吹き出した。


    「勢い余って、ズボンだけをずり下ろしちまった。男の子は、ウルトラマンのプリントがあるかわいらしいブリーフをみんなに大公開さ。そいつが好きだった女の子もいる前でな。真っ赤な顔して泣きながらぽこぽこ叩たたかれて、その日は口もきいてもらえなかったよ」


    　当時は、ガキながらに一生消せない罪を背負ってしまったように感じたものだ。


    「けど、次の日には誰も彼もそんなことはすっかり忘れてたな。またみんなで輪になってハンカチ落としをしてた」


    　ほんの少しだけ顔を上げた悠ゆ月づきが、ぼそりとつぶやく。


    「……なんの話よ」


    「言ったろ、ただのＢＧＭだ。意味なんて、聞いてるほうがいかようにでも取り出せばいいさ」


    　悠月はまた黙り込む。多分、呆あきれているんだろう。


    「なぁ、どうしたらその雨はやむ？」


    　俺が言った。


    「……ミュージカル映画なら、素敵な曲のひとつでも流れる場面だね。そんな明け透けな寓話ではなく」


    「オーケー、次はそれでいってみよう」


    　調子っぱずれな『てるてる坊主』と『あめふり』をそれぞれ二回ずつ熱唱したところで、悠月は「わかったよ、戻ろう」と白旗を揚げた。


    　十五分。ぎりぎり間に合うだろう。


    　まるで何事もなかったかのようにすたすた階段を下りていく背中が角を曲がったのを見届けてから、俺はぎりぎりと奥歯を噛かみしめ、固く握った拳こぶしをそのへんに並べてあった机の天板に思いきり叩たたきつけた。


    　まだだ、まだあいつは踏ん張ってる。


    　かっこよく意地張って、七なな瀬せ悠ゆ月づきで在り続けようとしている。


    



    　だから、俺が怒ってるふりや哀しんでるふりなんかしてはいけない。


    



    　しっかりと気持ちを落ち着かせてから、俺も歩き出した。


    　そういえば、『てるてる坊主』の歌詞はこんなふうに終わる。


    　──それでも曇って泣いたなら、そなたの首をチョンと切るぞ。


    



    　　　　　＊


    



    「朔さく、悠月、ヤン高のやつらが来てる」


    　なんとか二日目のテストを乗り切ったところに、海かい人とがさらなる悲報を運んできた。


    　隣にいる悠月の動揺が伝わってくる。


    　まったく、つくづく退屈しない一日だ。


    「何人だ？」


    「正門のほうにふたり、裏門のほうにもふたりで四人だな」


    　おそらく、柳やな下したとコケッコーが二手に分かれて、あとは図書館に来ていた取り巻きＡとＢがそれぞれについたってところか。祭りの日は強引に乗り切ったが、まあ、あれですごすご引き下がる連中でもないだろう。


    　にしても、なるべく事を大きくしたくないこちらにとって、学校にまで来られるのはやっかい極まりない。


    「どんな様子だった？」


    「他の生徒に絡んだりはしてないぜ。いまんとこ、ただうろうろしてるだけだ」


    　どうやら、俺たちに怒りの矛先を向けるという試みにはひとまず成功しているようだ。


    　チーム千ち歳とせの面々が心配そうな顔で集まってくる。


    「どうする？　バスケ部の連中集めていっしょに帰るぐらいのことはできると思うけど」


    　海人が提案してきた。


    「いや……お前らならともかく、まったく関係ない人間まで巻き込みたくはない。とりあえず、ここで勉強しながら連中が飽きるのを気長に待ってみるさ」


    　優ゆ空あがおずおずと口を開く。


    「朔くん、悠月ちゃん……」


    「わかってるよ、約束は守る。相談なしに危ないことはしない」


    　こつんと、和かず希きが肩に拳こぶしを当ててくる。


    「それで、向こうが粘り強かったときの考えはあるんだよね？」


    「まあ、な。とりあえずみんなは普通に帰ってくれ。あとでちゃんとLINEする」


    　俺の言葉に、チーム千ち歳とせの面々は不安な表情を浮かべながら教室をあとにした。


    「さてと、勉学に励みますか」


    　言いたいこと、相談したいことは山ほどあるのだろうが、悠ゆ月づきはひと言も発することなく勉強道具を広げた。
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    　──焦っても仕方がないからとじっくり数時間。


    　普段の授業と同じぐらいか、それ以上に集中して俺と悠月はテスト勉強を続けた。


    　急いで帰ったところでやることは同じなのだ。その時間をここで消費したって、こちらは痛くもかゆくもない。


    　黒板の上にある時計の針は十八時をまわっていた。


    　不思議なものだが、どうせ出られないのだからと開き直った結果、勉強がはかどった気さえする。現実逃避に似た行為だったのかもしれないが、それは悠月にとっても同じだったようだ。ほとんど絶えることなくペンを動かす音が聞こえていた。


    　途中、俺は何度か外の様子を窺うかがいに出たが、連中もなかなか粘り強い。最初は多少距離をとってうろうろしていたのが、途中からは正門と裏門の外にどっかりと座り込み、なにやら楽しそうに雑談していた。


    　間の悪いことに、天気は午後からずっと小康状態となっている。


    　結局、この時間になっても諦あきらめて帰る様子はない。俺たちと同じように、雑談ぐらいしかすることがないから、場所が藤ふ志じ高前の地べたでもかまわないと判断したのかもしれないし、それほどまでに俺に対するいらだち、あるいは悠月に対する執着が強いのかもしれなかった。


    「仕方ない、そろそろ帰るか」


    「え……？」


    　机に広げていた勉強道具を片付けながらそう言うと、悠月が不安そうな声を出す。


    「一応、手は打ってある。本当に使い物になるかは知らないけどな」


    



    　昇降口を出ると、取り巻きＡが俺たちに気づき、隣の柳やな下したがゆらりと立ち上がった。Ａがスマホを取り出して電話をかけていたので、すぐにコケッコーたちも駆けつけてくるのだろう。


    　顔を見たくないからか、悠月は俺の背中に隠れてブレザーをぎゅっと握りしめる。


    「よぉ」


    　柳やな下したが言った。


    　俺は校門の少し手前で立ち止まり、それに応える。


    「お待たせしちゃったみたいですね、先輩。こんな雨降りの日にご苦労さまです。お尻しりにまあるい染みはできていませんか？」


    「なあに、藤ふ志じ高の女子をのんびり眺めてたらすぐだった。やっぱり進学校ってのは垢抜けないのが多いな」


    「女の子たちのほうも、学校の前にお芋がふたつ転がってるって思ったかもしれませんよ？」


    　柳下が無言で一歩踏み出し、自分を落ち着かせるようにそこで立ち止まる。


    　──あと三歩ってとこか。


    「それに比べて、やっぱ悠ゆ月づきは別格だよな。そう思わねえか？」


    「ええ、まったくです。ポテトのおともなら、あそこのフライドチキンぐらいがぴったりじゃないですかね？」


    　走り寄ってくるコケッコーを見ながら俺が言った。


    　──あと二歩。


    「千ち歳とせ朔さく。お前、もしかして俺たちが手は出さないとか思ってないか？　なあ悠月」


    　後ろであいつがどんな表情をしているのかは見なくてもわかった。


    　──あと一歩だ。


    「まさか。手よりも頭を使うと言われたら目ん玉飛び出ますけど」


    「よし、お前もういいわ」


    　柳下が校門を抜け、俺の胸ぐらをぐいっとつかみ上げる。


    　ぎゅううっと、悠月が俺の背中にしがみついた。


    



    　から、から、から、から。


    



    　俺たちにとっては耳慣れた雪せつ駄たの足音が響いてくる。


    「おーい、そこの学生諸君。けんかならよそでやれ」


    　だらんとしたその声は呆あきれるぐらいにいつも通りの蔵くらセンで、俺も肩の力を抜いた。


    　柳下はまだ俺を掴つかんだままで顔を寄せてくる。


    「お前か、ちくったの」


    「野蛮な言い方しないでくださいよ。学校に不審者が侵入しようとしてるって、ちょいと報告したまでです」


    　そう、俺が打った手とは、あっさり教師の力を借りることだった。学校の前で喧けん嘩かをおっぱじめるわけにはいかない以上、これほど単純明快な解決方法はない。


    　蔵くらセンからのオーダーは「敷地のなかに入れろ」。それを遂行するために安っぽい挑発を繰り返していたってわけだ。


    「教師が来たからってびびると思うのか？」


    「さあ？　俺は苦手っすけどね、あのおっさん」


    　そうこうしているうちに、蔵センは呑のん気きながに股またで歩み寄ってきて、


    「はい、えんがちょ」


    　俺と柳やな下したの真ん中にすぱんと手刀をおろす。


    「ってぇ」


    　柳下が離れた。


    「んだよいきなり。おっさん、教師が生徒に手を上げていいと思ってんのかよ」


    　蔵センはごそごそとポケットを探っている。おい、校門で煙草たばこ吸う気かよ。


    「なんだ、速すぎて見えなかったのか？　俺は手を下ろしたんだ」


    　子どもか！


    　結局空だったらしいラッキーストライクをくしゃくしゃと握りつぶし、蔵センはいきなり柳下の制服の胸ポケットに手を突っ込んだ。


    「お、学生の分際でセッタとは生意気だな」


    　そこからひょいっとセブンスターを抜き取り、自分のライターで火をつける。


    　おおよそ教師とは思えない一連の行動に柳下たちは面食らっているようだ。


    　蔵センはじつに気持ちよさそうに紫煙を吐き出す。


    　それを見た柳下は、はあと大げさにため息をついて、


    「めんどいわ、おっさん」


    　先ほどから自分の思い通りにならないことがいい加減頭にきたのか、ほとんど予備動作もなくいきなり蔵センに向けて低い蹴けりを繰り出す。


    　こんなところでそんなことを、しかも教師相手にしたらどうなるかなんて、まるで考えていないような躊ちゆう躇ちよのなさだった。


    「っでぇっ」


    　しかし声を上げたのは蹴ったほうだ。


    　蔵センは、ちょいと上げた雪せつ駄たの裏を、ちょうど柳下のすねにぶつけて止めている。すげーなおっさん。


    「ヤン高か、懐かしいなぁ」


    　おっさんがくわえ煙草のままつぶやく。


    「俺たちのころはまだぶっといボンタンだとかドカンなんてズボン履いてたやつもいたんだが、最近はもうそういうの流は行やらんのか」


    　柳下はぎりりと蔵センを睨にらんだ。
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    「てめえ、いまどき生徒を守る熱血教師ごっこかよ」


    「まさか。最初からここでやるな、よそでやれと言ってるだけだ。俺の視界に入らないところで勝手に青春しとけ。目に毒なんだよ」


    「はっ、教育委員会にでもちくってやろうか」


    「お前らがここにたむろしてたのはうちの生徒みんなが見てる。そして、俺は進学校の教師だ。もう二、三発小突いたところでいくらでももみ消せるぞ。これ以上学校のまわりをうろつくようなら、適当な嘘うそを吹き込んで県警の友達に補導してもらうのもいいな」


    　きたねえ大人だなおい。


    「いいか坊主ども。社会で生きていくっていうのはそういうことだ。ルールを逸脱しているのが格好いいと信じてると、いつかルールにしっぺ返しを食らう」


    　しっしと、蔵くらセンが手を振った。


    　けちがついたと思ったのか、警察沙汰はさすがに面倒だと判断したのか、柳やな下したは一度こっちをぎろりと睨にらんでから、くるっと振り返って去って行った。


    　俺たちは念のために、蔵センの小汚いラシーンで少し離れた場所まで送ってもらう。


    　悠ゆ月づきはそのあいだもずっと俺の手を握りしめて離さなかったし、せっかくやんでいた雨が、またぽつ、ぽつぽつと降り始めていた。


    



    　　　　　＊


    



    　──七なな瀬せ悠ゆ月づきが、雨に打たれていた。


    　すっかり本降りになってきた空を見上げながら、傘も差さずにただぼんやりと佇たたずんでいる。


    　蔵くらセンに降ろしてもらった場所の近くにあった公園は、幸いなことにこの天候で俺たち以外は人っ子ひとりおらず、不審な目を向けてくる人もいない。


    　薄く暗くぼやけていく風景のなか、遠くに見える車のヘッドライトと水たまりをつっきるぱしゃあという音だけが、悠月をこの世界につなぎ止めているような気がした。すっかりとびしょ濡れになった制服はぴたりと肌にはりつき、袖や裾すそからはぽたぽたと水滴が落ちている。


    「悠月、もういいだろ。風邪ひいちまう」


    　すっと俺に向けられた表情は、まるでそのまま溶けて流されていってしまう水彩絵の具のようだった。


    「ねぇ朔さく……私、なにか悪いことしたのかなぁ？」


    　くしゃりと相そう貌ぼうが崩れる。


    「七瀬悠月は、ただ七瀬悠月であっただけだよ」


    　俺は自分のビニール傘を開き、冷たい雨を遮さえぎった。


    「行こう、送るよ」


    　そう言うと、悠月はがっと俺にしがみつき、何度も、何度も、首をふるふると横に振った。


    「お願い、今日だけはひとりになれない」


    　家族が待ってると言おうとしたが、多分、そういうことではないのだろう。


    「気持ちはわかるが、このまま一夜明かすわけにもいかないぞ」


    「朔の家……」


    　悠月はすがるように俺を見た。


    「練習試合に勝ったらなんでもひとつ言うことを聞いてくれるって約束、消えてないよね？　あれいま使いたい、使わせてっ」


    「なんだ、知ってたのか。俺がひとり暮らししてるって」


    「前に……夕ゆう湖こから」


    「家の人、心配するだろ」


    「陽はるの家に泊まって勉強するって言うよ。多分、疑いもしないから」


    「でもな……」


    　がばっと俺の背中に腕を回し、必死に、必死にしがみつきながら見上げてくる。


    



    「お願いだよ、朔。私を連れてって。私を助けてよぉッ！！」


    



    　少し逡しゆん巡じゆんしたが、どう考えてみたって悠ゆ月づきを置いていくわけにも、このまま送り届けるわけにもいかなそうだ。


    　それに……この震える手を突き放すほどの覚悟が、いまの俺にはまだなかった。


    



    　　　　　＊


    



    　ぱちんと、電気をつける。


    　白熱電球の優しい灯りが、ぼんやりと部屋を照らし出した。


    　そこに広がるのは、まあ大して面白みのないリビングだ。


    　四人用の木製ダイニングセット、三人掛けのソファにローテーブル。多少なりとも物珍しいのは、雑多に小説が並んだ壁一面の本棚と、その一角にひっそり置かれた小さなチボリオーディオぐらいだろうか。隣の寝室はさらに簡素だ。シングルベッドとサイドテーブル、勉強用のデスク、古びた革張りの一人掛けソファ。テレビもパソコンもない。


    　いきなりシャワーや着替えを勧めるのも気が引けたので、俺はクローゼットからなるべく新しいバスタオルを引っ張りだしてきて悠月にかけ、リビングのソファに座らせた。チボリの電源を入れると、ローカルラジオ局のパーソナリティーが呑のん気きに声を上げて笑っている。


    　そのままキッチンでふたり分の温かいコーヒーをいれて戻ると、まったく同じ姿勢のまま固まっていたので、隣に座ってわしわしと乱暴に髪を拭ふいてやった。


    「ほら、飲め。あったまるぞ」


    　悠月はその声なんてまるで聞こえていないように、頭をそっと俺の肩に乗せ、身体の重みを預けてきた。まだしっとり濡れた髪の毛からは、むせかえるような雨の匂いとシャンプーの残り香が立ち上ってくる。


    　黙っていると、悠月の手がつつうと俺の腕を這はい上がり、頬ほおに添えられた。


    　それでも反応がないことにじれったさを覚えたのか、その手にくいと力がこめられ、わずか十センチの距離で見つめ合う形となる。


    　ぬらりと怪しく光る唇から漏れたふうという吐息がこちらの唇をくすぐった。


    　ゆらゆらと揺れる瞳ひとみがそっと閉じられ、もう五センチ、距離が縮まる。


    　押しつけられた身体はねっとりと甘く、シャツには下着のラインまでがむらむらと浮かび上がっていた。


    　ここまでか、と俺は思う。


    　どうせ、とっくの昔に決壊寸前だったんだ。


    



    「──それでいいんだな、七なな瀬せ悠月」


    



    　俺は悠ゆ月づきの両肩を掴つかみ、がばっと乱暴にソファへ押し倒した。


    「いゃっ」


    　らしくない声がこぼれるが、知ったことではない。


    　めくれかけたスカートも無視して、俺は馬乗りになった。とっさのことで驚いた悠月が脚をばたばたと動かして抵抗しようとするが、きっちり自分の太ももで挟んで押さえこむ。


    「こうしたかったんだろ？」


    　熱に浮かされていた悠月の瞳ひとみが、明らかな恐怖の色に染まる。


    　この一週間で、なんども歯がゆく見ていた瞳だ。


    「……めて、やめてっ、朔さくッ！」


    「いまさらな話だな。ここに来たのも、誘ってきたのもそっちだろ。それに契約では、望む限り、何度でも好きにしていい、だったか？」


    　悠月は上半身をひねって必死に抜け出そうとしていたが、俺はその両手首をまとめて片手でぎゅっと掴み、ばんざいの形で固定した。


    　胸の膨らみがありありと浮かび上がる。


    　悠月の瞳からはぽろぽろと大粒の涙がこぼれていた。


    「お願い朔。こんなのやだ。怖い、こわいの」


    「なるほど、あの男が言ってた通りだな……怯おびえて泣いてるところは、最高にクる」


    　悠月はぎゅっと目を閉じ、顔をそむけようとする。


    　空いている手でそのあごをつかみ、強制的に俺のほうへ顔を向けさせた。


    「つれないな。目を閉じたらなにも見えなくなるぞ」


    「……めん、ごめん。許して……もうしないから」


    「おいおい、いまから服をひん剥むこうとしてる相手になにを期待してるんだ」


    　ぺしんと、なめらかな白い頬ほおを張った。


    　それだけでか細い全身ががちんとこわばる。


    　俺は悠月の脚のロックをそっとゆるめ、ソファの上で膝ひざ立ちになった。


    「怖いか？　こんなの、陽はるのつっこみよりも優しいぞ。バスケのプレーのほうが、よっぽど荒っぽく見えたけどな。それをクールにさばいていた女が、ずいぶんと初心うぶなこった」


    　──気づけ、気づけ。


    　もう一度、ぺしんと反対の頬をはたく。


    「少しは抵抗してみせろよ。ちょっと頬をはたかれたら思考停止で言いなり？　俺はお前になにを伝えた？　それが七なな瀬せ悠月か？　笑わせんなよだっせえ」


    　なずなに言われたことを思い出したのか、悠月の瞳にほんの少し感情が戻る。


    　ぎりぎりと俺を睨にらみつけるその顔は、あの日見たスリーポイントと同じぐらいに美しかった。


    「そんなにあの男が怖いか？」


    　俺は悠ゆ月づきのシャツに触れ、一番上のボタンをひとつ外した。


    「ただの腕力が、そんなに怖いか？」


    　今度は一番下のボタンをひとつ外す。


    「俺は殴って終わりになんてしないぞ。お前をいいなりにするためなら、これから写真も動画も撮るし、過去も、家族も、友達も、弱みは全部押さえてたったひとつの逃げ道すら残さない」


    　これ以上外せるボタンがなくなったので、俺は仕方なく自分のネクタイを引っ張って緩める。「どっちが怖い？」
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    　──帰ってこい。いや、踏み出せ七なな瀬せ悠月っ！


    　悠月がきりきりと歯を食いしばる。


    　俺は、あらん限りの力を込めた怒声を浴びせた。


    



    「俺とあいつ、どっちが怖いのかって聞いてんだよぉッッッ！！」


    「っっっっっっざけんなああああああああああッ」


    



    　どすんと、下半身に重い衝撃が走る。


    



    「……きゅうぅぅ～」


    



    　どさりと、俺は悠ゆ月づきの上に倒れ込んだ。


    



    「よ、四割程度の力でってゆーたやんけぇ……」


    



    　　　　　＊


    



    　こんこんこん。


    「ふぇーん」


    　とんとんとん。


    「ひぃーん」


    　俺は床に四つん這ばいになって、腰のあたりを悠月に拳こぶしで叩たたいてもらっていた。


    「ぷっ、くっ……あははははっ」


    「笑い事じゃねえよっ！　お前俺を一生男の娘にする気かッ」


    「だってだって、あの千ち歳とせ朔さくのこんな格好……ごめん、あははははっ」


    　さっきまでの顔が嘘うそのように、悠月が気持ちよく笑っていた。


    　俺はわりと真剣に死にそうな顔をしていた。


    「ねぇねぇ、そんなにイタイの？」


    　悠月が俺の尻しりをつんつんとつついてくる。


    「ったりめえだこんちきしょうばっきゃろう！　俺は死ぬほど気を遣って撫なでるようにしか叩かなかったのに、前世から続く恨みでもあんのか……ねぇ、お願いだから手を止めないでちゃんととんとんして」


    「はいはいごめんごめん。とんとん、っと」


    　どうやっても笑いがこらえきれないらしい。口元に手を当てながら、過呼吸みたいにひっくひっくしている。俺も違う意味でひっくひっくしている。


    「……いたいよーぅ」


    「どうしてもっていうなら、患部を直接なでなでしてあげようか？」


    「ひとりだけいつもの調子に戻ってんじゃねえよべらんめえッ！」


    



    　ようやく俺の状態も落ち着いてきたところで、あらためてソファに腰かけた。


    　まだ下半身がじゅんじゅんする。


    「なんとなく想像はついてる。その気があるなら、話していいぞ」


    　俺がそう言うと、悠月がこくりと頷うなずいた。


    「暴力がね、怖いの……」


    　それは、予想していた通りの告白だ。


    　思えば、最初に喫茶店で話したときからこれまでに、たくさんのヒントが転がっている。


    　俺が冗談半分でチョップをしようとしたとき、夕ゆう湖こが突然指さしてきたとき、悠ゆ月づきは不意に近寄ってくる手に対して必要以上に身体をこわばらせていた。図書館でのコケッコーたちとの小競り合い、祭りでの一件、それから先ほどのいざこざでも見せた、過剰なまでの怯おびえ……。


    　とはいえ、正直、暴力から派生する性的なあれこれが怖いのか、暴力そのものが怖いのかは、最後の最後まで判断しかねていたのだ。


    　ほとんど確信に至ったのは、柳やな下したとのツーショット写真を見たとき。


    　中学生の悠月は腫れた頬ほおをカメラから背そむけ、力一杯握られて痕あとのついた右手を隠していた。


    　チボリオーディオから、気だるいオールディーズが流れてくる。


    　ぱちぱちと、窓ガラスに水滴が打ちつけてはじけた。


    「聞いてくれる？　朔さく」


    「聞かせてくれよ、悠月」


    　彼女の、静かな告白が始まった。


    



    



    　──あれは、私が中学二年生のころ。


    　この容姿のせいで人並み以上に嫌な思いを経験してきた私は、幼いながらもそれなりに賢く、それなりにずるい女の子に成長していたと思う。


    　男女問わずにほどよく愛想をふりまいて、だけど踏み込まれ過ぎない程度には線を引き、ちゃんと「妬ねたむ気も起こらない女の子」を演じられている。


    　そう信じていたとき、ひとつ上の柳下先輩が、私に興味をもっていると聞いた。


    　先輩は、いわゆる「悪っぽい」有名人。喧けん嘩かっぱやくて、怖そうな高校の先輩とも付き合いがあって、まわりには何人か憧あこがれてる子もいた。ほら、一応ルックスはそこそこじゃない？　ああ見えて家柄もよくて、不良っぽくなる前は朔みたいな人気者だったらしいんだよね。そういう陰のある感じも、中学生の女子には惹ひかれるところがあったみたい。


    　だけど当時の私はそもそも男子に興味がなかったし、ちゃんと自分することで精一杯。噂うわさを聞いたところで、心にさざ波ひとつ立たなかった。


    　しばらく経ったある日、私は柳下先輩に呼び出されたの。ベタだけど、校舎裏の人ひと気けが少ないところ。取り巻きみたいな人たちも何人かいた。


    　正直怖かったけど、自分ならうまくやれると思ってたんだ。いつもそうしてるように、口先で上手に丸め込んで、後腐れなくその場を去ろうって。


    　そうして告げられたのは告白なんてかわいいものじゃなくて、「俺のもんになれよ」って命令みたいなものだった。


    　私は上手に微ほほ笑えみながら、ひらひらと先輩の話をやり過ごしている……つもりになってた。


    　でもある瞬間ね、先輩が「もういいや」ってつぶやいて、いきなり右手を掴つかまれて壁に押しつけられたの。近づいてくるあの人の顔、いまでも忘れられないし、ときどき夢に見る。


    　先輩の力はびっくりするほど強くて、やだやだって必死に抜け出そうとしてもぜんぜんできなかった。だから空いてるほうの左手でなんとか先輩の顔を遠ざけようとしてたら、ばちんって、思いっきり頬ほおを叩たたかれたの。


    　最初は衝撃で頭が真っ白になって、そのあと焼けるような痛みがついてきて、もうわけがわからないほど涙がこぼれて止まらなかった。


    　悔しくてくやしくて、それ以上に怖くてこわくて仕方がなかった。


    　どれだけ賢さかしく生きてるつもりでも私は女で、男の人の単純な力にはどうやったって対抗できないんだなって。


    　一発頬を張られたぐらいでなにも考えられなくなっちゃうんだなって。


    



    



    「──それが、朔さくにも隠してた過去。あんまりわんわん泣きじゃくったからか、結局は『他中のやつに自慢する』ってあの写真だけ撮られて終わったの。私のことなんて、もうすっかり忘れてると思ったんだけどなぁ」


    　どこか憑つきものが落ちたように、悠ゆ月づきはそう締めくくった。


    　俺は、今度こそこらえきれなくなって、衝動的に抱きしめていた。


    「……朔？」


    「──ありがとう悠月」


    「なんで朔がお礼？」


    　くすっと笑う悠月に、油断したら泣き出してしまいそうだった。


    　なんて……なんて美しい笑顔なんだろう。


    「そんなことがあったのに、七なな瀬せ悠月であることを諦あきらめないでいてくれて、ありがとう。真まっ直すぐここまで歩いてきてくれて、ありがとう。なんかよくわかんないけど、俺はそのことがすげえうれしい」


    　些さ細さいなことだと鼻で笑う人がいるかもしれない。


    　ひどい経験だったと、可哀想だと嘆く人がいるかもしれない。


    　そんなものはどっちだっていい。


    　誰だって生きていれば忘れられないぐらい嫌な出来事や、人生をまるごと否定されてしまいそうなほどの不運だってある。自分だけが不幸な目に遭っているだなんて、ただの幻想だ。


    　だけどこいつは、七瀬悠月はそれをトラウマって言葉でラッピングして目を背そむけなかった、逃げなかった。目立たないように教室の隅でひっそり生きるようになったって、男性恐怖症になったっておかしくないのに、そうはならなかった。


    　ちゃんと七なな瀬せ悠ゆ月づきとしてここにいることが、俺にはとても尊いことのように思えたのだ。


    　そんな気持ちが伝わったのかどうかはわからないが、悠月はそのまましばらく俺に抱きしめられたままでいてくれた。


    「それにしても」


    　ようやく身体を離した俺に悠月が言う。


    「さっきのはいくらなんでもだよ。すっごい怖かったんだから。下手したらトラウマ悪化で二度と笑えなくなるって」


    「まあ、スクールカウンセラーが聞いたら、あまりのショックで卒倒したあとに精神鑑定かけられたっておかしくないな」


    　強引すぎるやり方だった自覚はある。


    　だけど、悠月ほどの人間がいまだに忘れられない記憶を吹き飛ばすにはこのぐらいのインパクトが必要だと思ったし、なによりもこの強い女の子なら、きっと自分で過去から抜け出せると信じていたのだ。


    　悠月は楽しそうにくらくら笑う。


    「普段怒らない人が怒るほうが怖いって、あれ本当だね。このまま好き勝手に弄もてあそばれたあと、夜のイケナイお店に沈められちゃうのかと思ったもん。だけど……」


    　よっぽどおかしいのだろう。全身を揺らしながらけたけたと笑い続けている。


    「朔さく、『きゅうぅぅ～』だって。普段あんなに格好つけてるのに、あーおっかしい」


    「おいよせ、俺にまで消えないトラウマ植え付けるつもりか」


    　俺は少しだけ口調を戻し、真ま面じ目めなトーンで続けた。


    「勘違いしてほしくはないんだけどな、股間を蹴けったら男を撃退できるって伝えたかったわけじゃないぞ。あんなにうまくいくことはまれだし、逆上されて余計に危険な場合だってある」


    「わかってるよ。思考を止めるな、ってことだよね？」


    　なんだ、ちゃんと伝わってるじゃないか。


    「お祭りのとき、朔がお手本見せてくれたもん。男の人に力では勝てないかもしれないけど、頭真っ白にしなければできることはあるかもしれないって、そう言いたかったんでしょ？」


    「確かに暴力は怖いが、痛みはただの痛み。単純に比べたら頬ほおを張られるよりも、派手にすっ転んで膝ひざをすりむいたり、バスケのハードなプレーで思いっきりぶつかって飛ばされるほうがよっぽど痛い。そんなものに心まで支配されないでくれってことだ」


    　悠月は珍しく真っ白な歯を見せてにかっと笑った。


    「きっと、大丈夫だよ。私のなかの一番怖い顔と一番間抜けな顔が更新されたから。もう、昔は消えちゃった」


    「後半は忘れてくれてもかまわんのだぞ？」


    　俺はふうと大きく息を吐く。


    「……悪かったよ、怖い思いをさせた。本当はもっと早く、もっとうまくやれたらよかったんだけどな」


    「ちゃんとわかってるよ、朔さく」


    　悠ゆ月づきが優しくふありと俺の手を握った。


    「やっと助けてって言ったからだよね？　……ありがとう、私のヒーロー」


    



    　これは悠月の問題だ。


    　悠月自身が一歩踏み出さなければ、いまこの瞬間の状況だけを解決したってなんの意味もない。いつかまた同じ不運が身に降りかかったとき、隣にいられるとも限らない。


    　けれど悠月は自らの意志で俺を頼り、そして前を向いた。


    



    　だったら、ここから先は俺たちの問題だ。


    



    　──ずいぶんと好き勝手にやってくれたなストーカー野郎。


    　百倍返しの方法を考えていた俺を、悠月がいたずらっぽい顔で覗のぞきこんでくる。


    「ねぇ、続き……する？」


    「勃たつと思ってんのかいまひゅんっってなったわ！」


    



    　　　　　＊


    



    　元気も出たことだし自分の家に帰るかなと思ったら、どうやら本格的にこのまま泊まっていくつもりらしい。


    　仕方がないので俺は風呂に湯を張ってから新しいバスタオルを渡し、着替えはクローゼットから好きなものを選ばせた。下着ばっかりはどうしようもなかったが、部活で汗だくになったとき用に替えを一組、エナメルバッグに忍ばせているらしい。制汗グッズを盗まれたときにはひやっとしたが、いかにも関係なさそうな袋に入れていたので事なきを得たそうだ。


    　……聞きたくなかったな、その情報。あいつのバッグを見るたびに思い出しちゃいそうだ。


    　がたごと、しゃー。


    　もともと２ＤＫだった間取りを無理矢理１ＬＤＫにリノベーションしてあるこの物件は、玄関のドアを開けたらすぐにリビングが広がり、トイレや脱衣所のあるスペースとは薄いカーテン一枚で仕切られているだけだ。一人で暮らしている分には楽でいいのだが、こんな事態になるとはなはだ困る。同級生の女の子、それもとびきりの美少女が薄布の向こうで裸になってる状況でなにも想像しない男がいるとしたら、神とあがめたっていい。


    　チボリのボリュームを上げればさすがに衣きぬ擦ずれなんかは聞こえないが、それでもシャワーの水音まではかき消せなかった。いまさらになって、自分の下に組み伏せられていた悠ゆ月づきのぬくもりややわらかさが頭に浮かんでくる。


    　やばい、このままじゃただの変態だ。ストーカーを馬鹿にできん。


    　俺は雑念をかき消すために晩飯をつくることにした。


    　とはいえ、客人を招くとは思ってもいなかったので、たいした食材は残ってない。米もちょうど切らしている。使えそうなのはいつもストックしている越前そばの乾麺、豚肉の細切れ一パック、大根下半分、長なが葱ねぎ一本、玉たま葱ねぎ一個。なんとも扱いに困るラインナップだ。


    　まあ、オニオンスライスと、そばとそばだな。


    　まずは玉葱を薄くスライスしてざるに移した。適当に塩をふってもみ、しばらく放置したあとでボウルに張った水にとぷんとさらす。


    　そのあいだに、大根をごりごりとおろした。


    　たっぷりと大根おろしができたところで、ざるをボウルから上げて水気を切り、皿にオニオンスライスを盛り付ける。ラップをかけ、数分だけ冷凍庫に放り込む。こうしておくと、けっこうしゃきしゃきな食感になるのだ。


    　がらっ。


    　風呂のドアが開く。


    　早いな、もう出たのか。


    「朔さくーっ、いっしょに入るー？」


    「定番のネタこなしてないで、肩までしっかり浸つかって百数えとけ」


    「ちぇーっ」


    　ちゃぽんと、風呂に入った音がする。


    　多分、ドアをほんの少し開けたままで会話してるのだろう。


    「悠月、辛いの大丈夫か？」


    「ん？　好きなほう」


    「了解」


    「ねぇ」


    「なんだよ」


    「想像してる？」


    「亀の子たわしで背中洗ったろか」


    　いーち、にーい、と楽しそうな声が聞こえてくる。こっちの気も知らず、呑のん気きなもんだ。


    　長葱を洗って根元を落とし、五センチ幅ぐらいに切り分ける。めんつゆを水で適当に薄めて味を確認し、これまた適当にチューブの豆とう板ばん醤じやんを入れて箸はしでかき混ぜた。


    　忘れないうちに、オニオンスライスを冷凍庫から冷蔵庫に移す。


    　年代物の鉄フライパンをコンロに乗せて中火にかける。煙が出てきたところでポットに保管していた油をとぷとぷと注ぎ、全体になじませるようにくるくるとまわしたら、再びポットに戻して弱火に落とす。


    　フライパンはもらいものだし、料理も必要に駆られて身につけただけだが、俺はこういう手間のかかる作業が意外と嫌いではなかった。


    　あらためて少し多めのごま油を引き、先ほど切った葱を入れる。いい感じに焦げ目がついたところで一度取り出し、今度は豚肉を炒めた。


    　火が通ったところで、豆とう板ばん醤じやん入りのめんつゆを流し込む。


    　じうう、と音がして、ほあんとつゆの香りが広がった。


    　がらがらっ。


    　今度こそ悠ゆ月づきが風呂から出てきたみたいだ。


    「ねぇ、なんかいい匂いがする？」


    「腹減ったろ。髪乾かすまでにどのぐらいかかる？」


    「うーん、急ぐから十五分」


    　ちょうどいいぐらいか。


    　俺はパスタ鍋にたっぷりと水を入れて火にかける。


    「朔さく、あのシャンプーいい匂いだね」


    「だろ、優ゆ空あに教えてもらったんだ、無印のやつ。ちと高いけどなんか髪にいいらしいぞ」


    「ふーん……」


    　先につゆが沸騰したので、いったん取り出しておいた葱を入れた。


    　ぶおーん。


    　ドライヤーの音が聞こえてくる。


    「これ、風量強くていいねーっ」


    　悠月が大きな声をあげる。


    　俺もドライヤーの音にかき消されないよう答える。


    「夕ゆう湖こにもらったんだよ、新しいの買うからって」


    「あそ……」


    　包丁やらまな板を洗っていたら、ぶくぶくとパスタ鍋の湯が沸騰し始めた。


    　越前そばを大雑把に掴つかんでぱらぱらと放り込み、スマホで目安の茹ゆで時間よりも一分短めにタイマーをかける。葱がくったりしてきたので、つゆのほうは火を止めた。


    　そのまま五分ほど経っただろうか。


    　ドライヤーの音が止まる。


    　しゃあっとカーテンが開き、悠月が出てきた。


    「──っ」


    　その姿は、いわゆるアレだった。


    　彼氏の部屋に来てワイシャツ借りちゃった的なアレだった。


    　少しだぼっとした白シャツの裾すそからはつるんとした脚がするんと伸びていて、嫌でも目が釘付けになる。太ももやふくらはぎも問答無用でエロいが、なんというか、床につんと添えられたつま先がヤっヴァイ。普段見ることのない部分だからか、ここがいつもとは違う空間なのだと意識させられてしまう。


    　……すまん陽はる。やっぱり俺、この脚には触さわれねぇわ。


    　慌てて視線を上げると、まだ湿りけの残る髪の毛、火ほ照てった頬ほお、そして、細い銀フレームの丸眼鏡めがね。


    　それは頭の先から爪の先まで完璧に整えている悠ゆ月づきが見せたほんの小さな隙すきのように思えて、思うつぼだとわかっていても死ぬほどぐっときてしまった。


    　俺の動揺を感じたのか、悠月がくすっと微ほほ笑えむ。


    「どう？　ドキっとした？」


    「……不覚にも」


    「うっちーの眼鏡姿より？」


    「狙ってたな？」


    　ぶっちゃけ、事前知識がなかった分、破壊力がでかかった。


    　悠月はしてやったりという顔をしている。


    「降参するから、ちゃんとした服に着替えてこい。普通のＴシャツと短パンも持ってってたの知ってるんだぞ」


    「これでお酌とかしなくていいの？」


    「お前は昭和の時代から転生でもしてきたのか。いいから早くしろ、飯できるぞ」


    「ほほーい」


    　そうこうしているうちにそばが茹ゆで上がったので、さっとお湯から上げて水でざぶざぶ洗う。


    　フライパンに火をつけてつゆを軽く温め直しているうちに、そば猪口ちよこをふたつ用意し、それぞれに別途つゆを用意。そこに大根おろしを汁ごとたっぷり入れた。


    　温めていたつゆと具はラーメン用の丼ふたつに分ける。そばを手頃な皿に盛り付け、冷蔵庫で冷やしていたオニオンスライスにかつお節と味ぽんをかけた。


    　そば、おろしの冷たいつけ汁、豚肉入りの温かいつけ汁、オニオンスライスのセットをそれぞれダイニングテーブルの上に向かい合わせで並べ、安物のコップに冷たい麦茶を注いだところで悠月が脱衣所から出てくる。


    「うっそ、ご飯てもしかして朔さくの手作り！？　てっきりインスタントか冷食かと……」


    「すまん、たいした材料なかったからあり合わせだぞ。オニオンスライスとおろしそば、あとピリ辛豚南蛮そばだな。どっちのつけ汁もあるから好きなほうで食ってくれ」


    　ちなみにおろしそばは福井県民のソウルフードのひとつ。つゆごとぶっかけるスタイルがメジャーだが、今日は豚南蛮も用意したのでつけ汁にした。


    「朔さくってさ……」


    　なぜだか悠ゆ月づきがむくれている。


    「私がせっかく十ポイント稼いだところで軽々十ポイント取り返してくるよね」


    「そばぐらいで大げさな」


    「ありあわせでさらっと豚南蛮作れる男子高校生なんて反則だから」


    　ぶーぶー言いながら向かいの席につく。


    「「いただきます」」


    　悠月はさっそくオニオンスライス、おろしそば、豚南蛮そばと順に口にしていった。


    「……釈然としない」


    「うまいのか？　まずいのか？」


    「全部おいしいに決まってるじゃん！　なんなの？　初めて泊まりに来た女の子が手料理作って家庭的な一面見せつけるイベント粉々にしてなにが楽しいの？」


    「んなこと言われてもな」


    「私としたことが……朔と料理とか結びつき薄すぎて油断してた。でもおいしい」


    　幸せそうにちゅるちゅるとそばをすする。


    「大げさだな。手の込んだものは作れないぞ。大雑把な野郎飯だけだ」


    「ピリ辛豚南蛮んま～」


    「聞けよ」


    　俺も自分の分を食べ始めた。越前そばは見た目が太く、黒っぽい田舎そばだが、俺は白っぽい上品なそばよりもこっちが好きだ。つんと辛い大根おろしのつゆとも最高に合う。


    「ねぇ朔、聞いてもいい？」


    「いいぞ、べつに隠してるわけでもない」


    「なんのことかは……わかっちゃうか」


    「さすがにな」


    　都会だとどうなのかは知らないが、福井の高校生がひとり暮らしだなんて、どう考えたってわけありだ。気にならないほうがおかしい。


    「ありがちな話だぞ。中学のとき、両親が離婚したんだ」


    　ぴたと、悠月の箸はしが止まった。


    　申し訳なさそうな顔でこちらを見る。


    「ばか、隠してるわけじゃないって言っただろ。うちの両親はな、息子から見ててもなんで結婚したんだろうって思うほど正反対の人たちだったんだよ。ばりばりに成果主義で合理主義のオトンと、自由奔放を絵に描いたようなオカン」


    　くすっと笑い声が漏れた。


    「……ごめんごめん。オトンとオカンて呼び方がなんかかわいくてさ。朔さくって父さん、母さんか親おや父じ、お袋かと思ってた」


    「ほっとけ」


    　本当はそのふたりに輪をかけてやっかいなのもひとりいるが、いまはまあいいだろう。


    「それで、小さいころからしょっちゅう喧けん嘩かはしてたんだよ。なんでも理屈で語るオトンと世のなかすべてを感性で処理しようとするオカンだから、当然っちゃ当然だな。で、あるときにくるべき終わりの日を迎えたってわけだ」


    「朔は、どっちかについていこうと思わなかったの？」


    「なんかぴんとこなくてな。そんで試しに『ひとり暮らししようかな』って言ったら、オトンは『身の回りの世話を自分でできるなら好きにしろ。仕送りはする』、オカンは『いいじゃーん！　女の子連れ込んじゃいなよー』って、すんなり実現」


    　共働きでふたりともばりばり仕事はできる人だったから、素直にすねをかじらせてもらうことにした。部屋の家具やらなんやらは、ほとんど前の家から運んできたものだ。


    「ずいぶんあっさり語るんだね」


    「さして辛くもない過去を大仰に語ったら誰かさんに失礼だろ」


    　そう言われた本人は笑っていいやら、真ま面じ目めな顔していいやらで複雑な表情をしている。


    「だけどすごいよ。中学生で両親が離婚してひとり暮らしだなんて、普通だったらグレたっておかしくないのに」


    　それは、俺が先ほど抱いていた感情とほとんど同じものだと思った。


    「悠ゆ月づきの件と似たようなもんさ。不ふ貞て腐くされて足を止めてしまうのは簡単だけどな、自分の人生の責任ぐらいは自分で持ちたい。誰かの事情でねじ曲げられてしまうなんてまっぴらごめんだ」


    「もっと早くにこういう話ができてたら、私ももっと早く振り切れてたのかな？」


    「それができないから、意地張ってここまで歩いて来られたのかもしれないけどな」


    「いつか、私も朔になにかをあげられる？」


    「当分のおかずはもらったぞ」


    「茶化すな、ばか」
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    　晩飯を食べ終え、片付けをした俺たちは、そのままダイニングテーブルで黙々と三時間ほど勉強した。


    　俺は早めに切り上げて風呂に入ったが、誰かさんみたいに高度な作戦を思いつくわけもなく、バスタオルでざっくり拭ふいた髪をオールバックにかきあげ、いつも通り短パンをちゃんと履いてから上半身裸で脱衣所を出る。


    　想像以上に悠ゆ月づきが動揺していたので、「男バスだって目の前で着替えたりするだろ」と言ったら、「それとこれとは違うっ！」とバスタオルを投げつけられた。


    「あ、でも待った。やっぱ髪乾かす前に写真撮らせて」


    「なんか恥ずかしくなってきたから服は着ていいか？」


    「のんのん」


    「ならそっちの眼鏡めがね姿も撮らせろよ」


    「だーめ。こういうのはたまに見るからいいの」


    　時刻は二十三時半。


    　明日のテストを考えたら、そろそろ寝たほうがいい。


    「悠月、ベッド使っていいぞ。俺はリビングのソファで寝るから」


    「断る！」


    「じゃあ俺がベッドで寝ていいか？」


    「冷たい男……」


    「どないせーっちゅーねん」


    　妥協案として、俺たちはリビングのソファをふたりで無理矢理寝室に引っ張り込み、ベッドの横にくっつけた。


    　悠月がベッド、俺がソファだ。


    　静かすぎるのもなんだか気まずかったので、リビングのチボリにオフタイマーをかけて、適当なラジオに周波数を合わせる。今日一日鬱うつ々うつとした天気だったからか、『Singing in the Rain』や『Rainy Days And Mondays』といったしっぽりした曲が流れていた。


    　悠月がベッドに入ったのを確認して電気を消す。


    　もぞ、ごそっと、ひとしきり動いてから悠月が口を開く。


    「べたなこと言ってもいい？」


    「なんだよ」


    「朔さくの匂いがする」


    「わりぃ、くさいか？」


    「ううん、なんか落ち着く」


    　しばらくのあいだ、しんしんとした沈黙が部屋を満たした。


    　雨はいつのまにかやみ、窓をノックする音もない。


    　ごろりと寝返りをうって、悠月がこちらを向いたのがわかった。


    「あの、さ。千ち歳とせって……好きな人いるの？」


    「二度目だな、その質問」


    　ずいぶんと古い出来事のように思えるが、エッグベネディクトのうまい喫茶店で会話した日からまだ一週間と少し。このあいだに、答えるぐらいの義理はできただろうか。


    「私はね」


    　どうやら、声の主は聞くよりも語りたいようだった。


    「男の人を本気で好きになったこと、多分ないと思う。そりゃあちょっといいかなって思う人ぐらいいたけど、私が好きなんじゃなくて七なな瀬せ悠ゆ月づきっていうパッケージが好きなんだって気づいたとたんにどうでもよくなった」


    　言葉の意味は、痛いほどにわかった。


    「みんな、自分のきれいな夢だけを詰め込んだ宝箱を求めてる。そんなもの、どこを探したって見つからないのに」


    「悠月だって、自分より他の女の子が褒ほめられたらかちんとくるし、男の裸を見たらどぎまぎしたりもする」


    「そう、おならだってするの」


    「俺は……」


    　なんとなく、語りたい気分になってきた。


    「わりかし好きだと思える子、いたかもな」


    「へぇ？」


    　幼かったころの自分を思い出す。


    　甘酸っぱい思い出と語るにはいくぶんか酸味が強いけど、それでもまあ、俺の一部だ。


    「小学生のころ、夏休みになると母方のばあちゃんの家に行ってたんだよ。県内だけど、まわりは田んぼばっかりで、このへんよりもわかりやすく田舎って感じ。俺にとっては夏の原風景みたいなところだった」


    　悠月は黙って俺の話に耳を傾けている。


    「そこでさ、毎年ひょこっと現れる近所の女の子がいたんだ。人形みたいに整った顔立ちで、背中ぐらいまである髪の毛がいつもうっとうしそうだなって思ってた。多分年下だったんじゃないかな。いま考えてみれば名前も知らない」


    　あのころの景色が頭のなかによみがえってきた。


    　緑色の稲がさわさわとそよぎ、覗のぞきこんでみるとアメンボがすいすい泳いでる。昼はセミ、夜になるとカエルがうるさいぐらいに鳴いていたっけ。


    「ちょこまかとあとをついて来てさ、真っ白なワンピースを川で泥だらけにして大泣きしてたりすんの。だけど……」


    　俺は女の子の顔を思い出そうとしたが、頭に浮かぶのは漫画のヒロインみたいなワンピースだけだった。


    「なんかいっつも『自由でうらやましいなー』って言ってたのを覚えてるんだよな。かっこいいねとか、運動神経いいねってのは慣れてたんだけど、そんなこと言うのはあいつだけでさ。なんかうれしかったんだ」


    　言葉を借りるなら、きっと、初めて俺のパッケージを剥はがして中身に興味をもってくれたのがあの子だったんだろうな。


    「だけどある年から、ぱたりと姿を見せなくなった。風の噂うわさによれば、好きな男の子ができたんだとさ。とってもかっこよくて、運動神経がよくて、頭のいい人。それが、俺の小さな初恋と失恋だ」


    「そっか……」


    　悠ゆ月づきが温かい声で言った。


    「唯一の、醒さめなかった幻影なんだね」


    　どうしてそんな子どものころの話を選んだのかが伝わっていたようだ。


    　決定的な出来事なんて、なかったように思う。両親の離婚で恋愛不信になったわけでもなければ、幻みたいな初恋をいまだに追いかけているわけでもない。


    　ただ、ささやかな失望や裏切りが積み重なっていって、いつのまにか「そんなものか」と思うようになっていただけだ。


    　俺のことが大好きだと熱っぽい瞳ひとみで語っていた女の子が、次の日には別の男から吹き込まれた与太話を本気にして大嫌いだと顔をしかめる。その別の男ってやつは俺が友人だと思っていた相手で、失意の女の子とめでたくカップル成立。


    　そういうチープでつまらない恋が、昔からまわりにはたくさんあった。


    「朔さくはこれから、誰かを好きになれると思う？」


    「……」


    「私は怖いな。自分がそうされてきたように、勝手に誰かを好きになって、勝手に嫌いになっちゃうことが。だから、夕ゆう湖こがうらやましい」


    「俺もあいつがうらやましくて、まぶしくて、痛いよ」


    　そっと悠月の手が伸びてきて、俺の指先にちょんと触れて、また戻っていった。


    「おやすみなさい、朔」


    「おやすみなさい、悠月」


    　ふたりとも疲れていたのだろう。すぐに規則正しい寝息が聞こえ始め、俺もそのリズムに身を委ねてまどろみのなかに溶けていく。


    　もしもこの世界に、絶対最強無敵の恋なんてものが存在するとしたら、きっと薄れかけた思い出のなかでしか見つけられないんじゃないだろうか。


    　それは例えば、大人になってからこの夜を思い出すような。


    



    　──目が覚めたとき、悠月はもういなかった。
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    　悠ゆ月づきを家に泊めた翌朝、俺は久しぶりにひとりでのんびりと登校していた。


    　まるで昨日の夜が嘘うそだったように、部屋の中からはほとんどの痕こん跡せきがきれいに消えていたが、食器はちゃんとふたり分が水切りかごのなかにあったし、洗濯かごに放り込まれていたのもきっちりふたり分のバスタオルだ。


    　どうしてひと言もなく先に出て行ったのかはわからないが、多分悠月なりに考えがあるのだろう。せっかくの機会に寝起きの顔を拝めなかったことだけが、ほんの少し心残りだった。


    　河川敷の道をたくたく歩いていると、見慣れた後ろ姿が目に入る。


    　俺はととんと駆けて、その背中を叩たたいた。


    「おはよう、優ゆ空あ」


    「あれ？　朔さくくん？」


    　優空は少し驚いたように振り向く。


    「おはよう、悠月ちゃんは？」


    「どうやらふられちまったみたいだな」


    「昨日、あのあとなんかあった？」


    「まあ、あったと言えばいろいろあったけど、悪いようにはなってないと思う」


    　その言葉に少しほっとしたようだ。


    　すっと俺の隣に並んで微ほほ笑えむ。


    「あれ、朔くんこれ……」


    　優空がさわりと俺のうなじに触れてきた。


    「なんだよ朝っぱらから、どきどきしちゃうだろ」


    「ふーん、そういうこと……」


    　そのままスマホを取り出し、ぱしゃりとシャッターを切る。


    　その画面を無言でこちらに突きつけてきた。口紅のように真っ赤な文字が目に入る。


    『寝顔ごち♡』


    「……こ、小人さんのしわざカナ？」


    　俺の言葉に、優空はジト目でふるふると首を振った。


    　あんにゃろう、おとなしく出て行ったと思ったらなんて置き土産みやげ残していきやがる。


    「朔くんは、誰にでもそういうことするのカナ？」


    「勘弁しろよ、初めてを捧げた相手はひとりだ」


    「どうだか」


    　優空はたんぽぽみたいにふわふわと笑った。


    「ねぇ優空ちゃん」


    「ん～？」


    「メイク落としでごしごししてくれませんかお願いします」


    「えーどーしよっかなー」
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    　教室に入ると、なんだかぴりぴりとした空気が漂っていた。


    　どうやらその元凶は、黒板の前で向かい合ってる悠ゆ月づきとなずならしい。すました顔で立っている悠月と、いらいらを隠していないなずな。なんだよ、またなんかやりあってんのか。


    「話ってなに、テス勉したいんだけど」


    「綾あや瀬せって試験ぎりぎりまで教科書とか読み直すタイプだっけ」


    「だっけっていうか、七なな瀬せ私のこととかなんも知らないでしょ」


    「うん全然知らない」


    　なずなの眉間にしわがよる。


    　なんだあいつは、喧けん嘩か売り直してるのか？


    「だから昨日の最後のことはごめん」


    　悠月はなんの躊ちゆう躇ちよもなくあっさりとそう言った。


    「……は？」


    「だから昨日の最後のことはごめん」


    「……気持ち悪いんですけど。あんたと仲よくしたいとか思ってないし」


    「あ、それは私も思ってない」


    「なっ……」


    　俺は油断すると吹き出してしまいそうだった。


    　教室の前で、クラスのみんなが注目しているなか、こんなのどう考えても七瀬悠月らしくない。だけど昨日と今日のその変化は、とても好ましいものに思えた。


    「あと試合観に来てくれてありがとう」


    　続く悠月の言葉に、なずなの顔が目に見えて赤くなる。


    「なんなの、ほんと……」


    「ちょっとね、間違いを認める強さぐらいもってないと向き合えないなって」


    「わけわかんない」


    「わかんなくていいよ、自己満足だから」


    　それだけ言うと、悠月は俺たちに気づいてにかっと笑った。
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    「えーっ、朔さくと行動するのをやめる！？」


    　夕ゆう湖こが大きな声をあげる。


    　三日目のテストを乗り切り、最終日に向けて体力をつけようということで、俺たちはチーム千ち歳とせの面々と東公園横のヨーロッパ軒に来ていた。俺、和かず希き、海かい人と、陽はるは大カツ丼、夕湖、健けん太たはカツ丼、悠ゆ月づきと優ゆ空あはパリ丼を注文していた。ちなみにパリ丼とはカツのかわりにメンチカツが乗っている丼で、もちろん味付けはカツ丼と同じソースだ。


    「なんで？　昨日もヤン高の人たち学校まで来てたのに、まだ危ないよ」


    　夕湖の疑問はもっともだった。


    　みんなの頼んだメニューが届き、わいわいと食べていたところで、悠月が「偽物の恋人はもうやめようかと思ってる」と言い出したのだ。


    　夕湖に続いて海人が口を開く。


    「俺も反対だぜ。よその高校の前で堂々と待ち伏せするなんて、やっぱあいつらおかしいって」


    　陽がそれに同調する。


    「あんたの意見は尊重してあげたいけど、変な意地張ってるだけなんじゃない？　どうしてまたよりによってこのタイミングで」


    「──あのね」


    　悠月は自らの言葉で語り始める。


    「もしかしたら、私が自分で問題を大きくしていたところもあるのかなって思ったの。実際、朔に彼氏のふりを頼んでから急に状況が悪化してきたし。最初からちゃんと断ってれば終わってた話なんじゃないかってさ」


    　海人はまだ不満げな様子だ。


    「そんな常識が通じるような相手か？　先生にいきなり蹴けり入れるようなやつだぞ」


    　昨日の放課後に起こった出来事はすでに共有していた。


    　海人の言葉は、この場の誰が聞いてももっともなものだろう。


    　それでも悠月は穏やかに微ほほ笑えむ。


    「言いたいことはわかる。だけどこのままじゃ、どのみちじり貧だよ。朔も、みんなも、二十四時間私のことを気にかけてるわけにはいかない。多分状況を解決するためには誰かが行動しなきゃいけなくて……」


    　強く、はっきりと言いきる。


    「じゃあそれは誰って、私しかいないっしょ」


    　悠月のことをよく知る海人と陽はそれで黙った。これ以上押し問答をしても結果は変わらないと悟ったのだろう。じり貧であることも、なにか反撃に出なければいけないことも、みんな薄々感じていたのだと思う。


    　確かに悠ゆ月づきの言っていることは正論だ。面と向かって断ることで事態が解決するならそれが一番だし、本人がその選択をする以上、俺たちに止める権利もない。


    「あの……」


    　健けん太たがおずおずと口を開く。


    「せめて、俺たちもいっしょについていって話し合いするっていうのは駄目かな？」


    　こいつにとっては、精一杯の勇気を振り絞った発言なのだとわかる。


    　悠月も優しい顔でそれに応えた。


    「ありがとう、山やま崎ざき。気持ちはうれしいけど、多分それは逆効果。今度こそ朔さくの顔見ただけで殴りかかってきそうだし」


    　俺もその言葉にはうむと頷うなずいた。


    　昨日、死ぬほど挑発しちゃったからな。


    「まあ、なにも単身でヤン高に乗り込んでやろうってわけじゃないから。基本的にはいつも通りに生活するつもりだし、もしも次ちょっかい出してきたらびしっと言ってやろうって話」


    　それがどれほどの決意なのか、そしてどれほどの危険を伴うのか、本当に理解しているのは昨日の話を聞いた俺だけだろう。


    　話の流れを黙って見守っていた和かず希きがこちらを見る。


    「朔は？　それでいいの？」


    　俺は口の中のカツを飲み込んでから呑のん気きに答えた。


    「ま、そうしたいって言うならいいんじゃないか？　基本的に俺のスタンスは、『来る者拒まず、去る者追わず』だしな。悠月は悠月で思うようにやってみればいい」


    「朔ッ！」


    　がたっと立ち上がりかけた海かい人とを、和希が手で制する。


    「そういうことなら、悠月はもう帰ったほうがいいかもね。さすがにこんな真っ昼間だから、大通りを選べばめったなことはないと思う」


    　悠月は「だね」と、自分の代金を置いて立ち上がる。


    「朔、みんなも、ありがとう。いい加減私もいらいらしてたから、さっさと解決していつもの七なな瀬せ悠月に戻りまっす！」


    　ひらひらと手を振りながら店を出て行く背中を見送ってから、海人はやはり我慢できないとばかりに自分のバッグを担いで立ち上がった。


    「俺は追いかけるからな、朔」


    「好きにしろ」


    　どのみち、今日は多分なにも起こらない。


    　海人がばたばたと出て行き、残った面々が「どうすんの？」って顔でこちらを見ていた。


    　俺は、あいつ金置いてってねーな、と思っていた。
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    　ヨーロッパ軒を出て、翌日の準備を済ませた俺は、夕方になってからサイゼリヤで智とも也やと合流した。


    「悪いな、待たせたか？」


    「いや、勉強してたから大丈夫だよ。ていうか、朔さくのほうから声かけてくれるの初じゃない？」


    　この前悠ゆ月づきが学校を休んだときは、それを知った智也のほうから誘ってきたから、言われてみればその通りだった。


    「ちょっと話しておかなきゃいけないことがあってな」


    「なんだよ、こわいな」


    　いぶかしげな表情を浮かべる相手に、俺はできるかぎりの誠意を込めて言う。


    「昨日、悠月を家に泊めた。もう、お前の恋愛相談にはのれない」


    　がちゃんと音がして、アイスコーヒーの入っていたコップが倒れた。智也のほうから流れてきた水滴が机の端でぽとぽとと垂れ、俺のスタンスミスに黒い模様をつける。


    　だけど、ここでこぼれたコーヒーに気をとられるのもなんだか不誠実な気がして、俺は智也の目を真まっ直すぐ見続けた。


    「あーあ、やっちゃった」


    　先に沈黙をやぶったのは相手のほうだった。


    　紙ナプキンをわしっと取り出して立ち上がり、まず自分のパンツをぱんぱんとはたいた。それが終わってから、今度はテーブルのアイスコーヒーを拭ふき取っていく。


    　テーブルの上をきれいにしてから、智也はあらためて口を開いた。


    「その、泊めたっていうのは……」


    「俺さ、ひとり暮らししてるんだよ。昨日はちょっと、あいつにいろいろあってな。しんどそうにしてたから、泊めた」


    　智也はしばらく黙り込んでから、深いため息をついた。


    「まぁ、もともと僕に遠慮しないという話ではあったしね。こうして教えてくれるのが朔なりの誠意か。その……聞きにくいんだけど、そういう関係になったってことでいいのかな？」


    「一線は越えてないぞ。だけどまあ、盛り上がって普段とは違う格好見せてもらったりとか、その写真撮らせてもらったりとか、まんざらでもなくなっちゃってな。これまでほどフラットにアドバイスとかできそうにもないんだよ。悪い」


    「これからは正式に付き合うってこと？」


    「いや……」


    　俺はなんとなく手で弄もてあそんでいたスマホをテーブルの上に置いた。


    「むしろ逆だ。彼氏のふりは、終わりにすると思う。いっしょに登下校するのはもうやめた。こんな話を聞かせたあとであれだが、智とも也やが変わらず悠ゆ月づきを好きだって思えるのなら付き合うチャンスはまだあるぞ」


    　うつむいていた智也が顔を上げた。


    「俺だって、悠月のことを好きになったってわけじゃない。ただ、智也に助言する気分でもなくなったっていうだけだ」


    「ごめん、正直ちょっとよくわからないんだけど」


    「複雑な話になるんだけどな。少し長くなるが、聞いてもらってもいいか？」


    　智也は神妙な顔でこくりと頷うなずいた。


    　これが目の前の男にできる最後の助言であり、誠実な態度だと信じて、俺は喫茶店で相談されてから昨日までに起こった悠月とのあれこれを詳細に説明した。ほんの一部だけはフェイクを入れたり、ディティールをぼかしたりしたが、それでも悠月がこれまでの人生でどんなふうに傷つき、いまどういう状況に置かれているのかは正しく伝わったと思う。


    「これで、現在の関係性はともかく、もっている情報において俺と智也はフェアだ」


    「その話を聞くと、僕に勝ち目なんてないんじゃないかって気がするな」


    　そう言ってふっきれたように笑う。


    「そこで止まるのか、一歩踏み出すのかは智也次第だな。教え教えられって関係じゃなくて、普通に友人としてだったらこれからも相談にのるぞ」


    「ありがとう、朔さく。せっかくいろいろ教えてくれたはずなのに、なんだかちっとも成長した気がしないな」


    「ばーか、そりゃお前に成長する気がないからだ。いつになったら話しかけるつもりだよ」


    「もうちょっと確率を上げてから……」


    「一生やってろ」


    　俺たちは顔を見合わせてけらけら笑った。


    　もう、これ以上の言葉は必要ないだろう。


    　一度トイレに立ち、のんびりと用を足した俺は、テーブル上のスマホをぽっけに突っ込み、グレゴリーを背負って、ちゃんと代金を置いてから先に店を出た。


    



    　　　　　＊


    



    　外は、すっかりと夜の帳とばりが落ちていた。


    　駅前だというのに広々した空ではにんまりと三日月が笑い、路面電車がのんびりと走っている。ごとごと、ごとごとと、今日も一日くたくたになった誰かを運んでいくのだろう。


    　広場では動く恐竜モニュメントとしてシンボルになっている首長のフクイティタン、向き合うフクイサウルスとフクイラプトルがライトアップされている。いつかニックネームをつけたらもう少し愛着がわくかなと思っているのだが、いまのところ「のっぽ」と「チビ１」、「チビ２」よりしっくりくるものは浮かんでいない。


    　久しぶりに小説でも買って帰るかな。


    　そう思って、サイゼリヤからほど近い書店へと向かった。県内にはいくつも系列店があるのだが、本店であるここは昔ながらの本屋さんといった趣がありながらも品揃ぞろえに気が利いているので、俺は小さいころからけっこう気に入っている。


    　店内を適当にぶらぶらしていると、参考書系のコーナーで意外な人物を見つけた。


    「明あ日す姉ねえ？」


    　振り向いた表情はやたら深刻に見えたが、手にしていた本を棚に戻してもう一度振り向くと、すっかりいつものひょうひょうとした明日姉だった。


    「おや、こんなところで油売ってる悪い彼氏がいるぞ。七なな瀬せさんの件は、もう解決したの？」


    　俺はふるふると首を振った。


    　明日姉は小さな弟にそうするみたいに笑う。


    「出ようか、少し歩こう」


    



    　駅前を少しだけ離れて県庁のほうへと向かった。


    　福井県庁は福井城址の高い石垣の上に建っているため、他県の人たちにとってはちょっと珍しい光景だそうだ。俺たちは小さいころから見慣れているのでそれ自体はなんとも思わないが、周囲にはまだ堀が残っており、こうして静かな夜に歩くのはなかなか気持ちがいい。


    　鴨が連れ立ってすいすいと泳ぎ、その後ろにできる波紋が水面に映った月を揺らしていた。


    　ちりんと、一度だけ丁寧にベルを鳴らした自転車がふたりを追い抜いていく。


    　あたりの空気はどこまでも凪ないで、また、泣いていた。


    　そんなふうに感じるのは、きっと明日を迎えたくないからだろう。


    　俺たちは、ちょうど県庁の裏側にあるベンチに腰かけた。


    　こんな夜に野暮かと思ったが、こんな夜だから聞ける話もあるかもしれないと口を開く。


    「明日姉、進路、迷ってる？」


    「やっぱり、見られちゃってたか」


    　明日姉が手にしていたのは赤本だった。大学名までは確認できなかったけど、迷いがない人は書店でしみじみそれを眺めたりしないだろう。


    「君はさ……」


    　静かに、鈴が鳴るように、話し始める。


    「この小さな町を出てみたいって思ったこと、ある？」


    　ちくりと、鈍い痛みが胸に走った。


    　明あ日す姉ねえは受験生だ。その言葉が意味するところはひとつしかないだろう。


    「何度もあるよ」


    　正直にそう答えた。おそらくは福井で生まれ育った人の半分が一度は想像して、半分は想像すらしていないことだろう。


    　そして明日姉は、想像する側の人間だったのだ。


    「私はこの町が好き……大好きで、大嫌い」


    　その言葉の意味が、俺にはよくわかった。


    　だけど簡単にいま共感するべきじゃないと、なんとなく思う。


    　珍しく明日姉は、自分の話を続ける。


    「迷ってるよ、進路。具体的に言えば、ここに残るか、東京へ行くか」


    「東京……」


    　奇しくもそれは、俺が抱いていた「町の外」と同じ場所だった。


    　田舎を出て東京で一旗揚げてやるだなんて、いまどきあんまり格好いい台詞せりふだとは思えない。だから表だって口にはしないけれど、ずっと心のどこかでは抱いていた想いだった。


    　ご近所はだいたい知り合いで、下手したらエルパにとまってる車を見て「○○さんが来てるね」だなんてわかってしまうほど小さな世界。


    　それと比べて、テレビなんかで見る東京はやはり都会の象徴だった。


    　呆あきれるほどチープな幻想を明日姉もまた抱いているのだと、俺は小さな幻滅と小さな安あん堵どを同時に覚え、そんな自分にほとほと嫌気がさした。


    「君は、東京に行ったことがある？」


    「忘れるほどに小さいころ、家族旅行で」


    　もちろん、まだ離婚なんて言葉も知らなかった時分だ。


    「私は、ないの。それでも福井か東京かなんて考えてる。おかしい？」


    　俺は、ただ黙っていた。


    　この場面にふさわしい言葉をもっていなかったからだ。


    「行ってみたいな、東京」


    「行こうよ、東京。それが明日姉でしょ」


    　我ながら陳腐な台詞だ。


    「もしそうしてほしいと望んだら、君はついてきてくれるの？」


    　明日姉の台詞も陳腐だった。


    「はじめてのおつかいを見るのはけっこう好きなんだ」


    「転んで泣きそうになったら、『しょげないでよベイベー』って唄ってくれるのかな？」


    「明日姉よりはいくぶんか上手にね」


    　隣をそっと見ると、ひらひら笑っていた。


    「悠ゆ月づきの件は……」


    　俺は時計の針を戻すように、そうつぶやく。


    「多分、なんとかなると思う」


    「いつもみたいに、物語を聞かせてはくれないんだ？」


    「いつか聞かせたくても聞かせられない日がくるかもしれないから、少しは心の準備をしておかないと」


    　本当は、すべてを話そうと思っていた。だけど、進路で迷っている相手に進路相談をするほどまぬけなことはない。


    「ずいぶんとさみしいことを言うんだね」


    「ずいぶんとさみしい話を聞いたからさ」


    　そんなことを言うべきではないと思う。


    　明あ日す姉ねえは優しく笑った。


    「そうやって君も、私も、大人になっていくのかもしれない。麦わら帽子とワンピースを押し入れにしまって、ぱりっとしたスーツを取り出すの」


    「俺はいつまでも短パンとビーサンを忘れたくないな」


    「きっと君には、それがよく似合うだろうね」


    　どう考えてみても、話はここまでだった。


    「明日姉は……」


    　なにかを言いかけて思いとどまり、俺は続く言葉を変えた。


    「きっとアイロンをかけたスーツよりも、真っ白なワンピースが似合うよ」


    「きっと真っ白なワンピースが似合う私を、君は好きになれないと思うな」


    　どこまでもすれ違ったままで、俺たちは今日を終わらせた。


    　望もうと、望むまいと、時間は流れていくし関係も移ろいでいく。


    　誰もが一歩ずつ歩いて行くなか、俺だけはいつまでも階段の踊り場で足踏みを続けているように思えた。

  


  
    四章　悠はるかな月


    



    　私、七なな瀬せ悠ゆ月づきは特別な女の子なのだと、けっこう早いうちに気づいていた。


    　小さいころから、たいていの男の子はお願いをなんでも聞いてくれたし、ほとんどの女の子は悠月ちゃん、悠月ちゃんとまわりに集まってくる。


    　だけど、ただの特別なままでは上手に生きていけないのだと気づいたのも、それなりに早かったように思う。やがて男の子たちは見返りを求めるようになってきたし、女の子たちが私を抜きにしてこそこそ話しているのを見る機会が増えていった。


    　そういう小さな「嫌だな」を消すために、いろんな自分をつくりだした。お願い事は男の子じゃなくて女の子にするようにしてみたり、ときには女の子をかばって男の子を叱しかってみたり、ひとつひとつはとても些さ細さいな変化。


    　私にとって、それはさして難しいことじゃなかった。目の前の相手がなにに喜び、なにに怒っているのかを見抜いて、喜んでもらえるほうの自分でいればいいだけの話だ。人によってはそれを八方美人と嘲ちよう笑しようするかもしれないけれど、四し面めん楚そ歌かよりはずっとましだと思う。


    　そう信じて、生きてきた。


    　もちろん、上っ面つらだけじゃなくて、地道な努力だって人一倍してきた。誰にも文句を言われないようになるためには、誰も文句を言えない人間になるのが一番手っ取り早いからだ。


    　ときどき、「なんでそんなに頑張るの？」なんて言われることがある。


    　それを聞いてくる相手はどうやら、私の過去になにか大きな事件があって、そのトラウマやコンプレックスからいびつな成長をしている、なんてエピソードを期待しているみたいだけれど、そんなに大げさなものではない。


    　そもそも、よりよい自分で在りたいと願うことに、どうして大層な理由が必要なのだろう。


    　単に、目の前にある問題とちゃんと向き合って、それを自分なりのやり方でひとつずつ解決してきたからこそ、私はいまこうやってこの場所にいるのだ。


    　おかげでまわりに敵らしい敵はほとんどいなかった。小学校のころも、中学校に入ってからも、順風満帆な学校生活を送っていたように思う。


    　そんな自分に、初めてもっともらしい事件ってやつが起こった。


    　朔さくに話した柳やな下した先輩の一件だ。


    　心の底から恐怖した。もちろん、暴力や痛みそのものが怖かったのは本当だ。


    　だけどそれ以上に私が怖れたのは、いまもっている武器が役に立たない状況に立たされたとき、それでも踏ん張れる芯のようなものが自分のなかになにひとつ存在しなかったことだ。


    　ただの野蛮な暴力に負けるなんて七瀬悠月のプライドが許さないも、これを許したら別の女の子が同じ目に遭ってしまうかもしれないも、愛する人のためにこんな男には屈しないも、まるでなかった。空っぽだ。


    　考えたくはないけれど、あのとき柳やな下した先輩が写真を撮るだけで終わらなかったとしたら、私はそれ以上の抵抗を諦あきらめていただろう。この相手と付き合うことを前提とした上手な生き方、多分、そんなことを考えていたと思うのだ。


    　だからその記憶は、暴力への恐怖であるとともに、自分自身への恐怖でもある。


    



    　──誰が見たってなんでも持っているように見える自分が、本当はなんにも持っていないんじゃないか。


    



    　だけど、どうしたらなにかを持っている人になれるのかなんて、皆目わからなかった。


    　当時の私はそれほど迷うこともなく、処理できない感情を犬に噛かまれたと思って忘れるという、とても合理的な選択を、した。


    



    



    　そんな私が、初めて自分よりもまぶしいと思ったのは、青い海の上でさんさんと輝く太陽だ。


    　中学三年のとき、バスケの県大会準決勝で当たったそのチームは、お世辞にも総合力が高いとは言えなかった。パスワークもシュートの精度もフォーメーションの習熟度だって、圧倒的にこちらが上。正直、勢いだけで勝ち上がってきたチームだと思っていたし、事実私は、次の決勝に備えて体力を温存しておこうと高をくくっていたぐらいだ。


    　結果として、私たちは勢いしか持っていないチームの勢いに負けた。


    　その中心にいたのは、間違いなく青あお海み陽はるというちびっ子だ。


    　広いコートのなかをびゅんびゅんと走り回るその少女は、何度ブロックされても、ハードなプレーで倒されても、「おらぁっ」なんて叫んでまた向かってくる。確かに身体能力には目を見張るものがあったが、それは自分のテクニックで充分に対処できるレベルだった。


    　けれど彼女がぎゅんぎゅんこっちに突っ込んできて、弾かれても、飛ばされても、にかっと笑ってまた走り出すたびに、相手チームの熱量はぼうぼうと上がっていった。


    　ほとんどの攻撃パターンを潰つぶされて、エースの自分だって徹底的にマークされている。勝てる可能性なんてこれっぽちも見えないはずなのに、どうしてあなたの目はそんなに真まっ直すぐ前を見ているの？


    「そこを……どっ、けえええええええぇぇぇぇぇっ」


    　ラスト数十秒。一点差でがむしゃらに空を飛ぶその選手を、私は止められなかった。


    「高校、どこ行くの？」


    「藤ふ志じ高っ」


    　私が進路を決めた瞬間だった。


    



    



    　次に私が興味を惹ひかれたのは、真っ暗な新月の夜。


    　陽はると海かい人との友達だというその男の子は、私が生まれて初めて見つけた自分の同類だった。


    　整いすぎた容姿、恵まれた能力、それを上手にコントロールする生き方。


    　いつも仲間たちに囲まれて楽しそうに笑い、だけどときどきすごく退屈そうな表情をする彼は、自分と同じように薄い暗がりを持っているのだと確信した。


    　──なんでもできるから、なんにもできない。


    　誰に言ったって笑い飛ばされる、ちっぽけで浅い闇やみ。


    　きっと、共犯みたいな関係になれると思った。少なくとも私の知る世界ではただひとり、正しくお互いを理解し合える相手なのだと。


    　本当は一刻も早くお近づきになりたかったけれど、下手にぐいぐいいって、間違ってもその他大勢の女の子と同じだなんて思われたくはない。大丈夫だ、これだけ特別で似ているふたりが同じ学校にいて、共通の友人もいる。放っておいたって、いつかその機会はくるだろう。


    　そうして二年生でまんまと同じクラスになってから二か月弱。


    　私の目に映ったのは、高い空で煌こう煌こうとみんなを見守る大きくてまんまるな満月だった。


    　想像してたのと全然違った。同じじゃなかった。


    　なんて不器用な生き方なんだろう。


    　私みたいにうまくやれるはずなのに、障害物なんてひょいひょいとすり抜けられるはずなのに、その男の子は格好つけながらいろんなものにぶつかって、すり切れて、それでもまた突進して、愚直にひとつひとつの壁をぶち壊しながら進んでいく。


    　──俺たちは似ていると、朔さくは言った。


    　──私たちは全然違うと、私は思う。


    　だって私は、あなたみたいに不器用じゃない。


    　だいたい、女の子の傷を癒やしたいなら、優しく抱きしめて「大丈夫だよ、俺が君のことを守るから」って甘くささやくのが筋ってもんじゃないのか！　あの雰囲気なら、ちゅーのちょっと先ぐらいまでは許してたのに……。


    　それがあろうことか、ほっぺたひっぱたいて無理矢理立ち上がらせるとか、そんな王子様なんて聞いたことないぞ！


    　だけど、だけどね。


    　私もそんなふうに、美しく生きてみたいって思ったんだ。


    　自分のなかに、ぶれない想いみたいなものが欲しいって気づいちゃったんだ。


    　だから、七なな瀬せ悠ゆ月づき史上初の、ちょっと無茶な冒険をしてみるよ。


    　もしもそこからなにかを持ち帰れたときには、覚悟しててね千ち歳とせ朔。


    　──言っておくけど私、おとなしく攻略されるのを待ってるほど甘い女じゃないから。


    



    　　　　　＊


    



    　最後のテストを終えた金曜日の午後。


    　朔さくや陽はるたちはご飯に行くみたいだったけれど、私はその輪に入らず学校を出てきた。みんなの心配そうな顔を思い出して、ぷっと吹き出してしまう。本当に、お人好しの仲間たちだ。


    　なんとなくの予感があった。


    　柳やな下した先輩はそれほど気の長いほうじゃない。


    　祭りの一件に校門での一件。とっくに我慢は限界に達しているだろう。


    　昨日じゃなかったのなら、間違いなく今日だ。


    　だから、十分ほど学校から歩いて、いつもの通学路、いつもの小さな公園の横。そこから柳下先輩が出てきても、もう驚きはしなかった。


    「よぉ、悠ゆ月づき」


    　そのねっとりした響きにはまだ身がすくむけれど、大きく息を吸ってから、きっと睨にらみ返す。


    「お話ししましょうか、柳下先輩」


    　私はそう言って、自分から公園に入る。


    　さりげなく、周囲の様子を確認した。中に人ひと気けはないが、生け垣は低く、まわりを囲む木はまばらに立ち並んでおり、外からまったく見えないというわけではなさそうだ。数は少ないが、ときどき歩行者や自転車も表の通りを行き交っている。大声を出せば、誰かひとりぐらいには気づいてもらえるかもしれない。出入り口はいま入ってきた他に小さいのが二か所。そのうちのひとつが、大通りまでは一番の近道だ。


    　大丈夫。頭を真っ白にしなければ、できることはある。


    　いざとなったら逃げ出せるよう、大通りに近い出入り口の近くで止まり振り返った。


    「それで、先輩は私とどうしたいんですか？」


    　その言葉を聞いて、柳下先輩の顔がにちゃあと歪ゆがむ。昔から、この笑い方が大嫌いだった。自分の感情をコントロールできていない、する気もない顔。まるで哲学者か宗教家みたいに自分を縛り付けているあの人とは大違いだ。


    　後頭部の高い位置で結んだ髪の先をいじりながら口を開いた。


    「そりゃあ、中学のころできなかったことだよ」


    　細く、かみそりみたいにするどい目が、なめ回すように私の足から這はい上がってくる。


    「あのころは言うほどでもないと思ってたが、まさかここまでになるとは。やっぱ、あんとき手をつけておくべきだった」


    　そりゃあ、あのころから胸もお尻しりも大きくなったし、自分でも女の子らしい身体になったと思う。だからって、どうしてこの人は、まるで当然自分の手のなかにあったもののように私を語るんだ。


    「それって付き合いたいってことですか？　それともエッチ？」


    　私の口からそういう単語が出たことが嬉しかったのだろう。


    　隠す気もないにやにや笑いがどこまでも不愉快だ。


    「付き合えって言いたいところだけど、まあ記念に一発ヤらせてくれるだけでもいいわ。高校に入ってからはいろんな男をとっかえひっかえらしいじゃねえか。そのうちのひとりにしてくれるなら、もうこんなことしねえって」


    　柳やな下した先輩は続ける。


    「千ち歳とせ朔さくにはないしょにしとくからさ。な、いいだろ？　すぐそこラブホだし。どうせあいつも似たようなことやってるんだから」


    　思わず頭がかっとなる。


    　あんたなんかが、あんたなんかが軽々しくその名前を呼ぶな！


    　まるで自分と同類みたいにして語るな！


    　その気になればなんでもできる状況で、私の身体に指一本、よこしまな気持ちで触れず、心にだけ触れてくれた彼を貶おとしめるなッ！


    　拳こぶしをしっかり握りしめて、ちゃんと足にも力を入れる。


    「誰からなにを吹き込まれたのか知りませんけど……」


    　すぅうっと、思いきり息を吸い込む。


    



    「私は処女だ馬鹿っ！　あんたみたいな男には、絶対にあげないっ！！」


    



    「──へぇ？」


    　柳下先輩は驚くでも、引くでもなく、ただただ笑みを深くした。


    　多分、私の覚悟や想いなんて、なにひとつ届かないし、知ろうとする気もない。この人には自分の見たい世界しか見えていないんだ。


    「そりゃあいいな。イチから教えてやるよ」


    　それでも私はもう目をつむらない。


    　あの日には戻らない。


    「私はものじゃありません。七なな瀬せ悠ゆ月づきです。先輩がいままでどんな女ひ性ととお付き合いしてきたのかは知りませんが、そういう強引なやり方でどうにかできる女じゃありませんッ」


    「ビンタでぴーぴー泣いてたやつが、ずいぶん言うようになったもんだ」


    　ざしゅっと、先輩が足下の砂を蹴けって、一歩こちらに踏み出した。


    　思わず身体がすくみそうになるが、「落ち着け、落ち着け」と頭のなかで繰り返す。


    「いまだって力では絶対に叶わない。だけど無理矢理キスしたって、服を脱がされたって、絶対に私はあなたのものなんかじゃないからッ！！」


    「──もういいや」


    　一気に詰め寄ってきた先輩ががっと私の手首を掴つかみ、


    「なら試してみるわ」


    



    　ばちんッ。


    



    　目の前が真っ白になり、右頬ほおがかっとはじける。


    　二、三秒してから焼けるような痛みが襲ってきた。


    「ほら、泣けよ」


    　私は声の主を見る。


    　掴まれた手はぷるぷると震えているが、不思議と頭のなかは冷たかった。


    　あの夜の朔さくを思い出す。


    　私のために本気で怒っていたあの人は、なんて怖かったんだろう。


    　それに比べて自分のために薄っぺらい怒りを振りかざすこの人は、なんて醜みにくいんだろう。


    　お腹なかにぐっと気合いを入れる。眉間にもきっと力を込めた。


    　泣かないって決めたんだ。


    



    「もう一回言います。例えキスされても、レイプされても、私は先輩のものじゃない。この心のなかに、あなたの居場所はどこにもない。自分に抱かれながら他の男のことしか考えられない女で満足なら、好きにすればいいじゃないッッッ」


    



    　ばちんッ。


    



    　さっきとは反対側の頬がはじける。


    　怖い、恐い、コワイ──こわくないっ！


    



    「なにされたって、私の心はあなた程度の男に傷つけられたりなんかしない。されたこと全部ちゃんと記憶して、その足ですぐ警察に行ってやるから。情けない男の情けない生き様、みんなの前にさらしてやるッ」


    



    「やってみろよ」


    　力尽くでぐいと引き寄せられる。


    　大丈夫だ。


    　ちゃんと私のなかにめらめら燃える芯がある。


    　あなたのせいで名前がついちゃった想いがある。


    　だけど、残念だな。どうせならきれいな私で手強いあなたと真っ向勝負がしてみたかった。


    　こうなったら、目の前の男になにを言われても、なにをされても、そのあいだずっと呪文みたいに名前を叫んでてやる。


    　絶対にぶれないように、薄れないように消えないように。


    　朔さく、朔、朔、朔、朔。


    「朔ーッッッ!!!!!!!!!!!!!!!!」


    



    「──呼んだか、お姫様」


    



    　思わず安心してしまうその声が聞こえたのと、私を乱暴に突き飛ばした柳やな下した先輩が朔の顔を殴ったのが見えたのは、ほとんど同時だった。


    



    　　　　　＊


    



    「──めてっ、お願いだからもうやめて先輩っ！」


    　殴られて倒れ込んだ朔の上に、容赦のない暴力が降り注いでいた。両腕で必死に頭を抱えて丸くなる彼は、かつて見たことがないぐらいに弱々しくて、痛々しかった。


    「やめないよー。かっこつけて飛び込んできたのこいつだろ」


    　先輩は朔の肩を、背中を、お腹なかを、足を、休むことなく蹴けりつける。


    「なんの夢見てたのか知らねえけど、ガキのころから喧けん嘩かばっかしてきた俺らを優等生がどうにかできるわけないだろ」


    　朔は肩でぜえぜえと息をしている。


    　これは全部、自分のせいだ。


    　朔が、私の考えに気づいていないわけがなかった。気づいた朔が、駆けつけないわけもない。


    　なにが「いざというときに対応できる能力を持っていること」だ。


    　結局私は、自分が一番怖れていた暴力の盾として朔を使おうとしてただけじゃないか。


    「悠ゆ月づきが黙ってついてくるならやめてやってもいいぞ」


    　柳下先輩がにまあっと笑う。


    「け、警察呼びます」


    　精一杯粋いきがってスマホを取り出してみるけど、その笑顔は消えない。


    「いいけど、俺がやったって証拠は？　証人になってくれるような通行人がいたなら、とっくに通報されててもおかしくないよなぁ？　ま、どのみち電話させたりしねーけど」


    　ルールを無視する人間とは、こんなにも怖ろしいものなんだろうか。


    　こちらの常識が、なにひとつ通用しない。


    　頑張って貫こうとしていた意地が、少しずつしぼんでくる。


    　私のせいで、朔さくが、朔がッ。


    「ほら、先輩と付き合いますって言えよ。こいつ死ぬぞ」


    　ぷるぷると唇が震える。


    　さっきまであんなにも燃えさかっていた私の芯が、こんなにも薄汚い言葉でかき消されそうになっていく。


    　──だって、私はずっと独りだった。


    　たくさんの仲間に囲まれて、にこにこ笑っていても、それでも私は独りだった。


    　だから苦しいことは私が自分で乗り越えればよかったし、不条理な辛い目にも、独り耐えればそれでよかった。


    　こんなにも胸が苦しいのだろうか。


    　自分のせいで、大切な誰かが傷ついてしまうということは。


    　言いたくない、絶対に言いたくないけど、朔っ。


    「……ぱい、と」


    「聞こえないよー」


    　また朔ががつんと踏みつけられる。


    　違う、その人はそんなふうに虐しいたげられていい人なんかじゃない。


    　真まっ直すぐ、真っ直ぐ生きて、たくさんの笑顔をつくり出す人なんだ。


    「柳やな下した、先輩と付……」


    「違……うだろ……」


    　顔は見えないが、確かに朔の声が聞こえた。


    「こんなのは……ただの痛みだ……」


    　はっとした。


    　心まで支配されるな、と続くような気がした。


    　当たり前だ。だってそれを教えてくれたのはこの人なんだから。


    　もう一度きりきりと頭が回転を始める。


    　そうだ、どんな状況でもできることを考えろ、考えろ、考えろ。


    　私は……私に……いまできるのは、ここから逃げ出すこと。


    　可能なら先輩を引き連れて、せめて大通りまで、絶対に捕まらずに逃げきって助けを呼ぶ。それが朔を助けることだ。


    　いつかお祭りの夜、彼がそうしていたように、両足をぐっと踏ん張って立ち上がる。


    　言えた義理じゃないけど、私を救ってくれたあなたを私が救ってみせる。


    　こぼれるな、涙。動け、この足。真まっ直すぐ前を見ろ。


    　走れ、走れ、ハシレっ。


    　──待っててね、朔さく。絶対に戻ってくるから。


    　思いきり息を吸い込む。


    



    「私は、千ち歳とせ朔の彼女だッ！　女ひとり口説けない意気地なしなんかに、指一本触らせてやるもんかッッッ！！」


    



    　がっと、地面を踏みしめて出口に一歩踏み出した瞬間、


    



    「──はーいカットーっ！」


    



    　聞き覚えのある声が響き、スマホを構えた水みず篠しの和かず希きがひょっこりと現れた。


    　突然の事態に固まる私に向かってちょいちょいと手招きするので、思わず朔を振り返る。


    「そいつなら大丈夫だよ、邪魔にならないようこっちおいで、早く」


    　わけのわからないまま、私は水篠のほうへと走った。どのみち朔を置いてでも助けを呼びに行こうとしていたのだ。


    　水篠の後ろに回って、あらためて朔を見ると、


    「ってて……っせーんだよ和希、もうちょっと早くてもよかったろ」


    　両手を膝ひざにつきながら、ゆっくりと立ち上がっていた。


    　その姿に思わず目頭が熱くなる。


    　よかった、よかった、よかった。


    「やだなぁ、誰がどう見たって状況を正確に理解できるよう、角度やらズームやらを変えながらきっちり撮ってたんだよ」


    「ほんとかよ……」


    　柳やな下した先輩が不愉快そうにこちらを見た。


    「優等生のお仲間がひとり増えたところでどうにかなるとでも？」


    　水篠がへらへらとそれに答える。


    「やだなー、俺は非戦闘員。あんたが気にしなきゃいけないのはそっちの怖い人」


    「そういうわけだパイセン。ったく気持ちよく蹴けりやがって。俺は小学校の帰り道に転がってる空き缶かっつーの」


    　立ち上がった朔はブレザーの上着を脱ぎ捨ててシャツの袖をまくり、汗で張り付く前髪をオールバックにかきあげた。


    「よく立てたな。それだけは褒ほめてやる」


    「なーにボスキャラぶってんだこの面白ちょんまげ。提ちよう灯ちんアンコウのチンコウくんて呼ぶぞ」


    　いつものしょうもないジョークにほっとして、それからまたきゅうっと胸に不安がこみ上げてきた。


    「ねぇ水みず篠しの、早く警察」


    「大丈夫だよ、もう。ここで警察沙汰にしたらあいつの苦労が台無しだ」


    　朔さくは言葉を続ける。


    「頭と顔さえ守ってればな、痛いのは痛いが硬球のデッドボールを脇腹に食らうよりはよっぽどましだ」


    　こちらを向いてにかっと笑う。


    「悪かったな、助けに入るのが遅れて。けど、よく言った。あとはあなたの頼れる彼氏こと千ち歳とせ朔にお任せあれ」


    　ほんとにばかっ、こんなときにまで格好つけてる場合じゃないからっ！


    「死ねよ、お前」


    　柳やな下した先輩が朔に近づく。


    　ひやりと背筋が冷たくなって思わず叫ぶ。


    「もういいから逃げてっ！」


    　反射的にぎゅっと閉じてしまいそうな目を必死に見開いて、役に立たないことがわかっていても飛び出しそうになる私を安心させるように、ぴょんと、彼は後ろに飛んで先輩の足をよけた。いらだった先輩が立て続けに足やら手を出すが、朔は先ほどまでの様子がうそのようにひょいひょいとそれをかわす。


    「てっめ、ちっ」


    「リングのあるボクシングじゃないんだ。好きなだけ下がれるこんな場所で、ただよけるだけなんて余裕っすよ」


    　文字通り朔はぽーんぽーんとバックステップを踏みながら、時折反復横跳びの要領で飛んでまた距離をとる。


    「こちとらピッチャーのわずかなモーションで球種を推測して百数十キロのストレートから変化球まで打ち分けてたんすよ。祭りのときは浴ゆ衣かたの悠ゆ月づきがいたし、校門のときはそもそも真ま面じ目めに取り合う気がなかっただけ」


    　だんだんと、柳下先輩が肩で息をし始めている。


    「ほら、若いうちから煙草たばこなんか吸ってるから。なんの夢見てたのか知りませんが、小学校から毎日何時間も死ぬ気でスポーツに打ち込んでた人間に、ぷらぷら過ごしてただけのあんたが本当に力で勝てるなんて思ってたんですか？」


    　どすん、と重い音が響く。


    　柳やな下した先輩が足を止めた一瞬、朔さくがその懐に飛び込んで、思いきりお腹なかのあたりを殴っていた。「う……ごほっ、ごほっ」


    　多分、みぞおちだったのだろう。先輩が思わず膝ひざをつく。


    「教えといてやるよ、先輩。暴力を振るえるから強いんじゃない。みんなが振るわないようにしている暴力に頼らなきゃいけないほど弱いんだ」


    　まだ立ち上がれない先輩を見下ろしながら朔が続ける。


    「あんたたちが怖いのはな、簡単にストッパーを外せるところ。普通だったら殴ったあとのことを考えてしまう。親、学校、部活、友達、将来。そういうものを全部忘れてノータイムで手を出せるからだ」


    　少しずつ落ち着いてきた頭で、ようやく朔の言わんとしていることが見えてきた。


    　なぜあのタイミングで、なぜ水みず篠しのがいるのかも。


    　だからって、思いついてもそんなことできるだろうか。


    　だってその考えは、自分がぼろぼろになることが大前提なのだ。


    「だから俺は、同じ土俵に引きずり込んだ上でたがを外すための準備をした。悠ゆ月づきに手をあげたところ、俺を必要以上に痛めつけてるところ。全部きっちり録画済みってわけ」


    　ようやく呼吸を整えた柳下先輩が立ち上がる。


    「それで心置きなく喧けん嘩かしようってか」


    「野蛮な言い方はよしてほしいな。こっから先は上品な正当防衛だ」


    「るせぇーよっ」


    　胸ぐらに掴つかみかかってきた相手の腕と胸ぐらを掴み返し、朔がぶうんと身体をひねると、柳下先輩が背中から地面にたたきつけられた。


    「これ、支ささえ釣つり込こみ足あしっていうんですよ。いやー、体育の授業は真ま面じ目めに受けとくもんすね」


    　朔はよっこらせと倒れた先輩に馬乗りになる。上半身だけで殴りかかろうとする相手の腕をあっさり掴み、まるであの日の再現のように頭の上で固定した。


    　ひょうひょうとしていた朔の顔が、冷たく凍る。


    



    「──思い知れ」


    



    　ズバチィンっ。


    　朔が思いきり振り上げた手を先輩の頬ほおに叩たたきつけた。


    　見る見る間に打たれた頬が赤く腫れていく。


    「怖いか？」


    「くっぞ。覚悟しろよ、お前も悠月も……」


    　バヂーンっ。


    　返す手の甲で反対側の頬ほおを張る。


    「質問に答えろよ、先輩。抵抗できない状態で自分よりも腕力の強い相手から好き勝手殴られるのは怖いか？」


    「仕、返しのつもりか。好きにしろ。今度こそ男何人も連れて悠ゆ月づきをぐちゃぐちゃに……」


    　ズバッッッヂーンっ。


    　朔さくは無言で機械的に先輩の頬を叩たたく。その瞳ひとみに感情は見えなかった。


    　そこでようやく、中学生のころからいつでも王様のように振る舞っていた表情に、見たこともないような怯おびえが浮かんできた。


    「優等生が偉そうに……見下し、やがって。俺だって昔は……」


    　なにかを語ろうとした先輩の言葉を朔が遮さえぎる。


    「悪いがてめぇの過去になんざ興味はねえよ。どれだけ辛いことがあってそんな生き方を選んだのか、選ばざるを得なかったのかなんてどうでもいい」


    　がっと、先輩の襟元を掴つかみあげる。


    「ただひとつ言えるのはな、そこで人生から逃げ出して他人も巻き添えにしようとしてるあんたより、歯ぁ食いしばって真まっ直すぐ生きようとしてる人間のほうが百倍素敵だってことだ」


    「……てやる、後悔させてやる」


    「まだ理解していないな」


    　ガゴヂンっ。


    　朔が先輩の鼻面づらに力任せの頭突きをして、そのまま至近距離で睨にらみつける。


    「いいか、ルールが違う相手とは戦えないが、ルールに則った上でならなにをしても構わない。俺はそういう人間だ」


    「──ひっ」


    　ぞっとするほど冷たい響きに、初めて先輩の口から怯えが声になって飛び出した。


    「この先お前が悠月に近づくなら、考えられる限りすべての手段を使ってお前を破滅させる。複数人で俺をぼこぼこにしようがお前だけを追い詰める。三回ぼこぼこにされたなら、その三回分すべてをお前だけに返す」


    　もう、組み伏せられた相手からは声も出てこない。


    「……めて、もうやめて朔」


    　思わず、私の口から無責任な言葉が漏れていた。


    　そんなことを言う資格なんかどこにもないけど、心を殺してヒーロー、いや、悪者を演じる彼の姿が、ただ悲しくて、哀しくて、かなしかった。


    　結局、こんなことをさせてしまった。


    　全部また、背負わせてしまった。


    　すがるように隣の水みず篠しのを見るが、ゆっくりと首を横に振られた。


    　なにが七なな瀬せ悠ゆ月づきだ。なにが対等で特別な関係だ。私だって、身勝手な幻想を押しつけて彼をすり減らすその他大勢のひとりじゃないか。


    　あなたにそんな顔は似合わないのに。


    　いつもみたいに格好つけて笑っていてほしいのに。


    　しょうもないジョークで、笑わせてほしいのに。


    「怖いよな、怖いだろ。悠月はな、あいつはな、その百倍は怖い記憶と、ずっとずっと独りで戦ってたんだよッ」


    　朔さくは両手で先輩の胸ぐらを掴つかみ、上半身を無理矢理引っ張り起こす。


    　感情のない笑みを浮かべ、


    「まぁ、あれこれ前置きしましたけどね、言いたいことはひとつっす」


    　がっとその手に力を込めた。


    



    「てめえぇっ！　今度俺の女に手ぇ出したらぶっ殺すぞッッッ！！」


    



    　それでもあがく先輩の耳元に朔が口を近づけ、


    「──────────」


    　なにかをそっとつぶやいた。


    「……かった」


    「聞こえないな」


    「……わかった。金輪際、悠月には近寄らない」


    　先輩の力がふっと抜けるのとともに、朔も力を抜いて立ち上がる。


    　そうして見せたやさしくて哀しい笑顔を、私だけは忘れちゃいけないと思った。


    



    　　　　　＊


    



    「ばか、ばかばかばかばか、ばかっ」


    　ふらふらと柳やな下した先輩が公園を出て行くのを見届けてから、私はへなへなと座り込んでいる朔に飛びついた。


    「なんでっ、あんな方法しかっ、とれないのッ！」


    　筋違いだとわかっていても、止められない。だらんと伸ばした足の上にまたがって、その胸をげんこつでばしばしと叩たたく。


    　先輩の前でこらえていた涙はとっくに決壊していた、知るかっ。


    「ちょっと待った悠月、俺一応けが人」


    「うるさいうるさいっ。朔なら普通にやっつけちゃうことだってできたのに、どうして、あんんなっ」


    「ほら……それだと、お礼参りとかいろいろやっかいだろ？　これっきりできれいに終わらせたかったんだよ」


    「正当防衛の証拠が必要なら私が叩たたかれた時点で充分じゃん！　なんで朔さくが私以上にぼこすか蹴けられる必要があるのよっ」


    「だって殴るの俺だし、悠ゆ月づきへの平手打ちだけじゃ過剰防衛って言われるかもだし」


    「……ばかだよ、朔は」


    　たたき疲れて、私はその頼りになる大きな胸におでこをぶつけた。歯を食いしばっていないと、いますぐにでもわんわん泣き叫んで止まらなくなりそうだ。


    　朔はそんな私の頭にそっと手を添え、優しく撫なでる。


    「なんで……助けにきちゃうの」


    「そりゃあ、あれだ。まだ別れの言葉を聞いてなかったからな」


    　私は我慢できなくなって思いきり抱きしめてしまった。
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    「……あのー、おふたりさん」


    　そんな私たちをしばらく見守っていた水みず篠しのが声をかけてきた。


    　そうだった、ふたりきりじゃなかった。


    　私はぶんぶんと首を振り、涙をがしがし拭ぬぐってそちらを向く。


    「水みず篠しのも……ありがとう」


    「まぁ、俺は朔さくに言われた通りに協力しただけだから。にしても……こういう荒っぽい場面なら、俺より海かい人とに頼んだほうがよかったんじゃない？」


    　朔はその台詞せりふににやっと皮肉めいた笑みを浮かべた。


    「あいつはいいやつだからな。俺がぼろぼろになってもクールに撮影を続けてくれるのはお前のほうだと思ったんだよ」


    「そりゃ人を見る目があるこって」


    　なにやら満足げにごつんと拳こぶしをぶつけ合っている。


    　男の子なんて、やっぱりみんな馬鹿ばっかなのかもしれない。


    「そういえば、最後のあれ、先輩になんて言ってたの？」


    　私が聞くと、朔は気まずそうにぷいと目をそらすので、和かず希きのほうを見る。


    「さあ、俺は悪人のやることなんて想像したくもないね」


    　きっと、そうさせてしまったのは私だ。


    　決定的に柳やな下した先輩の心を折るために、朔になにかをさせてしまったのは私だ。


    　いまはその事実だけを、深く胸に刻む。


    「さて……と」


    　朔は私の肩に手を置いた。


    「そろそろどいてくれ。初めてが屋外でってのは、さすがの俺も気が引ける」


    　そのひと言で、思いきりあれな体勢でまたがっていることに気づいた私は、まるで女の子みたいに赤くなってぱっと離れた。


    　よろよろと立ち上がった朔に、水篠がさりげなく肩を貸す。


    「今度こそ、俺の役割は果たしたぞ。もう、ひとりでも大丈夫だな？」


    　本当はまだまだ伝えたい言葉も、届けたい想いも山ほどあったが、それはこれからたっぷり時間をかけて彼に手渡していけばいい。


    　くしゃっと笑って頷うなずき、ふたりの背中を見送った。


    



    　　　　　＊


    



    　朔たちと別れて、私は今日の五月晴れみたいな気分で河川敷の道を歩いていた。


    　……いや、やっぱちょっともやもやしてるかもしれない。よく考えたら私が送っていって手当てする場面だったんじゃないかとか、なに水篠さらっと肩なんて組んじゃってるんだうらやましいぞとか、おかしいないつまで経っても女の子モードが抜けないとか、やばいどたばたに紛れて一番大切なイベント忘れてたどうしようとか、そんな感じ。


    　なんというか、昨日までの七なな瀬せ悠ゆ月づきがどっかにいっちゃったみたいだ。


    　それでも多分、こっちの自分のほうが好きになれそう。


    　そんなふうに考えて、気を抜いたら思わず緩んでしまいそうな頬ほおにきゅっと力を入れていたら、後ろからたかたったと軽い足音が聞こえてきた。


    　それでもう、完全に私の口くち許もとはへらへらだ。


    　自分のほうがあんなにぼろぼろになってたのに、やっぱりひとりで帰すのが心配になってしまったんだろうか。


    　本当に最後の最後までかっこつけ……でも、うれしいな。


    　きゅっと、私の手が握られた。


    「悠ゆ月づき」


    　私は必死に甘々な表情を取り繕つくろってから振り向き、


    「送ってくよ、悠月」


    



    　──気づいたときには、とっさにその手を振り払って地面を蹴けっていた。


    



    　　　　　＊


    



    「……って、待ってよ」


    　どうして？


    　どうして、どうしてどうして？


    　どうして私はいま走っているんだろう。


    　柳やな下した先輩の問題は朔さくが解決してくれた。それで、ふわふわと浮ついた心で、私は帰り道を歩いていたはずだ。


    　どうしてあの人はこんなところにいて、どうして私は追いかけられているの？


    「だから待てってば、悠月ッ」


    　声がどんどんと背中に迫ってくる。


    　これ以上逃げていてもらちがあかないと覚悟を決めて立ち止まり、もう一度振り返った。


    　その人も立ち止まり、はあはあと肩で息をしながら、見た目だけは爽さわやかそうな笑みを浮かべて近づいてくる。


    「ごめんね、いきなり声をかけてびっくりさせちゃったのは謝る。ヤン高の人たちの件、大変だったみたいだね」


    　なんで、どうしてそんなことを知っているんだ、と私は思った。


    「あの……」


    　私が口を開きかけると、次の言葉に遮さえぎられた。


    「いろいろ大変だったんだよね、乱暴なことされなかった？　僕ならきっと、悠月の力になってあげられるから」


    　自分に向けられている言葉も、大切な恋人に触れるようにやさしく伸びてくる手も、その笑顔の意味も、まるで理解ができなかった。


    　背中がぞくりと粟立ち、とっさに逃げだした自分の判断が間違いではなかったと確信する。


    　この人は、いったいなにを言ってるんだ。


    「あのっ！」


    「もしかして、ヤン高だけじゃなくて千ち歳とせ朔さくにも脅されてるの？　昔、こういう恥ずかしい写真を撮られてからずっと柳やな下したってやつのいいなりになってたんだよね？　その気持ち、わかるよ。大変だったね。もう大丈夫だから」


    「あのッッッッッ！！」


    　なにやらスマホの画面を見せようとしてくるが、私はそれを無視して告げた。


    



    「──あなたは誰ですか？」


    



    　ぴたりと、時間が静止する。


    　先ほどまでいっしょにいた水みず篠しのによく似ていて、だけど決定的に卑屈な雰囲気のその男は、ひくひくと唇をゆがめていた。


    「誰って……ほら、去年の冬、校門のところで荷物を拾ってもらった」


    「……ごめんなさい、ちょっと記憶に……」


    「成瀬智也だよっ！　あのとき自己紹介したよ？　聞いてるだろ、朔とも仲よしなんだ」


    「朔はそんなことひと言も……」


    「嘘うそつくなッッッ！　僕はあれからずっと、いや、それよりも前からずっと悠ゆ月づきのことを目で追っていた。初めて話をしたあとだって、何度も何度も廊下ですれ違ったときに目が合ってるよね。笑いかけてくれたこともあった」


    　たたみかけてくるような早口に、直感で理解した。


    　ストーカーは柳下先輩たちじゃない。


    　ずっとなにかがおかしいと思っていた。あの人は、どう考えたってちまちま写真を撮って脅すなんてことをするタイプじゃないからだ。


    　柳下先輩に脅されてる協力者がいるのかと思っていたけれど、そうじゃない。


    



    　この人が、本当のストーカーだったんだ。


    



    「……写真を、ポストや机に入れたのはあなた？」


    「警告してあげてたんだよ。ヤン高に狙われてるって、千歳に騙だまされてるって」


    　怯おびえることも忘れてかちんときた。


    　それはいったいどういう意味だ。


    「朔さくに騙だまされてるって？」


    「そうだよ！　あいつは、悠ゆ月づきのことを好きなんかじゃない。自分でそう言ってた。にこにこしながら近づいたら、本音を引き出すのは簡単だったよ。悠月にいい顔している裏で、僕に君を振り向かせるための恋愛指南をしてるようなやつだ」


    　なるほど、少しだけ私にも話が見えてきた。


    　ようするに、彼は全部とっくの昔に見抜いていたのだ。


    　私にひと言も知らせてないってのはどうかと思うけど、その理由だって多分わかる。あわよくば、自分以外は誰も気づいていないうちに、この人まで正しい方向に導いてあげようとでもしていたのだろう。


    　やっぱり不自由な生き方だと思って、つい笑みがこぼれる。


    　あの人は、いったいどこまで手を伸ばそうとしているのだろう。


    　本当に頼ってくる相手すべて、救ってあげようとでもしているのだろうか。


    　って、まんまと救われてしまった私が言えた義理じゃないな。


    　──ありがとうね、朔。


    　あなたのおかげで、不思議ともう、全然怖くないんだ。


    「ねぇ」


    　私はすっかりと落ち着いた心で言った。


    「朔は、あなたにいろんなことを伝えてはいなかった？」


    　目の前の男の子は、鼻で笑うように吐き捨てた。


    「役にも立たないことを、いろいろとね。悠月に対して幻想を抱きすぎだとかなんとか、汚らわしくてもう覚えてない」


    「あのね、知ってる？」


    　彼を思い浮かべながら、にっこりと満面の笑みを浮かべた。


    「私だって、女の子の日には真っ赤な血がどばどば流れていつもより機嫌が悪くなるし、お腹なかを壊したらぴーぴー下痢をするし、気になる男の子にどきどきした日はこっそりオナニーだってするの。そういう私を、あなたは知ってる？」


    　その人は、信じられないとでもいうように顔をしかめた。


    「……似たようなことを千ち歳とせにも言われたよ。どうせ他の男が近づかないように、そう言えって命令されてるんだよね？　大丈夫、そんなのに騙されたりしないから」


    「あなたと朔がどんな話をしたかは知らないけれど」


    　私はふうとため息をつく。


    「朔のほうが、もっとずっと正しいよ」


    「そんなわけないだろッ！」


    　男は先ほどもそうしたように、スマホの画面を突きつけてきた。


    「無理矢理こんなもの撮らせるようなやつがッ」


    　そこに表示されていたのは、うちの制服を着た女の子が四つん這ばいになっているところを後ろから撮影した写真だ。スカートはめくれあがり、まだ真新しい下着があらわになっている。細くて、少しだけ筋張った太ももが白く映えていた。


    「あいつは悠ゆ月づきが柳やな下したって男から受けたトラウマを知りながら、同じことをするようなやつだ。それで自分から離れられないようにしようと……」


    　こういうのは、知っている。


    　いままでに何度も経験してきた。


    　そして、私自身もずっと怖れていたことだ。


    　憧あこがれと失望、幻想と幻滅。


    　男が続ける。


    「だけど、こうして僕も写真を手に入れた。これで、僕の言うことを聞かなきゃいけない理由もできたよね？　柳下や千ち歳とせから離れるチャンスだよ。あんなヤンキーやヤリチン糞くそ野郎なんかより、きっと大事にしてあげられる」


    　支離滅裂だ。


    　自分も脅迫しているということさえ、きっと理解できていないのだろう。


    「あのね、仮にそれが私の写真だったとしても」


    　そう言って照れくさそうに微ほほ笑えんでみせる。


    「朔さくに頼まれたら……そうだな、もしかしたら許しちゃうかも」


    　だって、私はもう自分の感情に名前をつけた。


    　幻滅させられるもんならさせてみろ。


    　つれない相手をダンスに誘うためなら、パンチラだって上等だ。


    「私がそういう女の子だって、知ってる？」


    「なんで……どうして……。あんな顔がいいだけの偉そうで薄っぺらいやつなんか。悠月はそういう子じゃないだろ。ちゃんと心とか深いところで相手のことを見てるはずだ」


    「そうだよ、上辺だけじゃないところで、ちゃんと朔を見てるつもり。そういうあなたは、私のいったいなにを見ているの？」


    　目の前の人がぶつぶつとなにやらつぶやいているのを無視してはっきりと告げた。


    「七なな瀬せ悠月に近づきたいと思うのなら、まずはちゃんと私を見て。卑ひ怯きような手なんか使わないで、真正面から壁をぶち破ってみなさいよッ！」


    「……るさい、うるさああああああい」


    　がっと、私の両手が掴つかまれる。


    　まったく、真正面て、そういう意味じゃないんだけどな。


    　そんなふうに苦笑できる私の心は、もう少しも揺らいでいない。


    　めらめらと揺れているのは、もうきっと止められない真っ赤な炎だ。


    　誰かさんみたいにクールな頭で、タイミングを計る。


    　四割、四割。


    「えいっ」


    　あまり力を入れすぎないように股間を蹴けると、さっきまでの勢いが嘘うそみたいに、あっさりしなしなと崩れ落ちる。


    　その情けない姿に朔さくを重ね、もうどうしようもなくこみ上げてくる気持ちが抑えきれなくて、思わずにっと笑ってしまった。


    「成なる瀬せ智とも也やくんだっけ？　覚えたよ、あなたの名前。


    　私があの人に焦がれたきっかけとして、未来永劫この胸に刻んでおいてあげる」


    



    　　　　　＊


    



    　──さて、本当は事の成り行きをこっそり見届けていた俺こと、正義のヒーロー千ち歳とせ朔がのんびり土手を上がっていっても、もう悠ゆ月づきに驚きの色はなかった。


    　まあ、ここまでお膳ぜん立だてしていたんだから、裏で糸引いてたことぐらいはすっかり見透かされているだろう。


    　俺は悠月とうずくまっている智也を交互に見た。


    　結局、こうなってしまったか。


    「答え合わせは、必要か？」


    　智也が惨めったらしい声を出す。


    「千歳……僕をはめたのか」


    「冗談きついぜ。どこから話したものやらって感じではあるが、とりあえずそのスマホに入ってる健太の恥ずかしい写真は、お前が勝手に俺から盗んだんだろ」


    「いつから……疑ってた」


    「最初からさ。お前とはなんとなく合わなそうだと思ってた。終始健けん太たのことを見下して歯し牙がにもかけてなかったからな」


    



    　──藤ふ志じ高内部にヤン高の共犯者がいる。


    　それ自体は、バッシュの一件が起こるよりも前から確信をもっていた。


    　部室から制汗グッズを盗むことも、一年のころの写真を手に入れることも、外部の人間にできなくはないが、教室にあった手帳や筆箱はほぼ不可能と言っていい。


    　それにどう考えたってヤン高のやつらがそんな手間をかけるとは思えなかったし、最初に絡んできたとき、コケッコーたちは明らかに誰かから悠ゆ月づきの情報を又聞きしたかのような口ぶりだった。先輩、つまり柳やな下したから聞いたという意味合いなのかとも思ったが、悠月だけならともかく俺のことまで知っているのは不自然だ。


    　そうして偽物の恋人を始めた直後に近づいてきた智とも也や。


    　そんなにできた人間じゃない俺にとっては、疑わないほうがどうかしている。


    　正直、途中まではなずなも共犯候補のひとりではあったが、より強く智也のほうを疑っていたのは単なる心証の差でしかない。実際問題、陽はる以外では智也しか知らないはずの祭りにヤン高の連中が現れたことで、疑念はほとんど確信に変わった。


    　最後の最後までわからなかったのはどちらが主でどちらが従なのか。つまり、智也がヤン高の連中をけしかけたのか、ヤン高の連中に智也が従わされているだけなのか。


    　そこをはっきりさせるために一芝居打ったというわけだ。


    



    「男の娘になった健けん太たはどうだった？　なかなかいい尻しりしてるだろう」


    「どういう……」


    「その写真が健太の女装撮影会だってこった。プロデュースドバーイ、ユウコ・ヒイラギ」


    　昨日、悠月が出て行ったあと、俺は今日の計画をすべて仲間に話した。


    　当然のように夕ゆう湖こと優ゆ空あからは大反対されたが、「誰かを守るため」かつ「事前に相談する」という約束はちゃんと守っていたため、最後には俺が押し切ったのだ。


    　きっと今ごろは死ぬほど心配させてしまっているだろうから、ひと足先の結果報告は和かず希きに頼んである。


    　ヤン高のほうはシンプルな作戦だったが、問題は智也だ。


    　俺は「どこまで主体的に動くのか」が知りたかった。


    　そこで、あいつに語る悠月の情報のなかに「性的なトラウマがあり、過去に写真で脅されて柳下のいいなりになっていた」というダミー情報をまぜこんだ。うちに泊まった日のエピソードで、ことさらに写真を強調したのはそれが理由ってわけだ。


    　そうしてロックのかかっていないスマホをわざとテーブルの上に置きっぱなしにしたまま席を離れてみたところ、まんまとそれをいじり始めた、と。


    「単に悠月のエッチな写真が見たかったのか、いざというとき脅しの材料にしたかったのかはわからんが、まあ両方だろうな。存在感が薄くて気づかなかったか？　隣の席にチーム千ち歳とせの内うち田だ優空がいたんだぞ」


    　智也はくっと顔をしかめた。


    　こんなお花畑脳だから、もしかしたら自分が疑われている可能性なんてみじんも頭になかったのかもしれない。


    「もうわかったと思うが、本当に悠ゆ月づきの写真をおかずにされるわけにもいかんからな。『僕にもなにかできないかな？』と熱く語る健けん太たに頼らせてもらったってわけだ。『かーしこまりー』のひと声で夕ゆう湖こといっしょにランジェリーショップへＧＯ。なかなか見物だったぞ」


    　きっとあいつは、二度と俺の前で「なにかできないか」なんて口にしないだろうな。まあ、ついこのあいだまでさんざん世話してやったんだから、許せ。


    「さて、ヤン高をそそのかして悠月を狙わせたのはお前だな？　ニワトリ頭のコケッコーと同じ中学で、いまでも付き合いが続いてることは知ってる」


    　なずな経由で、ヤン高にいるという友達に聞いてもらったら意外なほどあっさりと発覚した事実だ。ちょうどその人も智とも也やたちと同じ中学だったらしい。


    　もし言いなりになっていただけなら、危険を冒してまで向こうが知り得ない情報を手に入れてやる理由なんてこれっぽっちもないはずだ。


    「写真の件は……は……確かにごめん。魔が差してしまった。だけど、ストーカーうんぬんは、僕じゃない」


    「祭りの日、悠月が浴ゆ衣かただったことを知ってたのにか？」


    「そんなの……七なな瀬せさんならそうじゃないかと思っただけだ」


    「へぇ？　だったらこれはなんだ？」


    　俺がスマホで表示させた動画に映っているのは、深くキャップをかぶってはいるものの、間違いなく白い封筒を持った智也だった。


    　それを覗のぞきこんできた悠月が口を開く。


    「これって……うちの、前？」


    「ああ。陽はるにうまいこと理由をつけて親おや父じさんのドライブレコーダーをチェックしてもらった。あんだけの高級車だからな。駐車中でも録画してるタイプじゃないかと思ったら、ビンゴだったよ」


    　これで詰みだ。


    「だいたい、行き当たりばったりで動きすぎなんだ、お前は。最初は自分でこっそり悠月のことを追ってるだけだった。だけどコケッコーとの話のなかで、柳やな下したと悠月に因縁があることを知ったんだろう。それで、ビッチだのなんだの、あいつが興味を引かれる情報を流した」


    　俺は探偵じゃないし、動機なんて知ったこっちゃないが、どうせ空想の世界で追い詰められた悠月に手を差し伸べる算段でもしていたんだろう。


    　弱りどきは口説きどき、だしな。


    「だというのに、途中でなずなにも疑惑を向けられそうだと思った途端、そっちにも食指が動いた。お前自身、罪を押しつける相手として一般的なストーカー説、ヤン高の仕業説、なずな真犯人説がごっちゃになってたんじゃないのか？」


    　多分、悠月を精神的に追い詰めて、つけいる隙すきをつくることができればなんでもよかったんだろう。その雑なちぐはぐさが、結果としては俺たちを混乱させることにつながったわけだ。


    「おかげでパズルを組み上げるのに苦労したぜ」


    　うなだれた智とも也やは、それでも言い訳がましく口を開く。


    「ずっと騙だましてたのか」


    「それが盛大なブーメランだってことはさておき、アドバイスは真剣にしてたぞ。願わくは、気持ちを入れ替えてくれたらいいなと本気で思っていた。もしどこかで手を引いたなら、真実は墓までもっていくつもりだったよ」


    　俺は深く、本当に深くため息をつく。


    　誰だって、一度は友人ごっこしていた相手をこんなふうに追い詰めたくはない。


    「安易な近道を選ぶなって言っただろ。それを無視したから、こうやって安易な結果が待っていた。俺が伝えた悠ゆ月づきの傷が、お前にはお手軽なラッキーアイテムにしか映らなかったんだ」


    「じゃあ、どうすればよかったんだよッ！」


    「それも伝えたさ。ただ、勇気を出して話しかければよかったんだよ。結局お前は、最後までスタートラインにさえ立てなかった」


    　誰ひとり救われない推理パートは終了だ。


    　これ以上かける言葉もなければ、進むべき道もない。


    　智也は健けん太たになれなかった。


    　誰かに自分の物語を押しつけようとした人間が、名前を与えられることすらなく誰かの物語からはじき出された。


    　そういう、ただのさみしい話だ。


    　ひざをついていた智也は、すべての生気が抜け落ちたようにがくっと地面に突っ伏す。


    「なあ智也。真っ暗な部屋で泣きながら女め々めしいポエムを書き綴つづって、飽きたらギターでも買って曲にするといい。できればきれいなラブソングよりも、ださくて熱いパンクロックが聴きたいな。今度こそ、ちゃんと相手と向き合えるように」


    　あの日の台詞せりふを少しだけリフレインして、俺たちはその場を離れた。


    



    　　　　　＊


    



    「もぉおおおっ！　朔さくも、悠月も、ほんとにホントにほんっとうに心配してたんだからっ！！」


    　何度目になるかわからない夕ゆう湖この台詞を、俺も悠月も苦笑いで聞いている。


    　あのあと和かず希きに結果報告の電話をしたところ、みんな近くのファミレスで待機しているということだったので、俺と悠月もそこへ向かった。


    　こちらの姿を認めるなり、夕湖は俺たちふたりに抱きついてきて店の中でわんわん泣くし、優ゆ空あは泥だらけになった俺のブレザーを見てむっすりするし、陽はるはばんばん背中を叩たたいてくるしでてんやわんやの大騒ぎだ。


    　一秒でも早く自分の黒歴史写真を抹消しようとやっきになる健けん太たもなかなかに笑えたが、ＭＶＰは今回の一件をなにひとつ知らされておらず、「朔さく、あんまりだぜぇ～」と半べそになってた海かい人とだな。だってお前作戦説明する前に飛び出していっちゃうし、そのノリで乱入してこられたら台無しになっちゃうんだもんよ。


    　テスト終わりの開放感も手伝って、結局店員さんから高校生が退店を求められるほど遅い時間まで盛り上がってしまった。


    　それでもまだ物足りないとばかりに、俺たちは近場の公園でほんの少しのロスタイムを満喫している。


    　悠ゆ月づきは「はいはい、ごめんね」と夕ゆう湖こをなだめてから、これまた何度目になるかわからないお礼と謝罪の言葉を口にした。


    「夕湖も、みんなも、本当に心配かけてごめん。おかげさまで、きれいさっぱり解決しました。ありがとね」


    　にかっと気持ちよく笑う悠月の肩に優ゆ空あが手を置く。


    「お疲れさま、悠月ちゃん。ひっでもんにものごかったと思うけど、これでもう心配のうなったの（注：すっごく辛かったと思うけど、これでもう心配なくなったね）」


    「こう見えて私もてなわんでの。ちぇえ男の記憶なんてはよなげてまうわ（注：こう見えて私も気が強いからね。小さい男の記憶なんてさっさと捨てちゃうよ）」


    　うーむ、この二人の福井弁トークは落ち着くなぁ。


    　陽はるが拳こぶしを突き出す。


    「勝ったの？　ウミ」


    「勝ったよ、ナナ」


    　悠月がそこにこつんと拳を合わせた。


    　おずおずと、健太も口を開く。


    「あの、その……」


    　悠月がその言葉を遮さえぎるように健太の手を握り、ぶんぶんと振る。


    「山やま崎ざきぃっ！　ふふっ、あの、なんていうか、ぷふっ、本当に……」


    「いいよもう！　力いっぱい笑ってよ！　わかってるよ！」


    「あはははっ！　本当に、本当にありがとうねぇ」


    　和かず希きがそれを見てにやっと笑った。


    「お望みなら、練習がてらにおさえておいた男の娘撮影会の動画もございますが？」


    　悠月がそんな和希に詰め寄る。


    「それより水みず篠しのはさっきの動画消して、いますぐ」


    「そうは言っても大切な証拠だからなぁ。なんだっけ、『私は千ち歳とせ……』」


    「おっと、子孫を残したいのならそこまでにしておくことね」


    　俺は、でかい身体を縮こまらせてそんなやりとりを見ている海かい人とに声をかけた。


    「おい、いつまですねてんだよ。悪かったって」


    「だってよぉ……俺だけいいとこなしじゃんかぁ」


    　悠ゆ月づきがやれやれといった様子で微ほほ笑えむ。


    「朔さくとバッシュ探してくれたんでしょ？　うれしかったよ。さんきゅー海人」


    　ぱあっと、でかい男の顔が明るくなった。わかりやすいやっちゃ。


    「さて……」


    　ちらりとスマホを見た悠月が言った。


    「さすがにそろそろ解散しようか。日付変わっちゃう」


    「えっ……？」


    　夕ゆう湖こがなんだか名残惜しそうな声を上げたが、すぐにぷるぷると首を振った。そりゃそうだろう、もう二十三時半だ。警察に見つかったら補導されたっておかしくない。


    「ねえ朔、せっかくだから送ってくれる？　偽物の彼氏の、最後のお仕事」


    　悠月はいたずらっぽい表情を浮かべた。


    「お任せあれ」


    　海人が夕湖と陽はるを、和かず希きと健けん太たが優ゆ空あを送っていくことで話がまとまり、俺たちは公園を出る。解散してそれぞれの帰路についた直後、後ろで夕湖が「朔ぅーッ」と叫んだ。


    「あとでLINEするから見てね～」


    　ぶんぶんと笑顔で手を振る姿に、ようやく全部終わったな、としみじみ感じた。


    



    



    　　　　　＊


    



    　あれから約二週間か。


    　にやにや笑う三日月に照らされながら、俺と悠月はとぼとぼ帰り道を歩いている。なんとなく、別れを決意したカップルたちはこんな気持ちなのかもなと柄にもないことを考えた。


    　人っ子ひとりどころか、こんな時間には車の一台も通らない裏道には、けるけるとかえるのまぬけな鳴き声だけが響いている。


    　夜はずいぶんと温かくなった。衣替えも近い。上着を一枚脱ぐように、悠月の心も少しぐらい軽くなっていたらいいなと思う。


    　なにかを考えているのか、それともただ遠くを見つめているのか、いつのまにかすっかりと見慣れた横顔は凛りんと澄んでいた。あとわずかで消えてしまう手の届く距離を、思わずつなぎとめたくなりそうで空を仰ぐ。


    　──この感情に名前をつけるのは、きっと最後の最後でいい。


    　やがて、目的の家が見えてくる。


    　こんな時間まで男と歩いている不良娘を、高級なドイツ車がしかめ面つらで待ち構えてた。なんとなく俺の心を見とがめられているような気がして、その手前で立ち止まる。電球の切れかけた街灯がじじ、じじと、安物のスポットライトみたいに俺たちを照らしていた。


    「じゃあ、俺はこのへんで」


    　変にもったいつけたくなくて、なるべくあっさりとそう言った。


    　悠ゆ月づきは自分のスマホを取り出して一度見てから、ぎゅっとブレザーの裾すそを掴つかむ。


    「……まだ、あと少しだけ」


    「なんだよ、寝る前に子守歌でも唄ってほしいのか？」


    　その軽口に返事はない。


    　なんとなくの時間が過ぎ、やがて俺のブレザーのポケットがぶるぶると何度も震えた。


    　スマホを取り出し、そこに夕ゆう湖この名前を見つけた瞬間、


    



    　──ちゅぷり。


    



    　ふありと軽く、ぷっくりと生々しい感触が左頬ほおに触れる。


    　それは、夏の通り雨みたいに唐突で儚はかないキスだった。


    



    「……助けたご褒ほう美びのつもりなら、目測を三センチほど誤ってないか？」


    「ハッピーバースデー、朔さく」


    「そいつはちょっと……ずるいな」


    　おそらくしてやったりという顔をしている彼女をまともに見られず、してやられた俺の顔も見せたくなくて背を向けた。


    



    「おやすみなさい、千歳」


    「おやすみなさい、七瀬」


    



    　十七歳。人生で十八回目となる、少しだけ特別な今日の入り口に、俺は立っていた。


    　踏み出した誰かと、踏み出せなかった誰か。


    　背中のほうで、たかたかと足音が遠ざかっていく。


    　その余韻に耳をすませながら、俺はしばらく悠はるかな月を見上げていた。

  


  
    エピローグ　女の子


    



    　これは、本物の恋の物語だ。


    



    　人が、誰かに恋をするのはどんな瞬間だろう。


    　ほとんどの場合、最初はほんの小さな憧あこがれなんじゃないかと思う。


    　自分よりも足が速かった。背が高かった。上手に笑ってた。あるいは、とてもよく似ていた。


    　それで、ちょっとだけ気になった。


    　気になったら、もっと知りたくなった、話してみたくなった、近づいてみたくなった、せっかくだから触れてみたくなった。


    　──だけどこれ以上先に進むためには理由がいるから、その感情を恋と名づけてみる。


    　本当は、そんなやり方なんて正しくないのかもしれない。


    　間違った憧れが間違った結末を呼び寄せて、みんなが間違ったままにすれ違ってしまうことだってある。そんなことは重々承知の上だ。


    　だけど、ヒーローが悪者をやっつけるときに正義の旗を掲げる必要があるように、誰かのことを大好きだって叫ぶためには、恋という名の免罪符が必要になる。


    　あの悠はるかな夜空で輝いている月は、ただぼんやりと眺めているだけじゃいつまで経っても届きやしないのだ。


    　うかうかしていたら、理屈なんてすっ飛ばしてぴょんとそこまで跳んでいけるうさぎさんにあっさり先を越されてしまう。


    　身勝手な憧れを押しつけて足踏みするためじゃない。


    　甘酸っぱい感情に自己陶酔するためじゃない。


    　ましてやその結果として大切な誰かを傷つけるためじゃ、絶対にない。


    　世の中には言葉にしなきゃ走り出せない人だっているから、誰よりも早くあの月を撃ち落とすために、自分でピストルを構える理由をつくるんだ。


    



    　だから本当は、とめられない気持ちをさっさと恋って名前で呼んであげればいい。


    



    　──そこから始まってくれたこれは、きっと本物の恋の物語だ。
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